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詞林　第65号　2019年4月

一
、
は
じ
め
に

　

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
木
戸
元
斎
筆
『
狭
衣
物
語
』（
以
下
、
元
斎
本
（

を
斯
界
に
は
じ
め
て
紹
介
し
た
の
は
片
寄
正
義
で
あ
ろ
う（

（
（

。
元
斎
本
は

巻
四
末
尾
に
里
村
紹
巴
自
筆
識
語
（
後
掲
①
識
語
（
を
備
え
て
お
り
、

そ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
紹
巴
所
持
本
の
写
し
と
し
て
知
ら
れ
る
伝
本
で
あ

る
。
元
斎
本
を
紹
巴
の
著
述
『
狭
衣
下
紐
』
依
拠
本
の
写
し
と
し
て
想

定
し
た
片
寄
は
、
当
該
本
を
近
世
版
本
で
あ
る
元
和
九
年
本
と
承
応
版

本
と
い
う
〈
い
わ
ゆ
る
流
布
本
〉
の
上
位
本
に
位
置
付
け
た
。
ま
た
中

田
剛
直
は
元
和
九
年
本
と
承
応
版
本
の
上
位
本
に
「
紹
巴
所
持
本
を
写

し
た
天
満
宮
本
若
く
は
毛
利
元
康
本
そ
の
も
の
に
拠
れ
る
か
は
別
」
と

し
な
が
ら
も
「
連
歌
師
間
に
所
伝
せ
し
一
本
に
拠
れ
る
事
は
間
違
ひ
な

い
で
あ
ら
う
」
と
指
摘
し
た（

（
（

。
以
上
の
元
斎
本
に
ま
つ
わ
る
見
解
は
中

城
さ
と
子
、
川
崎
佐
知
子
ら
の
流
布
本
『
狭
衣
物
語
』
の
考
究
に
よ
っ

て
追
認
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（
（

。
紹
巴
所
持
本
が
〈
い
わ
ゆ
る
流
布

本
〉
の
上
位
本
と
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
う
と
き
、『
狭
衣

物
語
』
諸
本
に
お
け
る
元
斎
本
の
資
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
と
い
わ

ね
ば
な
る
ま
い
。

　

如
上
の
よ
う
に
『
狭
衣
物
語
』
諸
本
の
な
か
で
も
重
要
伝
本
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
元
斎
本
だ
が
、
当
該
本
は
『
校
本
狭
衣
物
語
』
に
採

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
城
、
川
崎
論
考
が
現
れ
る
ま
で
、
そ

の
本
文
の
実
相
を
知
る
者
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
今
回
実
見
、
お
よ
び

翻
刻
掲
載
の
機
会
を
得
た
の
で
、
元
斎
本
の
情
報
を
整
理
し
つ
つ
、
い

く
つ
か
気
に
な
る
点
に
つ
い
て
述
べ
て
よ
う
と
思
う
。

二
、�

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
木
戸
元
斎
筆
『
狭
衣
物
語
』
に
つ

い
て

　

そ
も
そ
も
元
斎
本
が
注
目
さ
れ
た
理
由
は
以
下
の
二
種
の
識
語
を
備

え
て
い
た
点
に
あ
る
。

①　

紹
巴
自
筆
識
語

　
　

�

此
狭
衣
全
部
四
帖
元
斎
寿
三
／
借
予
本
書
写
畢
外
題
所
望
之
／
次
加

奥
書
也

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
木
戸
元
斎
筆
『
狭
衣
物
語
』
巻
四
・
翻
刻
と

解
題
（
上
（

小
林�　

理
正

https://doi.org/10.18910/71479



― 39 ―

大阪天満宮御文庫蔵木戸元斎筆『狭衣物語』巻四・翻刻と解題（上）（小林）
　
　
　
　

天
正
廿
年
桃
花
之
節
後

�

法
橋
紹
巴
（
花
押
（

②　

元
斎
自
筆
識
語

當
于
／
大
閤
大
相
国
朝
鮮
国
御
征
伐
之
／
時
張
陣
於
肥
之
名
護
屋

者
春
／
月
也
今
茲
季
秋
廿
五
日
詣
西
府
之
／
天
満
宮
維
持
幸
而
有

連
歌
一
千
／
句
之
雅
会
不
顧
愚
昧
陪
席
末
実
為
／
神
助
也
此
狭
衣

全
部
四
冊
在
洛
陽
借
／
臨
江
老
人
秘
本
雖
謄
写
之
當
社
一
乱
以
来

／
作
灰
燼
故
別
當
信
寛
態
求
也
仍
奉
／
納
之
而
後
代
留
予
名
於
此

廟
者
栄
之
又
栄
也

�

越
後
木
戸
元
斎

　
　
　
　

天
正
二
十
稔
菊
月
廿
五
日�

寿
三
（
花
押
（

　

①
を
読
み
解
く
と
「
元
斎
寿
三
」
な
る
者
が
紹
巴
所
用
本
を
借
り
出
し
、

書
写
し
た
も
の
が
当
該
本
だ
と
わ
か
る
。
た
だ
し
、
外
題
は
元
斎
に
請

わ
れ
た
紹
巴
が
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
書
写
者
・
元
斎
と
は

越
後
の
武
将
で
、
歌
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
②
を
み
る
と
、

元
斎
本
の
親
本
は「
臨
江
老
人
秘
本
」で
あ
っ
た
ら
し
い
。「
臨
江
老
人
」

と
は
紹
巴
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
紹
巴
の
識
語
と
矛
盾
し
な
い
。
な
お

②
に
み
え
る
当
該
本
の
来
歴
に
つ
い
て
は
既
に
中
城
、
川
崎
が
詳
密
な

考
証
を
行
っ
て
い
る
。
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

書
誌
に
つ
い
て
も
中
城
、
川
崎
が
既
に
紹
介
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ

で
は
簡
単
に
ま
と
め
る
程
度
に
示
し
て
お
く
。

【
書
誌
】

○　
【
作
品
名
】　　
「
さ
こ
ろ
も
」

○　
【
請
求
記
号
】　

三
〇
―
一

○　
【
冊
数
】　　
　

三
冊
（
巻
一
欠（

（
（

（

○　
【
装
幀
】　　
　

袋
綴
じ

○　
【
料
紙
】　　
　

楮
紙

○　
【
大
き
さ
】　　

縦
二
六
・
五
糎
、
横
二
〇
・
二
糎

○　
【
書
写
年
次
】　�「
天
正
二
十
稔
菊
月
廿
五
日
」（
巻
四
木
戸
元
斎
識

語
よ
り
（

○　
【
表
紙
】　　
　

�

紺
地
に
金
銀
泥
で
雲
霞
・
草
木
・
蝶
な
ど
を
下
絵

に
描
く
。

○　
【
外
題
】　　
　

�

金
地
の
短
冊
形
題
簽
に
「
さ
こ
ろ
も
一
（
～
三
（」

と
書
く
。
奥
書
に
よ
る
と
外
題
は
紹
巴
筆
。
た
だ

し
摩
耗
や
経
年
劣
化
の
た
め
に
墨
が
薄
く
な
っ
た

よ
う
で
、
巻
三
・
四
の
巻
数
を
な
ぞ
り
書
く
が
、

そ
の
さ
い
「
一
／
三
」
と
巻
数
を
書
き
誤
る
。

○　
【
内
題
】　　
　
（
ナ
シ
（

○　
【
見
返
し
】　　

金
銀
の
切
箔
や
野
毛
を
散
ら
し
、
砂
子
を
振
る
。

○　
【
遊
紙
】　　
　

�

前
遊
紙
は
巻
に
よ
っ
て
前
後
す
る
も
一
丁
か
ら
二

丁
分
あ
り
、
後
遊
紙
は
全
巻
一
丁
分
有
し
て
い
る
。

○　
【
蔵
書
印
】　　

�

全
巻
墨
付
き
丁
数
一
丁
表
右
肩
に
「
天
満
菅
廟
御

文
庫
奉
納
／
書
籍
標
印
不
許
賣
買
」
朱
長
法
印
が

あ
り
、
同
丁
右
下
に
「
延
寿
王
院
蔵
書
」（
枠
無
し
（

朱
印
が
あ
る
。巻
二
・
三
は
最
終
丁
左
下
隅
に「
中

野
桑
林
堂
」
朱
方
印
、
巻
四
に
の
み
一
四
三
丁
表
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右
下
に
「
阪
府
／
内
本
町
二
丁
目
／
中
野
啓
藏
／

製
本
発
兌
之
記
」
朱
長
方
印
が
あ
る
。

○　
【
丁
数
】　　
　

�

巻
二
・
一
一
六
丁
表
、
巻
三
・
一
四
二
丁
表
。
巻

四
は
物
語
本
文
が
一
四
二
丁
裏
、
な
お
一
四
三
丁

裏
に
①
識
語
が
、
一
四
四
丁
表
～
裏
に
か
け
て
②

識
語
が
あ
る
。

○　
【
一
行
字
数
】　

お
よ
そ
二
二
字
～
二
四
字
内
外

○　
【
一
面
行
数
】　

一
〇
行

○　
【
和
歌
書
式
】　�

一
行
目
行
頭
を
二
字
下
げ
、
二
行
目
以
降
を
下
接

本
文
に
続
け
る
。

○　
【
識
語
】　　
　

�

巻
四
に
二
種
の
識
語
が
あ
る
（
里
村
紹
巴
筆
の
も

の
と
元
斎
自
筆
の
も
の
（。

○　
【
備
考
】　　
　

�

本
文
は
お
お
む
ね
流
布
本
本
文
と
同
様
だ
が
、
対

立
す
る
場
合
も
あ
り
、
検
討
を
要
す
。

　

本
文
に
は
異
本
注
記
が
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。
わ
ず
か
だ
が
重
ね
書
き

や
補
入
、
文
字
を
擦
り
消
し
訂
正
す
る
場
合
が
あ
っ
た
り
、
目
移
り
と

思
し
い
脱
文
が
あ
っ
た
り
も
す
る
。
な
お
誤
写
は
少
な
い
。

三
、
元
斎
本
巻
四
の
本
文

　

こ
こ
か
ら
は
本
文
の
確
認
を
つ
う
じ
て
元
斎
本
巻
四
に
つ
い
て
少
し

考
え
て
み
た
い
。
主
に
対
校
に
用
い
る
流
布
本
本
文
を
有
す
る
と
さ
れ

る
伝
本
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
異
本

等
も
参
看
す
る
が
、
掲
出
本
文
と
同
文
で
あ
る
場
合
は
丸
括
弧
内
に
入

れ
て
伝
本
名
を
記
す
。
な
お
音
便
化
に
よ
る
本
文
異
同
は
除
く
。

①　

実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
中
臣
祐
範
奥
書
本

②　

実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
寛
佐
奥
書
本

③　

実
践
女
子
大
学
黒
川
文
庫
蔵
一
二
冊
本

④　

元
和
九
年
本

⑤　

承
応
版
本

　

①
②
は
付
属
す
る
『
下
紐
』
の
奥
書
か
ら
紹
巴
所
持
本
を
書
写
し
た

伝
本
と
川
崎
に
想
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
③
は
元
斎
本
と
と
も
に
紹
巴
自
筆

識
語
を
有
す
る
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
毛
利
元
康
筆
本
（
稿
者
未
見
（

の
成
立
に
関
わ
る
と
中
城
に
よ
り
推
測
さ
れ
た
伝
本
で
あ
る
。
④
⑤
は

〈
い
わ
ゆ
る
流
布
本
〉
で
、
当
該
本
の
上
位
本
に
紹
巴
本
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
い
ま
仮
に
従
来
の
想
定
に
し
た
が
い
、
元
斎
本
本
文
を
対
校

す
る
こ
と
に
す
る
。

Ａ
い
か
な
る
か
た
さ
ま
の
事
そ
と
思
ひ
つ
ゝ
け
給
に
た
ゝ
大
将
の

御
事
そ
と
心
え
給
ま
ゝ
に
（
元
斎
本
・
一
丁
オ
（
―
祐
範
本
・
寛

佐
本
・
黒
川
本
（
・
内
閣
文
庫
本
（

Ｂ
い
か
な
る
か
た
さ
ま
（
い
か
な
る
さ
ま
―
承
応
版
本
（
の
事
そ

と
思
ひ
つ
ゝ
け
給
に
き
の
う
の
き
ん
の
ね
と
あ
る
は
た
ゝ
大
将
の

御
事
そ
と
心
え
給
に
―
元
和
九
年
本
・
承
応
版
本

　

祐
範
本
と
寛
佐
本
、
黒
川
本
の
三
本
は
元
斎
本
と
同
文
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
元
和
九
年
本
と
承
応
版
本
に
は
対
元
斎
本
で
異
同
が
認
め
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
Ｂ
破
線
部
と
同
様
の
本
文
を
有
す
る
伝
本
を
探
す
と

蓮
空
本
（
＝
学
習
院
本
（
に
「
い
か
な
る
か
た
ざ
ま
の
事
と
も
ふ
と
心
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え
た
ま
は
ず
。
昨
日
の
き
ん
の
音
と
あ
る
に
、
大
将
殿
の
御
事
な
め
り
」

（
二
一
三
頁
（
と
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
九
条
家
旧
蔵
本
は
「
た
ゞ
、

き
の
ふ
の
き
ん
の
ね
と
あ
る
に
、
大
将
の
御
こ
と
ゝ
夢
の
中
に
も
心
え

給
ぬ
る
よ
り
」（
五
頁
（
と
あ
る
か
ら
、
破
線
部
は
混
態
本
本
文
に
由

来
す
る
表
現
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
こ
の
こ
と
は
異
本
と
し
て

知
ら
れ
る
鎌
倉
写
本
の
一
本
・
慈
鎮
本
に
「
い
か
な
る
か
た
さ
ま
の
こ

と
ゝ
も
え
こ
ゝ
ろ
え
給
は
す
た
ゝ
大
将
と
の
ゝ
こ
と
な
め
り
」
と
あ
っ

て
、
当
該
本
本
文
へ
Ｂ
破
線
部
を
挿
入
し
、
本
文
を
整
え
る
と
蓮
空
本

本
文
と
な
る
こ
と
か
ら
も
想
定
し
う
る
。
な
お
当
該
部
を
有
す
る
他
の

鎌
倉
写
本
（
為
明
本
（
を
確
認
す
る
と
小
異
こ
そ
あ
る
が
慈
鎮
本
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

Ｃ
心
を
い
た
し
て
も
か
つ
は
さ
る
へ
き
に
て（
元
斎
本
・
六
丁
ウ
（

―
祐
範
本
・
寛
佐
本
・
黒
川
本
（
・
内
閣
文
庫
本
・
為
家
本
（

Ｄ
心
を
い
た
し
い
の
り
給
な
か
ら
も
又
か
つ
は
さ
る
へ
き
に
て
―

元
和
九
年
本
・
承
応
版
本

　

流
布
本
と
そ
の
上
位
本
に
目
さ
れ
る
伝
本
間
に
異
同
が
確
認
で
き
る

点
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
お
Ｄ
傍
線
部
は
蓮
空
本
「
心

を
つ
く
し
て
を
の
〳
〵
い
の
り
き
こ
え
て
も
、
か
つ
は
さ
る
べ
き
世
に

て
こ
そ
」（
二
二
一
頁
（、
慈
鎮
本
「
こ
ゝ
ろ
を
い
た
し
て
お
の
〳
〵
い

の
り
き
こ
ゑ
さ
せ
給
て
も
か
つ
は
さ
る
へ
き
に
こ
そ
」
と
関
係
す
る
か
。

ま
た
為
明
本
が
「
心
を
ゆ
か
し
て
を
の
お
の
い
の
り
き
こ
え
さ
せ
て
も

か
つ
は
さ
る
へ
き
こ
と
に
こ
そ
」
と
あ
り
、
慈
鎮
本
と
同
グ
ル
ー
プ
の

本
文
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
は
為
家
本
と
同
文
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
期
に

は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
思
し
く
、
Ｄ
傍
線
部
は
伝
写
過
程
で
加
え
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
に
み
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
紹
巴
本
と
目
さ
れ
る
伝
本
間
に
揺
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
当
該
伝
本
間
に
異
同
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

Ｅ
猶
ひ
た
み
ち
（
ひ
き
は
ち
―
黒
川
本
（
に
す
て
か
た
か
り
け
る

身
の
程
か
な
と
お
ほ
し
し
ら
る（
元
斎
本
・
九
丁
オ
（―
寛
佐
本
・

黒
川
本

Ｆ
か
た
〳
〵
に
つ
ら
き
か
た
に
そ
す
ゝ
み
た
ま
ひ
け
る
―
祐
範

本
・
元
和
九
年
本
・
承
応
版
本
（
・
内
閣
文
庫
本
（

　

Ｅ
Ｆ
の
対
立
は
目
移
り
や
誤
脱
衍
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
加
除
訂
正
を
加
え
た
と
と
こ
ろ
で
、
Ｅ
か
ら
Ｆ
が
生
じ
る
と
は

思
え
ず
、
紹
巴
本
と
Ｆ
と
の
間
に
は
距
離
が
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
え
ま

い
。
な
お
慈
鎮
本
は
Ｅ
に
近
く
「
な
を
ひ
た
す
ら
に
す
て
か
た
か
り
け

る
わ
か
ミ
の
ほ
と
な
と
お
ほ
し
ゝ
ら
る
へ
し
」
と
あ
り
、
為
明
本
も
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
も
の
の
、
為
家
本
が
「
か
う
か
た
〳
〵
に
つ
ら
き
か
た

に
そ
す
ゝ
め
給
け
る
」
と
あ
り
、
実
質
Ｆ
と
同
文
に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ

Ｆ
と
類
似
す
る
本
文
が
鎌
倉
期
に
存
在
す
る
有
り
様
は
元
斎
本
と
〈
い

わ
ゆ
る
流
布
本
〉
と
が
異
な
る
流
れ
を
汲
む
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
思
わ

せ
る
。Ｇ

お
な
し
御
ゆ
か
り
に
て
あ
つ
か
ひ
聞
え
給
ふ
さ
ま
か
た
し
け
な

し
（
元
斎
本
・
一
四
丁
オ
（
―
寛
佐
本
・
黒
川
本

Ｈ
う
ち
の
か
は
を
さ
に
さ
へ
そ
な
い
た
て
ま
つ
り
給
め
る
―
祐
範

本
・
元
和
九
年
本
・
承
応
版
本
（
・
内
閣
文
庫
本
・
為
家
本
・
慈
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鎮
本
（

　

為
明
本
は
「
う
ち
の
う
ゑ
を
さ
へ
な
い
た
て
ま
つ
り
給
え
り
か
た
し

け
な
し
」
と
あ
り
、
Ｈ
を
基
調
と
し
な
が
ら
Ｇ
に
み
え
る
「
か
た
し
け

な
し
」
も
有
し
て
お
り
、
混
態
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
鎌
倉
写
本
に

は
Ｈ
が
み
え
る
一
方
で
、
Ｇ
が
み
え
な
い
。
と
な
る
と
、
Ｇ
は
鎌
倉
期

以
降
の
本
文
と
考
え
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
Ｇ
か
ら
Ｈ
が
生
じ

る
と
想
定
す
る
こ
と
は
本
文
を
み
る
か
ぎ
り
、
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思

う
。〈
い
わ
ゆ
る
流
布
本
〉
の
上
位
本
に
し
い
て
紹
巴
所
持
本
を
想
定

す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

四
、
ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
元
斎
本
巻
四
の
本
文
に
つ
い
て
些
か
確
認
し
た
。
も
ち
ろ

ん
文
脈
に
お
け
る
本
文
の
有
り
様
を
捉
え
、
解
釈
上
不
審
な
異
文
を
す

べ
て
掬
い
あ
げ
た
わ
け
で
は
な
く
、
機
械
的
な
検
討
に
終
始
し
た
か
ら
、

そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
元

斎
本
と
〈
い
わ
ゆ
る
流
布
本
〉
と
の
間
に
顕
著
な
対
立
本
文
が
存
在
す

る
と
い
う
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
で
、
巻
四
に
つ
い
て
は
紹

巴
本
を
元
和
九
年
本
と
承
応
版
本
の
祖
型
と
み
る
判
断
に
疑
義
が
生
じ

た
で
あ
ろ
う
。
深
川
本
と
異
本
本
文
の
み
な
ら
ず
、
流
布
本
『
狭
衣
物

語
』
の
本
文
の
再
検
討
が
今
後
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
今
回
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
巻
四
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

と
い
う
の
も
『
校
本
狭
衣
物
語
』
に
巻
四
が
な
い
た
め
に
、
巻
四
の
本

文
を
め
ぐ
る
検
討
は
他
巻
と
比
べ
て
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
巻
四
よ
り
本
文
を
紹
介
し
、
巻
四
の
本
文
研
究
に
利
用

可
能
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
翻
刻

の
さ
い
、
紙
幅
の
都
合
上
機
械
的
に
本
文
を
分
割
し
、
上
下
に
分
か
ち

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
ご
寛
恕
を
請
う
。

【
注
】

（
1
（
片
寄
正
義
「
狭
衣
物
語
流
布
本
考
序
説
―
―
無
名
草
子
所
引
狭
衣
物
語

本
文
を
検
討
し
、
所
謂
流
布
本
の
本
文
吟
味
に
及
ぶ
―
―
」（「
国
文
学
論
叢
」

創
刊
号
（
第
二
号
（、
昭
和
一
〇
年
四
（
七
（
月
（、
同
「
狭
衣
物
語
伝
本
考
」

（
東
京
理
科
大
学
「
国
語
」
創
刊
号
、
昭
和
一
一
年
七
月
（。

（
2
（
中
田
剛
直
「
狭
衣
物
語
巻
一
伝
本
考
」（『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
三

年
五
月
（。

（
1
（
中
城
さ
と
子
『
流
布
本
狭
衣
物
語
の
研
究
』（
新
典
社
、
平
成
一
五
年
（。

川
崎
佐
知
子
『『
狭
衣
物
語
』
享
受
史
論
究
』（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
二
年
（。

以
降
、
本
稿
で
言
及
す
る
中
城
・
川
崎
説
は
す
べ
て
前
掲
書
に
拠
る
。

（
4
（『
国
書
人
名
辞
典
』
第
二
巻
・
四
四
～
四
五
頁
。

（
5
（『
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
国
書
分
類
目
録
』（
昭
和
五
二
年
（
を
み
る
と
「
二

冊
（
欠
一
冊
（」
と
あ
る
が
、「
三
冊
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

（
6
（
対
校
に
用
い
た
伝
本
は
確
認
の
便
を
考
慮
し
、
既
に
刊
行
さ
れ
て
あ
る

も
の
を
中
心
に
取
り
あ
げ
た
。
な
お
出
典
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、

略
号
を
丸
括
弧
に
入
れ
て
続
け
て
示
す
。
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
中

臣
祐
範
奥
書
本
（
祐
範
本
（
／
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
寛
佐
奥
書
本

（
寛
佐
本
（
／
黒
川
文
庫
蔵
一
二
冊
本
（
黒
川
本
（。
黒
川
文
庫
蔵
一
二
冊
本

―
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
『
物
語
史
研
究
の
方
法
と
展
望
』
実

践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
電
子
叢
書
Ⅰ
（
平
成
一
一
年
（
附
録
のCD

-
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RO
M

収
録
。
元
和
九
年
心
也
開
板
古
活
字
本
（
元
和
九
年
本
（　
『
古
典
資

料
類
従
』。
承
応
三
年
整
板
本
（
承
応
版
本
（　
『
狭
衣
物
語
下
』
平
安
朝
物

語
板
本
叢
書
2
（
有
精
堂
出
版
（。
為
明
本
・
為
家
本
・
慈
鎮
本
―
『
狭
衣

物
語
諸
本
集
成
』
一
（
～
三
（
巻
（
笠
間
書
院
（。
内
閣
文
庫
本
―
国
文
学

研
究
資
料
館
の
紙
焼
き
写
真
。
蓮
空
本
―
『
古
典
文
庫
』。
な
お
元
斎
本
は

撮
影
写
真
を
用
い
た
。

（
7
（
①
②
は
と
も
に
「
此
狭
衣
抄
二
冊　

臨
江
斎
紹
巴
／
被
注
之
依
許
可
書
写

之
畢
／
天
正
二
十
年
三
月
日　

中
臣
祐
範
」、「　
本
云

此
狭
衣
抄
二
冊
者
去
年
以

昌
俔
所
持
之
本
令
／
書
写
之
今
茲
又
以
法
橋
昌
琢
本
按挍

之
了
／
元
和
四
年
應

鐘
朔
日　

寛
佐
」
と
の
識
語
を
有
し
て
い
る
。「
此
狭
衣
抄0

二
冊0

」
と
あ
っ

て
元
斎
本
に
み
え
る
よ
う
な
「
此
狭
衣
全
部
四
帖
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

加
え
て
『
狭
衣
物
語
』
を
「
狭
衣
抄
」
と
呼
ぶ
と
は
思
え
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
識
語
を
共
に
伝
わ
る
『
狭
衣
物
語
』
に
ま
で
か
か
る
と
す
る
こ
と

は
し
な
い
。

【
附
記
】

　

貴
重
書
の
閲
覧
、
な
ら
び
に
翻
刻
掲
載
許
可
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し

た
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
、
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

�

（
こ
ば
や
し
・
た
だ
ま
さ　

本
学
博
士
後
期
課
程
在
学
（

【
翻
刻
】

　
【
凡
例
】

一
、�

底
本
は
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
木
戸
元
斎
筆
本
『
狭
衣
物
語
』（
請

求
記
号
：
三
〇
―
一
（
巻
四
の
写
真
版
を
用
い
る
。

一
、�

本
文
は
原
本
の
体
裁
を
可
能
な
限
り
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。
丁

移
り
を
「
」」
で
示
し
、
丁
数
と
表
裏
を
「
」（
○
丁
オ
（
ウ
（（」

と
記
す
。
な
お
丁
数
は
墨
付
き
丁
数
で
あ
る
。

一
、�

変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
る
。
ま
た
「
ハ
／
ニ

／
ミ
」
は
「
は
／
に
／
み
」
と
し
、
旧
字
体
、
異
体
字
は
通
行
す

る
字
体
に
改
め
る
。

一
、�

ミ
セ
ケ
チ
は
す
べ
て
「
取
り
消
し
線
」
で
示
す
。

一
、�

削
訂
の
場
合
「
Ｘ
（
Ｙ
（」
と
表
し
、
削
ら
れ
た
文
字
を
丸
括
弧

内
に
い
れ
て
示
す
。
重
ね
書
き
の
場
合
「
Ｘ
〈
Ｙ
〉」
と
表
し
、

下
に
あ
る
文
字
を
山
括
弧
内
に
い
れ
て
示
す
。

一
、
傍
記
は
、
該
当
本
文
横
に
記
す
。

一
、�

損
傷
本
文
と
思
し
い
も
の
表
現
も
原
本
に
は
あ
る
が
、
す
べ
て
そ

の
ま
ま
翻
字
す
る
。
判
読
困
難
な
場
合
「
□
」
で
示
す
。
相
当
す

る
字
数
が
明
ら
か
な
場
合
、
当
該
字
数
分
「
□
」
で
示
す
。

一
、�

今
回
は
巻
四
の
お
よ
そ
半
分
に
相
当
す
る
七
三
丁
ウ
ま
で
を
翻
刻

す
る
。
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さ
こ
ろ
□　

三
」（
表
紙
・
題
簽
（

（
遊
紙
一
丁
（

　
　

ひ
か
り
う
す
る
心
ち
こ
そ
せ
め
て
る
月
の
雲
か
く
れ
行

ほ
と
を
し
ら
す
は
さ
る
は
め
つ
ら
し
き
す
く
せ
も
あ
り
て

お
も
ふ
事
な
く
な
り
な
む
物
を
と
く
こ
そ
尋
め
き
の
ふ
の

き
む
の
ね
あ
は
れ
な
り
し
か
は
か
く
も
つ
け
し
ら
す
る
な
り

と
ひ
の
さ
う
そ
く
う
る
は
し
く
て
や
む
こ
と
な
き
気
色

し
た
る
人
の
い
ふ
と
見
て
打
お
と
ろ
き
給
へ
る
と
の
ゝ

御
心
ち
夢
う
つ
ゝ
と
も
お
ほ
し
わ
か
れ
す
い
か
な
る
か
た

さ
ま
の
事
そ
と
思
ひ
つ
ゝ
け
給
に
た
ゝ
大
将
の
御
事

そ
と
心
え
給
ま
ゝ
に
物
も
お
ほ
え
給
は
す
を
そ
は
れ

給
へ
る
け
し
き
の
い
み
し
き
を
う
へ
も
い
か
な
る
事
そ
と
」（
一
丁
オ
（

お
ほ
し
さ
は
く
に
も
と
み
に
は
き
こ
え
給
は
ぬ
と
は
か
り

あ
り
て
か
ら
う
し
て
し
か
〳
〵
夢
と
も
な
く
見
え
つ
る
は

い
か
な
る
事
に
か
と
か
た
り
き
こ
え
給
を
き
ゝ
給
う
へ
の

御
心
ち
ま
い
て
よ
の
つ
ね
な
ら
ん
や
は
つ
ね
の
事
と
い
ひ

な
か
ら
も
き
の
ふ
の
け
し
き
な
と
は
な
を
あ
や
し
う
め

と
ま
り
し
を
な
と
て
よ
へ
も
と
ゝ
め
き
こ
え
さ
せ
す
な
り
に

け
ん
と
き
は
と
て
れ
い
も
せ
さ
せ
給
ぬ
事
と
も
の
れ
う
と
て

ほ
う
ふ
く
あ
ま
た
ま
う
け
さ
せ
給
と
こ
の
日
比
き
ゝ
つ
る
も

さ
ら
は
い
か
に
思
ひ
を
き
つ
る
事
の
あ
り
け
る
そ
と
二
所

し
て
お
ほ
し
ま
と
ふ
さ
ま
か
た
時
た
に
い
み
し
け
な
り
」（
一
丁
ウ
（

殿
は
せ
ち
に
思
ひ
つ
よ
り
給
て
お
き
い
て
給
へ
れ
と

さ
ら
は
い
か
な
る
野
山
に
か
行
ま
し
り
給
ぬ
ら
ん
と
お
ほ
し

や
る
に
た
ち
う
こ
く
へ
き
心
ち
も
し
給
は
ね
と
と
く
た
つ

ね
よ
と
か
も
の
明
神
の
を
し
へ
給
へ
る
に
な
く
さ
め
て
さ
う

そ
く
な
と
し
給
て
ま
つ
ほ
り
河
の
院
へ
そ
お
は
し
け
る
か
の
御

か
た
の
み
か
と
よ
り
入
給
に
馬
と
も
に
く
ら
な
と
を
き
て

た
ゝ
い
ま
人
の
出
へ
き
に
や
と
み
え
た
り
大
将
も
い
と
夜
ふ
か
く

と
い
そ
き
給
て
出
給
ほ
と
な
り
け
り
と
の
ゝ
御
車
を

に
は
か
に
ひ
き
入
た
る
に
お
と
ろ
き
給
て
さ
し
出
給
へ
る

を
う
ち
み
つ
け
き
こ
え
給
へ
る
に
中
〳
〵
い
ま
そ
涙
も
こ
ほ
れ

�

」（
二
丁
オ
（

給
て
か
も
の
み
や
し
ろ
の
御
か
た
を
ふ
し
お
か
み
給
て
な
を
し
の

袖
を
を
し
あ
て
給
へ
る
御
け
し
き
な
と
あ
や
し
き
を
い
か
な
る

こ
と
き
ゝ
給
て
か
く
よ
な
か
に
ま
と
ひ
わ
た
り
給
へ
る
な
ら
む
と

お
ほ
す
に
い
て
や
と
心
う
か
り
け
る
御
心
か
な
あ
ま
た
あ
ら
ん

に
て
た
に
す
こ
し
も
と
り
わ
き
た
ら
ん
心
さ
し
の
ほ
と
を

み
む
に
は
い
と
か
ゝ
る
心
は
つ
か
は
し
を
ま
い
て
か
は
か
り
お
も
ひ

ま
き
ら
は
す
へ
き
た
く
ひ
た
に
な
く
一
日
か
た
時
見
き
こ
え
ぬ

程
は
恋
し
う
か
な
し
き
物
に
お
も
ひ
き
こ
え
た
る
を
み
る
〳
〵

い
か
な
る
か
た
に
お
ほ
し
た
ち
て
世
を
そ
む
き
す
て
ん
と
は

出
た
ち
給
へ
る
そ
い
と
よ
し
を
の
れ
を
こ
そ
お
ほ
し
す
て
め
女
に
て

�

」（
二
丁
ウ
（

又
な
く
お
ほ
し
ま
き
る
ゝ
か
た
な
く
な
ら
ひ
給
へ
る
御
心
ち
に
見

給
は
す
な
り
な
は
か
た
時
な
か
ら
へ
給
へ
し
と
や
み
給
か
き
り
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あ
ら
む
命
の
ほ
と
を
た
に
か
の
見
給
は
ん
ほ
と
は
か
け
と
ゝ
め
ん

と
は
お
ほ
す
ま
し
う
や
あ
る
へ
き
仏
も
け
う
や
う
を
こ
そ
を

も
き
事
に
は
の
給
め
れ
か
く
ふ
け
う
の
御
心
に
て
は
お
ほ
し

す
つ
ら
ん
み
ち
の
さ
ま
た
け
に
も
こ
そ
な
り
給
へ
な
に
事
も

見
な
さ
る
へ
き
契
に
こ
そ
あ
ら
め
か
く
な
む
思
ふ
と
心
う
つ

く
し
う
の
給
は
ゝ
あ
な
か
ち
に
せ
い
し
き
こ
ゆ
へ
き
に
も

あ
ら
す
た
ゝ
わ
か
身
は
残
り
な
き
よ
は
ひ
に
な
り
た
る
に

ふ
り
す
て
ら
れ
き
こ
え
た
ら
む
も
心
ひ
と
つ
の
か
な
し
さ
は

�

」（
三
丁
オ
（

さ
る
物
に
て
人
の
見
き
か
む
こ
と
も
は
つ
か
し
く
仏
の
お
ほ

さ
む
事
も
つ
み
さ
り
所
な
う
か
な
し
か
る
へ
き
を
た
ゝ
も
ろ

と
も
に
い
か
に
も
な
い
給
へ
き
仏
の
す
ゝ
め
給
へ
る
に
も
あ

ら
む
い
か
な
る
か
た
さ
ま
に
て
も
み
つ
か
ら
は
を
く
れ
き
こ
ゆ

ま
し
け
れ
は
い
と
よ
し
い
ま
ひ
と
所
の
あ
り
さ
ま
こ
そ
後
の
世

に
も
い
と
か
ゝ
る
御
心
の
み
た
れ
な
か
ら
は
お
な
し
所
に
あ
ひ
見

給
は
む
事
か
た
か
る
へ
か
め
れ
な
と
い
み
し
き
事
と
も
を

な
く
〳
〵
い
ひ
つ
ゝ
け
給
を
つ
く
〳
〵
と
き
ゝ
給
に
人
し
れ
ぬ
心

の
う
ち
を
い
か
に
し
て
見
あ
ら
は
し
給
て
け
る
そ
と
お
ほ
す
に
も

け
に
こ
ゝ
ら
の
と
し
こ
ろ
こ
の
世
も
か
の
世
も
露
は
か
り
思
ひ

�

」（
三
丁
ウ
（

の
こ
す
事
な
う
お
ほ
し
す
て
つ
れ
と
た
ゝ
い
ま
い
と
か
ゝ
る
御
心

ま
と
ひ
を
見
奉
り
給
に
は
い
と
か
は
か
り
ま
て
お
も
ひ
あ
く
か
れ

に
け
む
心
の
ほ
と
そ
わ
れ
な
か
ら
つ
ら
う
い
ふ
か
ひ
な
く
お
ほ
し

し
ら
る
ゝ
け
に
ま
い
て
う
へ
の
御
心
の
う
ち
お
ほ
し
や
る
は
い
ま

す
こ
し
心
く
る
し
く
て
人
や
り
な
ら
す
袖
も
ぬ
ら
し
給
物

か
ら
か
う
ま
て
き
ゝ
給
て
け
れ
は
ま
つ
い
ま
し
は
し
ふ
よ
う

な
め
り
と
思
給
に
猶
お
も
ふ
事
か
な
ふ
ま
し
き
身
に
や
と

中
〳
〵
た
ち
ま
ち
に
お
ほ
し
た
ゝ
さ
り
つ
る
過
に
し
か
た

よ
り
も
い
み
し
く
く
ち
お
し
う
か
な
し
と
も
よ
の
つ
ね

な
ら
ね
と
た
ゝ
心
え
ぬ
さ
ま
に
も
て
な
し
給
て
女
院
の
御
」（
四
丁
オ
（

心
ち
こ
と
な
る
こ
と
お
は
し
ま
さ
す
と
う
け
た
ま
は
り
し
か
は

と
き
は
と
申
所
に
ね
ん
こ
ろ
に
あ
ひ
か
た
ら
ひ
侍
あ
ま
の

わ
つ
ら
ふ
よ
し
う
け
た
ま
は
り
し
を
と
ふ
ら
ひ
侍
ら
む
と
て

け
さ
ま
か
り
出
つ
る
を
も
し
い
か
な
る
か
た
さ
ま
に
き
こ
し

め
し
た
る
に
か
な
に
こ
と
に
よ
り
て
か
た
ち
ま
ち
に
さ
ま

て
は
思
ひ
給
へ
な
ら
む
と
つ
れ
な
う
き
こ
え
給
も
い
と

つ
ら
う
心
う
く
て
袖
も
え
引
き
は
な
ち
給
は
ぬ
を
か
つ
は

い
て
や
む
け
に
後
の
世
も
か
へ
り
み
す
つ
た
な
き
心
の
ほ
と
ゝ

み
給
ら
む
か
し
浄
蔵
浄
眼
の
往
反
遊
行
し
給
け
む
を

見
給
て
よ
り
こ
そ
は
妙
荘
厳
王
も
心
き
よ
き
三
昧
と
も
を
」（
四
丁
ウ
（

つ
と
め
給
ひ
て
華
徳
菩
薩
と
も
な
り
給
け
れ
ま
こ
と
に

か
ゝ
る
つ
ゐ
て
に
ま
つ
や
我
な
り
な
ま
し
か
は
か
り
思
ひ

た
ち
に
け
れ
は
つ
ゐ
に
は
え
さ
ま
た
け
き
こ
え
し
な
と
は

お
ほ
し
な
り
ぬ
れ
と
れ
い
な
ら
ぬ
御
か
り
の
さ
う
そ
く
に

や
つ
れ
給
て
い
か
に
そ
や
思
ひ
み
た
れ
給
へ
る
御
さ
ま
の

ほ
の
か
な
る
空
の
光
に
ゆ
ゝ
し
う
み
え
給
を
あ
ら
ま
し
き
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よ
も
の
あ
ら
し
に
た
く
へ
こ
け
の
衣
に
も
や
つ
し
き
こ
え

て
は
い
け
る
世
に
き
こ
え
て
さ
ら
に
皆
成
仏
の
き
は
に

も
心
き
よ
か
ら
す
や
と
う
ち
ま
も
り
給
ふ
に
な
を
け
に

劫
濁
乱
時
は
諸
仏
以
方
便
も
か
ひ
な
く
あ
り
け
る
か
な
と
」（
五
丁
オ
（

か
へ
す
〳
〵
か
な
し
く
も
は
つ
か
し
く
も
お
ほ
し
し
ら
れ

け
り
夜
の
あ
け
ぬ
る
ま
て
う
ち
も
や
す
ま
せ
給
は
す

な
を
お
ほ
し
む
せ
ひ
た
る
御
け
し
き
の
い
と
心
く
る
し
う

て
つ
み
う
ら
む
か
し
と
ま
こ
と
に
お
ほ
え
給
へ
は
思
ひ
か
け
ぬ

さ
ま
を
の
み
返
〳
〵
き
こ
え
な
く
さ
め
給
て
れ
い
の
御
か
た
に

わ
た
し
き
こ
え
給
な
と
さ
り
け
な
う
も
て
な
い
給
へ
と
御

心
の
う
ち
は
な
を
み
た
れ
ま
さ
り
て
む
ね
も
つ
と
ふ
た
か
り

給
へ
り
あ
か
う
な
れ
は
殿
は
う
へ
の
御
も
と
へ
出
た
ち
給
け
る

さ
ま
な
と
こ
ま
か
に
か
い
て
奉
り
給
へ
る
を
御
覧
す
る
に

い
か
て
か
は
神
の
御
心
を
を
ろ
か
に
は
き
こ
え
さ
せ
給
は
ん
院
の

�
」（
五
丁
ウ
（

御
ま
へ
は
か
り
に
は
こ
の
御
夢
か
た
り
き
こ
え
さ
せ
給
け
り

神
殿
に
ま
い
ら
せ
給
て
い
よ
〳
〵
か
ゝ
る
心
を
思
ひ
な
を
る
へ
き

さ
ま
に
申
さ
せ
給
へ
な
と
き
こ
え
さ
せ
給
さ
ら
は
か
く
お
ほ
し

て
や
き
む
の
ね
も
れ
い
な
ら
す
心
と
ゝ
め
給
へ
り
け
ん
さ
も

な
り
給
な
ま
し
か
は
い
か
に
あ
さ
ま
し
と
お
ほ
し
め
す
と
の

に
は
思
ひ
か
け
さ
り
つ
る
御
夜
な
か
あ
り
き
よ
り
は
し
め

れ
い
な
ら
ぬ
御
け
し
き
な
と
を
心
え
す
い
か
な
る
こ
と
に
か
と
人
々

は
思
に
う
へ
な
と
も
わ
た
ら
せ
給
て
や
か
て
そ
の
日
よ
り
か
も
の

み
や
し
ろ
に
て
は
し
め
さ
せ
給
御
い
の
り
と
も
い
と
こ
ち
た
し

ま
い
ら
せ
給
へ
き
日
な
と
さ
た
め
さ
せ
給
さ
ま
な
と
な
に
事

�

」（
六
丁
オ
（

の
い
か
な
り
け
る
事
そ
と
世
の
人
も
き
ゝ
お
と
ろ
き
け
り
お
ほ

か
た
の
御
い
の
り
も
い
つ
と
て
も
た
ゝ
こ
の
御
れ
う
と
お

ほ
し
い
た
ら
ぬ
事
な
き
な
か
に
も
と
り
わ
き
て
お
ほ
し
た
の

ま
せ
給
へ
る
御
い
の
り
の
し
と
も
に
く
は
し
く
の
給
は
せ
つ
ゝ

一
心
に
い
の
り
申
へ
き
よ
し
な
く
〳
〵
の
給
へ
は
み
な
お
と
ろ
き

つ
ゝ
心
を
い
た
し
て
も
か
つ
は
さ
る
へ
き
に
て
こ
そ
は
か
は
か
り

め
て
た
き
御
身
な
か
ら
世
を
お
ほ
し
は
な
る
ら
め
と
あ
は
れ
に
そ

お
ほ
え
け
る
そ
の
ゝ
ち
い
と
ゝ
か
た
時
の
ほ
と
も
う
し
ろ
め
た
く

あ
や
う
き
物
に
思
ひ
き
こ
え
給
て
御
あ
り
き
な
と
も
せ
さ
せ

奉
り
給
は
す
た
ゝ
い
ま
し
は
し
を
ま
ち
給
へ
あ
な
か
し
こ
を
く
ら

�

」（
六
丁
ウ
（

か
し
給
な
と
の
給
ま
ゝ
に
涙
を
な
か
し
給
へ
は
い
と
心
く
る
し
く

又
世
の
人
の
き
ゝ
つ
た
ふ
ら
む
は
か
り
も
か
へ
り
て
は
中
〳
〵
心

あ
さ
う
も
の
く
る
お
し
か
り
ぬ
へ
け
れ
は
思
ひ
か
け
さ
り
し
さ
ま
を

の
み
う
へ
に
も
返
〳
〵
き
こ
え
給
て
い
か
て
か
物
思
ひ
い
れ
ぬ

さ
ま
を
み
え
た
て
ま
つ
ら
む
と
よ
ろ
つ
に
も
て
な
い
給
へ
は

け
に
中
〳
〵
す
き
ぬ
る
か
た
よ
り
も
う
は
へ
は
か
り
は
は
れ
〳
〵

し
う
な
り
給
へ
れ
と
心
の
う
ち
の
く
ち
お
し
さ
は
な
を
え

お
ほ
し
も
な
を
さ
れ
す
い
み
し
く
お
ほ
し
な
け
か
る
ゝ
な
く

さ
め
に
は
入
道
の
宮
に
そ
後
の
世
に
さ
へ
す
て
ら
れ
奉
る
へ
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き
す
く
せ
に
や
あ
さ
ま
し
う
ほ
い
な
き
心
の
う
ち
な
と
す
こ
し

�

」（
七
丁
オ
（

も
ら
し
給
て

　
　

い
そ
け
と
も
ゆ
き
も
や
ら
れ
ぬ
う
き
嶋
を
い
か
て
か
あ
ま
の

こ
き
は
な
れ
け
む
い
ひ
し
に
か
は
る
心
の
ほ
と
を
い
と
ゝ
い
か
に
と

は
つ
か
し
き
ま
て
な
と
か
き
つ
く
し
給
へ
る
を
れ
い
の
ほ
の
う
ち
見
給

�

て

　
　

い
か
は
か
り
思
ひ
こ
か
れ
し
あ
ま
な
ら
て
こ
の
う
き
し
ま
を

た
れ
か
は
な
れ
ん
な
と
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
る
れ
と
は
か
な
か
り
し

て
す
さ
ひ
も
見
し
や
う
に
き
こ
え
給
し
後
は
う
し
ろ
め
た
う
て

御
心
の
う
ち
よ
り
も
も
ら
し
給
は
さ
り
け
り
一
品
宮
に
ま

い
り
給
は
ぬ
こ
と
を
た
れ
も
い
み
し
き
こ
え
し
か
と
こ
の
後
は

さ
や
う
の
事
を
く
る
し
く
お
ほ
し
け
る
に
や
と
て
か
け
て
も

�
」（
七
丁
ウ
（

き
こ
え
い
て
給
は
す
ひ
る
ま
の
ほ
と
も
た
ち
い
て
給
を
い
と

う
し
ろ
め
た
け
に
思
ひ
き
こ
え
給
へ
れ
と
さ
の
み
こ
も
り
ゐ

給
へ
ら
む
も
を
と
き
ゝ
見
く
る
し
か
る
へ
け
れ
は
一
品
宮
は
か
り

に
は
ま
い
り
給
て
ま
き
ら
は
し
き
あ
り
き
も
し
給
は
さ
り
け
り

さ
れ
と
な
に
こ
と
も
世
中
の
こ
と
か
く
れ
な
く
て
を
の
つ
か
ら

き
く
人
〳
〵
あ
り
て
ま
こ
と
し
く
そ
り
や
つ
し
給
へ
ら
ん

や
う
に
お
し
み
か
な
し
か
り
き
こ
ゆ
れ
は
宮
も
き
か
せ
給
て
い
と
ゝ

心
う
く
お
ほ
し
め
す
事
か
き
り
な
し
思
ふ
す
ち
こ
と
な
り

け
る
人
を
お
と
ゝ
な
と
の
あ
な
か
ち
に
い
ひ
つ
ゝ
か
は
か
り
も
あ
ら

す
れ
は
思
ひ
わ
ひ
て
さ
ま
て
も
思
ひ
な
り
け
る
に
こ
そ
は
」（
八
丁
オ
（

あ
ら
め
と
い
と
ゝ
は
つ
か
し
く
見
え
に
く
ゝ
お
ほ
さ
る
れ
は
わ
た

ら
せ
給
こ
と
も
い
と
ま
れ
な
る
を
と
や
か
く
や
と
な
つ
か
し
く

き
こ
え
あ
き
ら
む
へ
き
か
た
も
な
け
れ
は
た
ゝ
心
え
す
み
し

ら
ぬ
や
う
に
て
す
く
し
給
に
あ
ま
り
に
う
ち
し
き
る
よ
る
の

ひ
と
り
ね
は
い
と
ゝ
め
も
あ
は
す
思
ひ
つ
ゝ
け
給
事
に
お
ほ
か
る

な
か
に
も
あ
し
せ
ん
の
お
も
ひ
を
こ
す
ら
む
そ
な
を
い
と
ほ
い

な
き
心
ち
し
て
ま
く
ら
も
う
き
ぬ
へ
き

　
　

こ
の
こ
ろ
は
苔
の
む
し
ろ
を
か
た
し
き
て
い
は
ほ
の
ま
く
ら

ふ
し
よ
か
ら
ま
し
な
と
や
す
け
な
く
お
ほ
し
や
ら
れ
け
る

ひ
る
は
つ
れ
な
し
つ
く
り
給
に
こ
よ
な
く
ま
き
る
ゝ
を
よ
る

�

」（
八
丁
ウ
（

よ
る
の
み
そ
な
か
ら
へ
や
ら
む
と
あ
り
か
た
く
お
ほ
さ
れ
け
る

殿
の
御
賀
も
ま
う
て
ち
か
く
な
り
ぬ
れ
は
舞
人
に
さ
ゝ
れ

た
る
殿
上
の
わ
か
君
た
ち
な
と
心
こ
と
に
思
ひ
い
そ
き
た
り

大
將
殿
に
は
あ
り
し
御
夢
の
事
な
と
う
へ
そ
く
は
し
く

か
た
り
き
こ
え
給
け
る
け
に
さ
し
も
た
し
か
に
御
覧
し
け
ん

に
し
つ
め
か
た
き
心
の
中
を
お
ほ
し
も
と
か
め
て
し
ゐ
て
う
き

世
に
あ
ら
せ
ま
ほ
し
く
お
ほ
す
ら
む
神
の
御
心
の
ほ
と

あ
り
か
た
き
物
か
ら
猶
ひ
た
み
ち
に
す
て
か
た
か
り
け
る
身
の
程

か
な
と
お
ほ
し
し
ら
る
ま
い
ら
せ
給
け
る
日
の
事
と
も
な
と
を
し

は
か
る
へ
し
い
つ
い
か
な
り
し
こ
と
に
か
か
ゝ
る
御
願
と
も
は

�

」（
九
丁
オ
（
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た
て
さ
せ
給
け
る
に
か
と
み
や
し
ろ
の
神
ひ
と
も
お
と
ろ
く
に

神
も
い
と
ゝ
御
心
こ
と
に
ま
も
り
は
く
ゝ
み
き
こ
え
給
て
夢
の

う
ち
に
つ
け
し
ら
せ
給
け
む
行
末
の
御
あ
り
さ
ま
も
お
ほ
し
を
き

つ
る
に
た
か
は
す
と
か
へ
す
〳
〵
申
あ
く
る
こ
は
つ
か
ひ

た
の
も
し
け
な
け
れ
と
み
つ
か
ら
の
御
心
の
う
ち
に
は

　
　

神
も
な
を
も
と
の
心
を
か
へ
り
み
よ
こ
の
世
と
の
み
は

お
も
は
さ
ら
な
む
ひ
く
ら
し
お
も
し
ろ
き
事
と
も
を
ま
ね
ひ

つ
ゝ
す
へ
き
に
も
あ
ら
す
か
や
う
に
ひ
ま
な
く
い
の
り
ま
も
り

き
こ
え
さ
せ
給
さ
ま
す
き
ぬ
る
か
た
よ
り
も
こ
ち
た
し

宮
に
ま
い
り
そ
め
給
て
は
此
と
の
ゝ
お
は
し
所
も
わ
さ
と
も

�

」（
九
丁
ウ
（

な
き
さ
ま
に
に
て
な
し
き
こ
え
給
て
な
れ
〳
〵
た
ち
と

ま
り
給
よ
な
〳
〵
を
も
い
さ
め
き
こ
え
給
へ
れ
と
い
ま
は

い
に
し
へ
の
や
う
に
み
か
き
た
て
ゝ
あ
け
く
れ
た
ゝ
女
の
御

身
を
お
ほ
し
か
し
つ
か
む
や
う
に
て
い
か
な
る
わ
さ
を
し
て

こ
の
御
心
を
お
ほ
し
な
を
さ
せ
ん
す
こ
し
も
心
と
ゝ
め
給
へ

か
ら
む
人
も
か
な
か
き
り
あ
れ
は
お
と
こ
は
さ
て
こ
そ
あ
く
か

る
ゝ
心
も
と
ま
る
ら
め
い
か
は
か
り
お
も
ひ
ま
と
へ
と
お
や
は
ほ

た
し
に
も
お
も
は
さ
り
と
き
こ
え
あ
は
せ
給
て
ふ
た
所

し
て
た
つ
ね
な
け
か
せ
給
さ
ま
と
も
い
と
哀
に
心

く
る
し
け
な
り
か
ゝ
る
事
を
さ
か
の
院
に
も
き
か
せ
給
て

�

」（
一
〇
丁
オ
（

う
ら
み
な
け
か
せ
給
よ
し
き
ゝ
給
て
さ
れ
は
よ
と
い
と
き
ゝ

に
く
き
事
さ
へ
い
て
き
ぬ
る
事
と
む
つ
か
し
く
お
ほ
さ
る
ゝ

物
か
ら
な
け
か
せ
給
な
る
さ
ま
も
か
た
し
け
な
く
哀
な
れ
は

殿
に
御
い
と
ま
き
こ
え
給
て
わ
か
宮
く
し
奉
り
給
て

ま
い
り
給
へ
り
御
覧
す
る
た
ひ
こ
と
に
め
つ
ら
し
き

さ
ま
に
の
み
ね
ひ
ま
さ
り
給
を
か
ゝ
れ
は
あ
や
う
き
そ
か
し
と

ま
も
ら
せ
給
に
ま
つ
御
涙
も
こ
ほ
れ
さ
せ
給
ぬ
い
は
け

な
く
も
の
せ
ら
れ
し
よ
り
お
と
ゝ
に
も
お
と
ら
す
思
ひ
そ
め
て

し
を
い
ま
と
な
り
て
は
い
と
ゝ
さ
ま
〳
〵
に
ほ
た
し
を
さ
へ

ゆ
つ
り
て
し
か
は
所
せ
き
よ
は
ひ
の
ほ
と
を
も
い
か
に
し
て

�

」（
一
〇
丁
ウ
（

や
か
て
と
こ
そ
思
ふ
を
い
と
ほ
い
な
く
い
と
ひ
す
て
ら
る
ゝ

さ
ま
に
き
く
も
い
と
た
う
と
き
事
に
は
あ
れ
と
又
う
ら

め
し
き
か
た
に
は
す
ゝ
み
て
な
む
と
の
給
は
す
る
も
い
と

か
た
し
け
な
け
れ
は
い
か
な
り
け
る
ひ
か
こ
と
ゝ
も
を
き
こ
し

め
さ
れ
け
る
に
か
さ
ら
に
思
給
か
け
ぬ
事
を
か
く
も
て
さ

は
か
れ
て
や
ま
か
へ
る
な
と
い
ふ
な
も
と
ま
り
侍
は
は
し
た

な
き
や
う
に
そ
思
ひ
給
へ
ら
れ
侍
な
と
す
こ
し
う
ち
わ
ら
ひ

給
へ
る
あ
い
行
そ
こ
ほ
れ
給
へ
る
わ
か
宮
の
御
あ
り
さ
ま

を
見
奉
り
す
て
ゝ
は
か
き
り
の
道
に
も
い
か
て
か
な
と
申
給

お
ほ
や
け
わ
た
く
し
の
御
物
か
た
り
れ
い
の
こ
ま
や
か
に
て

�

」（
一
一
丁
オ
（

日
も
く
れ
ぬ
れ
は
い
て
給
ま
ゝ
に
入
道
の
宮
の
御
か
た
に

ま
い
り
給
へ
り
宮
も
御
念
す
た
う
に
お
は
し
ま
し
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け
れ
は
や
か
て
そ
な
た
の
み
す
の
ま
へ
に
ち
か
く
さ
ふ
ら
ひ

給
を
す
け
侍
程
に
て
御
あ
り
き
も
い
と
ゝ
あ
り
か
た

け
に
う
け
給
を
思
ひ
か
け
ぬ
ほ
と
に
は
い
か
て
か
と
き

こ
ゆ
れ
は
な
と
て
か
つ
ね
よ
り
も
か
た
く
も
あ
ら
ん
又
い

た
ゝ
の
は
し
よ
い
か
に
か
や
と
て
み
す
を
ひ
き
か
つ
き

給
へ
は
人
〳
〵
も
み
な
す
へ
り
い
り
ぬ
る
に
見
や
り
給
へ
は

御
経
は
こ
も
あ
き
た
る
へ
し
法
花
経
な
る
へ
し
巻
〳
〵

あ
ま
た
ち
く
の
も
と
ま
て
ま
き
よ
せ
て
御
す
ゝ
は
」（
一
一
丁
ウ
（

け
う
そ
く
に
そ
う
ち
か
け
ら
れ
た
る
し
き
み
の
か
う
の
香

は
な
や
か
な
る
に
さ
ま
〳
〵
の
う
つ
し
の
か
と
も
も
て
は
や

さ
れ
て
哀
に
な
つ
か
し
き
に
も
あ
り
し
よ
の
て
さ
く
り
ま
つ

思
ひ
出
ら
れ
給
て
た
ゝ
い
ま
さ
し
む
か
ひ
見
た
て
ま
つ
ら

ま
ほ
し
き
に
れ
い
の
涙
こ
ほ
れ
ぬ
へ
き
け
し
き
に
て

つ
く
〳
〵
と
見
わ
た
し
給
へ
る
ま
み
な
と
つ
き
せ
す
物

あ
は
れ
と
お
ほ
し
た
り
と
し
こ
ろ
は
よ
ろ
つ
に
思
ひ
た
ち

な
か
ら
も
思
事
ひ
と
つ
に
せ
か
れ
つ
ゝ
す
こ
し
ゝ
を
あ
り
し

夜
の
後
は
い
と
ゝ
す
ゝ
む
る
心
ち
し
て
ひ
と
へ
に
お
も
ひ
な

り
し
か
と
う
き
は
か
き
り
も
ま
こ
と
に
あ
る
ま
し
き
に
や

�

」（
一
二
丁
オ
（

け
ふ
ま
て
も
お
な
し
さ
ま
に
て
き
か
れ
奉
る
こ
そ
は
つ

か
し
け
れ
と
て
な
き
給
へ
は
い
て
や
心
う
き
御
心
に
て
こ
そ

侍
け
れ
わ
か
宮
を
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
は
ゝ
さ
り
と
も
い
と

さ
ま
て
の
こ
と
は
お
ほ
し
め
し
よ
ら
し
と
こ
そ
思
ひ
給
へ
し
か

行
す
ゑ
は
を
の
つ
か
ら
か
ゝ
る
か
た
さ
ま
に
つ
け
て
え
さ
り

か
た
く
な
む
き
こ
え
さ
せ
給
へ
る
さ
ま
に
も
侍
ぬ
へ
か

め
る
物
を
い
と
ゝ
お
も
は
す
に
心
う
し
と
こ
そ
は
人
し
れ
ぬ

御
心
に
も
思
き
こ
え
さ
せ
給
は
め
と
き
こ
ゆ
れ
は
い
て
や

か
ひ
な
き
か
た
さ
ま
を
は
さ
る
物
に
て
た
ゝ
さ
は
か
り
た
に

お
も
は
ま
し
か
は
た
ち
ま
ち
に
か
く
ま
て
も
思
よ
ら
し
い
と
ゝ

�

」（
一
二
丁
ウ
（

き
ゝ
に
く
ゝ
い
ひ
さ
た
め
ら
る
な
る
も
い
か
に
ほ
い
な
く
き

か
せ
給
む
と
思
ふ
の
み
こ
そ
よ
ろ
つ
に
す
く
れ
て
口
お
し
く

侍
れ
か
ゝ
る
か
た
さ
ま
に
て
さ
へ
御
心
に
た
か
ふ
す
く
せ

よ
な
と
つ
き
せ
ぬ
御
涙
な
り
う
す
に
ひ
な
る
御
あ
ふ
き
の

あ
る
を
せ
ち
に
を
よ
ひ
て
と
り
よ
せ
給
へ
れ
は
な
つ
か
し
き

う
つ
り
か
は
か
り
は
む
か
し
に
か
は
ら
ぬ
は
な
や
か
な
ら
ぬ

し
た
ゑ
な
と
の
さ
ま
か
は
り
た
る
は
な
を
い
と
あ
か
す

あ
は
れ
に
か
な
し
く
お
ほ
さ
れ
け
り

　
　

手
に
な
れ
し
あ
ふ
き
は
そ
れ
と
見
え
な
か
ら
涙
に
く
も
る

色
そ
こ
と
な
る
か
た
か
な
に
か
き
つ
け
て
も
と
の
や
う
に

�

」（
一
三
丁
オ
（

を
き
給
つ
ま
こ
とや

イ院
の
女
御
は
五
せ
ち
の
ほ
と
に
ほ
り
か
は
の

院
に
い
て
給
に
き
か
し
さ
い
院
の
お
は
し
ま
し
ゝ
か
た
に
そ

お
は
し
け
る
大
と
の
ゝ
も
て
な
し
か
し
つ
き
き
こ
え
給
へ
る

さ
ま
を
さ
か
の
院
に
も
い
か
て
か
は
を
ろ
か
に
き
こ
え
さ
せ

給
は
む
ま
い
て
思
ふ
さ
ま
に
た
に
し
い
て
給
へ
ら
は
と
い
つ
こ
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に
も
〳
〵
御
い
の
り
と
も
と
り
〳
〵
に
御
心
を
つ
く
さ
せ
給
へ
る

さ
ま
な
と
行
す
ゑ
は
し
ら
す
た
ゝ
い
ま
は
い
と
め
や
す
き

御
す
く
せ
を
見
奉
り
給
に
つ
け
て
も
入
道
の
宮
を
か
く
し

な
し
た
て
ま
つ
り
け
む
こ
と
ゝ
大
将
殿
は
な
を
心
く
る
し

く
も
つ
ら
き
か
た
に
も
心
に
は
な
れ
す
お
も
ひ
き
こ
え
給

�

」（
一
三
丁
ウ
（

ま
ゝ
に
お
な
し
御
ゆ
か
り
に
て
あ
つ
か
ひ
聞
え
給
ふ
さ
ま
か
た
し

け
な
し
斎
院
は
女
御
の
御
は
ゝ
宮
の
い
ま
は
の
き
は
ま
て

あ
は
れ
な
り
し
御
せ
う
そ
こ
な
と
も
わ
す
れ
か
た
く
思
ひ
出

き
こ
え
さ
せ
給
へ
は
わ
か
宮
を
も
か
き
り
な
く
思
ひ
き
こ
え

さ
せ
給
へ
れ
は
お
さ
な
き
御
心
に
も
と
り
わ
き
ま
つ
は
し

き
こ
え
さ
せ
給
へ
れ
と
か
き
り
あ
れ
は
い
ま
は
御
あ
た
り

ち
か
く
も
え
ま
い
り
よ
り
給
は
ぬ
を
く
ち
お
し
く
お
ほ
し
た
り

こ
の
女
御
も
か
く
う
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
御
な
か
ら
ひ
に
な
り

ま
さ
り
給
を
う
れ
し
う
お
ほ
し
て
御
文
な
と
も
と
き
〳
〵

か
よ
は
さ
せ
給
け
り
御
て
な
と
の
な
へ
て
な
ら
ぬ
に
つ
け
て

�

」（
一
四
丁
オ
（

も
い
か
な
ら
む
世
に
へ
た
て
な
く
見
た
て
ま
つ
ら
む
と
昔
の

と
も
に
は
よ
そ
な
か
ら
に
も
思
ひ
き
こ
え
か
は
さ
せ
給
へ
り

や
よ
ひ
の
一
日
こ
ろ
斎
院
の
御
ま
へ
の
さ
く
ら
い
み
し
き

さ
か
り
な
る
を
つ
れ
〳
〵
な
る
ひ
る
つ
か
た
み
く
し
あ
け
の

ま
に
い
さ
り
い
て
給
て
見
い
た
さ
せ
給
へ
る
に
空
の
色

あ
さ
み
と
り
に
て
う
ら
〳
〵
と
の
と
か
な
る
に
野
へ
の
霞
は

み
か
き
の
う
ち
ま
て
つ
ゝ
む
め
れ
と
な
を
こ
ほ
れ
た
る
に
ほ
ひ

と
こ
ろ
せ
け
な
る
に
こ
の
た
い
の
ま
へ
な
る
さ
く
ら
の
匂
ひ
え

な
ら
ぬ
か
た
は
ら
に
榊
の
あ
を
や
か
に
て
色
も
て
は
や
し
た
る

ほ
と
ほ
か
の
木
た
ち
に
は
似
す
さ
ま
か
は
り
て
お
か
し
く
御

�

」（
一
四
丁
ウ
（

ら
む
す
る
に
つ
け
て
も
あ
け
く
れ
見
な
れ
さ
せ
給
し
ふ
る
郷

人
の
や
へ
さ
く
ら
い
か
な
ら
む
と
お
ほ
し
め
し
や
ら
る
ひ
と
へ
を

た
に
い
ま
は
見
る
ま
し
き
そ
か
し
と
花
の
う
へ
は
な
を

く
ち
お
し
き
御
心
の
う
ち
な
り

　
　

ひ
と
へ
つ
ゝ
に
ほ
ひ
を
こ
せ
よ
や
へ
桜
こ
ち
ふ
く
風
の

た
よ
り
す
く
さ
す
な
と
お
ほ
し
め
す
も
ま
ち
と
を
な
れ
は

女
御
と
の
に
き
こ
え
さ
せ
給
ふ

　
　

と
き
し
ら
ぬ
さ
か
き
の
枝
に
お
り
か
へ
て
よ
そ
に
も
花
を

お
も
ひ
や
る
哉
榊
の
え
た
に
つ
け
さ
せ
給
へ
り
お
ほ
し
や
る

も
し
る
く
と
の
ゝ
さ
く
ら
は
み
ね
の
つ
ゝ
き
も
か
く
や
と
み
え
て

�

」（
一
五
丁
オ
（

ち
る
も
さ
か
り
な
る
も
さ
ま
〳
〵
に
め
て
た
き
を
女
御
は
な
や

ま
し
き
御
心
ち
の
ま
き
ら
は
し
に
も
な
か
め
い
た
さ
せ
給
け
る

ほ
と
に
こ
の
か
は
ら
色
は
め
つ
ら
し
く
お
ほ
さ
れ
て
す
き
に
し

か
た
い
と
ゝ
恋
し
く
お
ほ
し
い
て
さ
せ
給
け
る

　
　

榊
葉
に
な
を
お
り
か
へ
よ
花
さ
く
ら
ま
た
そ
の
か
み
の

わ
か
身
と
お
も
は
む
な
へ
て
な
ら
ぬ
枝
に
さ
し
か
へ
て
そ
た
て

ま
つ
ら
せ
給
け
る
お
ほ
殿
う
ち
よ
り
い
て
さ
せ
給
ま
ゝ
に
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ま
つ
こ
な
た
に
ま
い
り
給
て
ち
か
き
御
木
丁
の
も
と
に
て

う
へ
の
御
せ
う
そ
こ
な
と
き
こ
え
さ
せ
給
に
あ
り
つ
る

榊
の
御
ま
へ
な
る
を
見
給
て
そ
の
か
み
の
心
ち
し
侍
枝
さ
し
は

�

」（
一
五
丁
ウ
（

お
ほ
し
め
し
い
つ
る
こ
と
も
侍
け
る
に
や
と
き
こ
え
さ
せ

給
へ
は
斎
院
よ
り
た
ま
は
せ
た
り
つ
る
と
の
給
へ
は
さ
て
は
い
か

や
う
に
か
と
ゆ
か
し
か
り
給
へ
は
あ
り
つ
る
御
ふ
み
を
さ
し

い
た
さ
せ
給
へ
り
と
り
て
見
給
ま
ゝ
に
あ
な
お
か
し
け
の

御
て
や
と
う
ち
ゑ
み
つ
ゝ
う
ち
返
し
〳
〵
見
給
へ
る
け
し
き

お
ほ
ろ
け
の
人
の
は
つ
か
し
け
な
る
を
め
て
た
し
と
お
ほ
い
た
る

さ
ま
そ
な
の
め
な
ら
ぬ
け
に
思
ひ
か
け
侍
ら
さ
り
し
御
住
ゐ

と
も
な
り
か
し
あ
ま
た
の
な
か
に
こ
の
ち
か
き
や
へ
の
を
は

お
さ
な
く
よ
り
我
と
と
り
わ
か
せ
給
て
し
つ
心
な
け
に

お
ほ
し
あ
つ
か
ふ
め
り
し
を
い
か
に
ゆ
か
し
く
お
ほ
し
い
つ
ら
む

�
」（
一
六
丁
オ
（

な
に
事
も
世
中
は
か
り
お
も
は
す
な
る
物
は
侍
ら
さ
り
け
り

ま
い
て
こ
れ
よ
り
と
し
つ
も
り
ぬ
る
人
は
い
か
な
る
こ
と
を

見
は
へ
ら
む
な
に
事
も
見
る
人
な
く
て
す
き
給
ひ
な
ん
は

か
へ
り
て
く
ち
お
し
き
さ
ま
に
も
の
せ
ら
れ
し
か
は
思
ひ
た
つ

こ
と
侍
し
か
と
ひ
き
か
へ
し
め
の
ほ
か
に
な
り
給
に
し
も

こ
れ
こ
そ
は
あ
る
へ
き
事
と
思
ひ
給
な
か
ら
な
を
し
は
し
は

ほ
い
な
き
心
ち
も
し
侍
き
か
し
さ
れ
と
き
の
ふ
け
ふ
と

な
り
て
思
ひ
給
へ
る
に
は
い
と
め
や
す
き
御
す
く
せ
と
そ
思
ひ

給
ふ
る
女
は
た
か
き
も
み
し
か
き
も
た
ゝ
一
す
ち
に
よ
り
て

心
よ
り
ほ
か
に
人
に
も
と
か
れ
い
は
れ
さ
る
ま
し
き
心
の
ほ
と
を

�

」（
一
六
丁
ウ
（

見
え
し
ら
れ
侍
か
し
我
心
と
あ
は
〳
〵
し
く
身
を
く
た
す

心
な
け
れ
と
を
の
つ
か
ら
そ
れ
に
し
た
か
ひ
て
あ
ら
す
る
人

な
く
な
り
ぬ
れ
は
身
を
心
に
ま
か
せ
ぬ
や
う
に
て
は
て
〳
〵
は

あ
つ
か
ふ
へ
か
め
る
に
い
の
ち
の
か
き
り
は
と
か
く
み
た
る
ゝ
心

な
く
て
す
く
し
給
へ
か
め
れ
は
世
に
侍
ら
す
な
り
な
ん
後
も

あ
な
か
ち
に
う
し
ろ
め
た
き
こ
と
に
も
侍
ら
さ
り
け
り
た
ゝ

仏
の
御
か
た
さ
ま
を
そ
む
き
給
へ
る
の
み
こ
そ
後
の
世
の

た
め
く
ち
お
し
き
こ
と
に
侍
そ
れ
も
女
の
御
身
に
は
斎
院

斎
宮
に
さ
た
ま
り
給
は
す
と
も
三
千
大
世
界
を
て
ら
す

玉
の
行
ゑ
し
ら
て
仏
に
な
り
給
は
ん
こ
と
か
た
く
こ
そ
侍
ら
め

�

」（
一
七
丁
オ
（

三
十
二
相
も
い
と
よ
く
そ
な
は
り
給
て
仏
の
御
よ
う
い
も
く
は
へ

給
へ
き
さ
ま
そ
見
え
給
へ
る
な
と
の
給
ふ
ほ
と
に
大
将
殿
ま
い
り

給
へ
れ
は
こ
の
御
文
見
せ
奉
ら
せ
給
て
た
ゝ
い
ま
の
御
て
は

か
り
か
く
人
は
た
れ
か
あ
る
式
部
卿
の
う
へ
こ
そ
名
た
か
く

も
の
せ
ら
る
れ
な
れ
と
文
字
や
う
の
こ
ま
か
に
お
し
け
な
る

さ
ま
な
と
は
な
を
す
く
れ
て
こ
そ
み
ゆ
れ
か
た
へ
は
思
ひ
な
し
に
や

い
か
に
と
さ
ゝ
め
き
給
ま
い
て
な
に
事
も
た
く
ひ
な
き
物
に

お
も
ひ
し
め
き
こ
え
給
へ
る
御
め
に
は
め
つ
ら
し
く
さ
ま
こ
と
に

の
み
お
ほ
え
給
へ
は
う
ち
も
を
か
れ
す
ま
も
り
給
へ
り
い
ま
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も
む
か
し
も
か
は
か
り
な
る
は
か
た
く
や
侍
ら
む
と
は
か
り
申
さ
せ

�

」（
一
七
丁
ウ
（

た
ま
へ
と
わ
か
物
と
み
す
な
り
ぬ
る
く
ち
お
し
さ
は
ま
つ

む
ね
さ
は
け
は
ま
い
ら
せ
給
つ
女
御
は
我
御
身
の
ゆ
く
す
ゑ

心
ほ
そ
く
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
に
殿
の
ゝ
給
こ
と
ゝ
も
み
ゝ
と
ゝ
ま
り

給
て
こ
の
御
あ
り
さ
ま
を
う
ら
や
ま
し
う
お
ほ
さ
れ
け
る

こ
の
花
奉
ら
せ
給
つ
ら
ん
い
か
や
う
に
て
か
と
ゆ
か
し
け
に
き
こ
え

さ
せ
給
へ
と
か
は
ら
ぬ
色
の
哀
の
み
心
に
か
ゝ
り
て
花
の
色
は

い
か
ゝ
き
こ
え
や
つ
し
つ
ら
む
と
し
と
け
な
け
に
い
ひ
ま

き
ら
は
し
給
へ
る
御
け
は
ひ
の
お
か
し
さ
を
む
か
し
の
御
名
残

か
は
ら
ぬ
御
心
に
て
な
ま
ゆ
か
し
き
か
た
さ
ま
た
ち
ま
し
り

た
る
御
な
か
に
そ
あ
り
け
る
大
将
と
の
は
す
く
れ
た
る
枝
を
お
ら
せ

�

」（
一
八
丁
オ
（

て
斎
院
に
も
て
ま
い
り
給
へ
り
御
ま
へ
に
は
き
む
の
御
こ
と

を
引
す
さ
ひ
て
おはし
ま
す
御
木
丁
よ
り
こ
と
の
つ
ま
は
か
り

さ
く
ら
も
え
き
の
み
へ
の
御
そ
と
も
に
く
れ
な
ゐ
の
う
ち
た
る

ふ
た
へ
お
り
物
に
か
は
さ
く
ら
の
こ
う
ち
き
な
と
か
さ
な
り
た
る

御
袖
は
か
り
そ
見
ゆ
る
女
御
殿
の
御
ま
へ
に
ゆ
か
し
け
に
聞
え

さ
せ
給
へ
り
つ
れ
は
と
て
ま
い
ら
せ
給
を
見
く
る
し
か
り
つ
る

こ
と
を
見
給
け
る
に
や
と
中
〳
〵
し
ら
ぬ
人
よ
り
も
は
つ
か
し
く

お
ほ
し
め
す
に
御
か
ほ
い
と
あ
か
く
な
り
て
御
扇
を
さ
し
や
り

て
は
な
を
う
け
さ
せ
給
と
て
す
こ
し
か
た
ふ
か
せ
給
へ
る
に

は
ら
〳
〵
と
こ
ほ
れ
か
ゝ
る
御
ひ
た
い
か
み
の
か
ゝ
り
御
つ
ら
つ
き
な�

�

と
」（
一
八
丁
ウ
（

ひ
さ
し
く
見
た
て
ま
つ
ら
さ
り
つ
る
に
や
さ
ま
こ
と
な
る
御

に
ほ
ひ
に
こ
そ
な
ら
せ
給
に
け
れ
と
と
み
に
花
も
う
ち
を
か
れ

す
つ
く
〳
〵
と
ま
も
ら
れ
て
涙
の
こ
ほ
れ
ぬ
へ
き
を
人
〳
〵

あ
や
し
と
や
見
む
と
思
ふ
に
し
ゐ
て
わ
ひ
し
け
れ
は
ま
き
ら
は
し

に
あ
り
つ
る
女
御
と
の
ゝ
の
御
返
し
の
御
す
ゝ
り
の
う
へ
に
を
か
れ

た
る
を
と
り
て
見
給
へ
と
い
と
ゝ
な
を
か
く
ち
か
き
ほ
と
の

心
の
う
ち
は
な
を
さ
ら
に
ま
き
れ
か
た
し
も
し
や
う
な
と
わ
さ
と

上
す
め
か
し
く
は
な
け
れ
と
す
み
つ
き
ふ
て
の
な
か
れ
も
あ
や

し
う
な
へ
て
な
ら
す
な
ま
め
か
し
き
け
し
き
に
て
か
き
な
か
し

給
へ
る
入
道
の
宮
の
あ
く
ま
て
ら
う
た
け
に
う
つ
く
し
き

�

」（
一
九
丁
オ
（

す
ち
は
す
く
れ
給
へ
る
物
を
と
ま
つ
そ
思
ひ
い
て
ら
れ
給

へ
る
こ
の
御
あ
り
さ
ま
の
な
に
事
も
こ
よ
な
く
お
と
り

給
へ
り
し
た
に
か
や
う
に
な
の
め
な
ら
ぬ
さ
ま
に
も
て
な
さ
れ

給
け
る
物
を
と
お
ほ
す
に
我
あ
や
ま
ち
の
心
く
る
し
さ
も

を
ろ
か
な
ら
す
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
な
る
へ
し
斎
宮
の
御
て
な
と

い
つ
れ
か
す
く
れ
て
侍
ら
む
と
え
こ
そ
見
さ
た
め
侍
ら
ね
と

申
給
へ
は
い
つ
れ
も
お
か
し
け
に
こ
そ
み
ゆ
め
れ
と
の
給
は

す
る
も
あ
ち
き
な
く
哀
と
ひ
と
り
こ
た
れ
て
い
つ
れ
も

め
や
か
り
け
る
御
あ
り
さ
ま
と
も
に
こ
そ
の
な
か
に
も

入
道
の
宮
は
院
の
と
り
わ
き
て
な
へ
て
な
ら
ぬ
さ
ま
に
」（
一
九
丁
ウ
（

か
し
つ
き
き
こ
え
さ
せ
給
へ
り
し
物
を
そ
れ
し
も
こ
の
世
を
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か
ひ
な
き
さ
ま
に
な
り
給
へ
る
こ
そ
哀
な
れ
後
の
世
は
し
も

す
く
れ
給
ぬ
へ
か
め
り
心
は
さ
き
た
ち
な
か
ら
も
先
の
世
の

つ
と
め
か
ら
に
や
す
か
や
か
に
人
の
思
ひ
た
ゝ
さ
な
る
す
ち
を

な
に
は
か
り
ふ
か
う
し
も
お
ほ
し
と
る
ら
ん
こ
と
も
も
の
し
給
は

さ
り
け
む
物
を
ま
き
れ
な
く
お
こ
な
ひ
つ
と
め
給
へ
る
さ
ま
こ
そ

う
ら
や
ま
し
う
侍
め
れ
山
か
へ
る
と
や
い
と
ゝ
き
ゝ
に
く
き

な
を
さ
へ
と
ゝ
め
侍
ぬ
る
よ
さ
て
も
い
か
な
り
し
御
夢
そ
と

た
に
こ
そ
え
う
け
給
は
ら
ぬ
人
こ
そ
も
の
ゝ
哀
し
る
事
は

か
た
う
侍
け
る
か
き
り
な
し
と
や
い
さ
む
る
道
の
つ
と
め
は

�

」（
二
〇
丁
オ
（

い
か
て
か
は
神
の
あ
り
か
た
う
哀
と
も
御
覧
し
し
ら
ぬ
や
う

の
侍
つ
ら
ん
つ
ゐ
に
は
思
ふ
こ
と
な
か
る
へ
き
事
そ
と
御

覧
し
け
る
と
か
や
み
か
と
院
な
と
ま
て
位
に
や
つ
か
む
と

ま
て
み
な
お
ほ
し
あ
は
せ
給
へ
か
め
れ
を
の
つ
か
ら
見
き
く
人

あ
ら
は
い
か
は
か
り
お
こ
か
ま
し
き
た
め
し
に
も
な
ら
せ
給
は
ん
と

哀
に
こ
そ
さ
て
も
心
の
中
は
思
ふ
こ
と
な
く
し
も
侍
ら
し
物
を
と

ま
こ
と
に
神
の
御
こ
ゝ
ろ
よ
せ
こ
と
な
ら
は
こ
と
さ
ま
に
て
そ

こ
の
御
ゆ
め
か
な
ふ
に
は
侍
へ
き
と
て
す
こ
し
ほ
ゝ
ゑ
み
給
へ
る

物
か
ら
な
み
た
は
ひ
と
め
う
き
た
り

　
　

は
か
な
し
や
夢
の
わ
た
り
の
う
き
は
し
を
た
の
む
心
の

�

」（
二
〇
丁
ウ
（

た
え
も
は
て
ぬ
に
う
き
木
に
あ
は
む
か
き
り
よ
り
も
か
た
き

こ
と
ゝ
も
か
な
と
し
の
ひ
て
き
こ
え
給
へ
と
な
や
ま
し
き
さ
ま
に

も
て
な
さ
せ
給
て
よ
り
ふ
さ
せ
給
ぬ
れ
は
は
し
た
な
く
て

た
ち
出
給
へ
る
に
東
の
す
み
の
ま
に
花
み
る
と
て
人
〳
〵

あ
ま
た
い
て
た
る
所
に
よ
り
給
て
君
た
ち
さ
へ
あ
ま
り
つ
ゝ
し
み

給
て
い
ま
は
め
も
見
い
れ
給
は
ね
は
い
み
し
く
つ
れ
〳
〵
に

こ
そ
な
り
に
た
れ
と
の
給
へ
は
新
少
将
と
て
お
と
な
し
き
人

物
に
も
か
な
と
こ
そ
み
な
思
ひ
た
る
け
し
き
と
も
侍
め
れ
は

ま
い
て
な
に
か
は
見
い
れ
き
こ
ゆ
る
人
も
侍
ら
む
と
き
こ
ゆ

れ
は
心
う
の
こ
と
や
物
お
そ
ろ
し
か
ら
て
すき

ゝ

こく
し

して
イ

末
の
な
か
ら
へ

�

」（
二
一
丁
オ
（

く
や
し
く
こ
そ
思
ひ
い
て
ら
れ
な
と
い
つ
と
な
く
い
ひ
た
は
ふ
れ
給
て

　
　

み
か
き
も
る
野
へ
の
霞
も
ひ
ま
も
な
く
お
ら
て
す
き
ゆ
く

花
さ
く
ら
か
な
と
わ
さ
と
な
く
い
ひ
す
さ
ひ
給
へ
は
少
将

　
　

花
さ
く
ら
野
へ
の
か
す
み
の
ひ
ま
〳
〵
に
お
ら
て
は
人
の

す
く
る
物
か
は
さ
ま
て
は
な
む
て
う
い
さ
め
侍
ら
ん
と
き
こ
ゆ

れ
は
う
ち
わ
ら
ひ
給
て
ひ
と
り
し
も
お
ほ
し
と
か
む
る
こ
そ

い
と
う
れ
し
け
れ
さ
ら
は
い
か
ゝ
す
へ
き
こ
の
東
の
た
い
に

む
か
し
も
さ
る
事
あ
り
け
る
は
と
の
給
へ
は
あ
ふ
に
し
か
へ
は

か
は
か
り
の
身
は
ま
い
て
な
に
か
お
し
く
侍
ら
ん
こ
の
世
の
め
む

ほ
く
に
こ
そ
な
と
わ
ら
ゝ
か
に
た
は
ふ
れ
き
こ
ゆ
る
を
わ
か
き

�

」（
二
一
丁
ウ
（

人
〳
〵
は
あ
い
な
う
あ
せ
あ
へ
て
そ
き
ゝ
け
る
さ
き
の
声
あ
ま
た

き
こ
ゆ
れ
は
た
れ
な
ら
む
と
お
ほ
す
に
か
の
物
い
ひ
あ
し
か
り
し

大
納
言
は
こ
の
院
の
別
当
そ
か
し
そ
の
お
と
ゝ
の
新
中
納
言
宮
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の
中
将
と
い
ひ
し
も
い
ま
は
宰
相
中
将
と
そ
い
ふ
か
し
そ
れ

よ
り
し
も
の
わ
か
君
た
ち
な
と
ま
り
も
た
せ
て
ま
い
り
た
る

な
り
け
り
花
の
た
め
に
な
さ
け
を
く
れ
た
る
こ
と
な
れ
と

な
に
と
な
く
心
ゆ
き
て
見
と
こ
ろ
あ
る
な
り
な
と
の
給
て

い
つ
ら
〳
〵
と
の
給
へ
は
色
〳
〵
の
す
か
た
と
も
ぬ
き
こ
ほ
し
て

あ
し
も
と
し
た
ゝ
め
つ
ゝ
あ
ま
た
う
ち
む
れ
て
あ
ゆ
み
出
た
り

わ
さ
と
な
く
み
す
の
う
ち
よ
り
そ
所
〳
〵
も
り
い
て
た
る
袖

�

」（
二
二
丁
オ
（

く
ち
と
も
な
と
れ
い
の
事
な
れ
と
う
ち
わ
た
り
の
こ
の
ま
し
く

し
な
し
た
る
御
か
た
〳
〵
よ
り
も
な
を
こ
よ
な
く
心
に
く
ゝ
ゆ
へ

ふ
か
く
見
わ
た
さ
る
れ
は
心
こ
と
な
る
よ
う
い
と
も
に
て
花

の
し
た
に
て
さ
ま
よ
ふ
す
か
た
と
も
い
つ
れ
と
な
く
お
か
し
き

な
か
に
宰
相
中
将
は
大
将
殿
の
し
ゐ
て
す
ゝ
め
さ
せ
給
へ
れ
は

わ
か
〳
〵
し
き
わ
さ
か
な
と
は
す
ま
へ
と
も
け
に
人
よ
り
は

こ
と
に
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
か
た
ち
に
て
か
す
も
こ
よ
な
く
お

ほ
く
あ
か
る
を
大
将
と
の
な
と
も
い
み
し
く
け
う
し
給
て

や
ゝ
も
せ
は
お
り
た
ち
ぬ
へ
き
心
ち
こ
そ
す
れ
な
と
て
い
ま

し
は
し
わ
か
く
て
あ
ら
さ
り
け
む
と
の
給
へ
は
み
す
の
う
ち
な
る

�

」（
二
二
丁
ウ
（

人
〳
〵
ま
め
人
の
大
将
は
お
り
た
ゝ
せ
給
は
す
や
侍
け
る
さ
ら
は

し
も
花
の
ち
る
も
お
し
か
ら
し
な
と
く
ち
〳
〵
に
た
て
ま
つ
ら
ま

ほ
し
け
な
る
け
は
ひ
と
も
な
り
そ
の
い
た
う
く
つ
し
た
る

名
さ
し
こ
そ
よ
そ
へ
つ
へ
か
な
れ
と
こ
よ
な
く
見
く
ら
へ
給

は
む
か
ね
た
け
れ
は
と
て
う
ち
ゑ
み
給
へ
る
あ
い
き
や
う

花
の
匂
ひ
よ
り
も
こ
よ
な
う
ま
さ
り
給
へ
る
花
の
い
た
う

う
ち
散
か
ゝ
る
を
見
給
て
か
う
り
た
ま
か
へ
り
て
あ
と
な
き

い
ふ
か
し
と
し
の
ひ
や
か
に
く
ち
す
さ
ひ
給
て
か
う
ら
ん
に

を
し
か
ゝ
り
給
へ
る
ま
み
け
し
き
御
声
な
と
は
か
の
さ
く
ら

を
よ
き
て
と
て
花
の
し
た
に
や
す
ら
ひ
給
へ
り
し
御
さ
ま

�

」（
二
三
丁
オ
（

を
そ
の
お
り
は
お
か
し
と
見
し
か
と
こ
の
御
あ
り
さ
ま
は
又
た
く
ひ

な
け
に
そ
な
に
こ
と
の
お
り
に
も
見
ゆ
る
日
く
れ
ぬ
れ
は
み
な

の
ほ
り
ぬ
る
に
い
つ
し
か
と
夕
つ
く
夜
さ
し
い
て
ゝ
木
末
も

い
と
ゝ
お
も
し
ろ
く
見
わ
た
さ
れ
た
り
さ
ま
〳
〵
の
御
こ
と
ゝ
も

み
す
の
う
ち
よ
り
い
た
さ
せ
給
へ
は
と
り
〳
〵
に
ゆ
つ
り
給
つ
ゝ

大
将
は
て
も
ふ
れ
給
は
ぬ
を
大
納
言
あ
る
ま
し
き
こ
と
ゝ
て

き
む
を
せ
め
て
奉
り
給
へ
は
こ
の
御
ま
へ
に
て
は
さ
ら
に

め
つ
ら
し
け
な
く
中
〳
〵
に
侍
り
と
の
給
て
た
ゝ
あ
ふ
き
う
ち

な
ら
し
て
さ
く
ら
人
う
た
ひ
給
こ
ゑ
の
お
も
し
ろ
さ
に
ま
さ
る

こ
と
そ
な
か
り
け
る
お
か
し
き
程
に
し
は
し
あ
そ
ひ
て
人
〳
〵

�

」（
二
三
丁
ウ
（

ま
か
て
給
に
を
り
物
の
ほ
そ
な
か
こ
う
ち
き
な
と
を
の
〳
〵
給

は
せ
た
り
大
将
も
い
て
給
お
な
し
十
よ
日
一
品
の
宮
に

れ
い
の
物
す
さ
ま
し
く
て
な
か
め
ふ
し
給
へ
る
に
日
こ
ろ
か
た

ら
ひ
給
ふ
こ
と
あ
る
人
の
ま
い
り
あ
ひ
て
こ
よ
ひ
な
む
さ
り
ぬ

へ
き
と
き
こ
ゆ
れ
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
い
と
か
う
物
む
つ
か
し
き



― 55 ―

大阪天満宮御文庫蔵木戸元斎筆『狭衣物語』巻四・翻刻と解題（上）（小林）

心
も
す
こ
し
な
く
さ
み
も
や
す
る
と
そ
な
た
さ
ま
に
や
ら
せ

給
う
す
霞
に
も
り
た
る
月
影
さ
や
か
に
は
あ
ら
ぬ
し
も
い
と
ゝ

物
心
ほ
そ
け
な
る
空
の
け
し
き
を
道
す
か
ら
な
か
め
つ
ゝ
も

思
ひ
た
ち
し
ほ
い
は
や
か
て
た
か
ひ
て
や
み
ぬ
へ
き
に
や
か
の

あ
き
ら
か
な
り
し
おひ

か
り
イ

も
か
け
は
さ
り
と
も
た
の
も
し
か
り
し
を

�

」（
二
四
丁
オ
（

な
そ
や
か
く
よ
し
な
し
あ
り
き
も
か
す
つ
も
れ
は
い
と
あ
る
ま
し

き
こ
と
そ
か
し
と
お
ほ
し
い
つ
れ
は
物
す
さ
ま
し
く
な
り
て

ひ
き
か
へ
す
心
ち
し
給
へ
は
し
は
し
を
し
と
ゝ
め
さ
せ
給
へ
る
に

つ
い
ち
所
〳
〵
く
つ
れ
て
花
の
木
す
ゑ
と
も
お
も
し
ろ
く

見
い
れ
ら
る
ゝ
所
あ
り
み
ち
す
ゑ
め
し
て
い
か
な
る
人
の
す
み
か

そ
と
ゝ
は
せ
給
へ
は
故
式
部
卿
の
宮
に
さ
ふ
ら
ひ
宰
相
の
中
将
も

こ
ゝ
に
な
む
お
は
す
る
と
申
せ
は
い
ま
す
こ
し
御
心
と
ま
り

て
ち
か
う
や
り
よ
せ
て
見
給
へ
と
か
と
は
さ
し
て
け
り

風
に
し
た
か
ひ
て
柳
の
い
と
お
き
ふ
し
み
た
る
ゝ
に
花
の

こ
す
ゑ
も
見
る
ま
ゝ
に
残
り
す
く
な
け
に
な
る
は
い
と
見

�

」（
二
四
丁
ウ
（

す
て
か
た
き
に
ひ
わ
し
や
う
の
こ
と
ひ
き
あ
は
せ
て
そ
あ

そ
ふ
な
る
あ
り
さ
ま
も
お
か
し
き
わ
た
り
な
れ
は
お
り
給
て

く
つ
れ
よ
り
や
を
ら
入
給
て
こ
と
の
こ
ゑ
す
る
か
た
に
た
つ

ね
入
給
へ
は
し
む
て
ん
の
み
な
み
お
も
て
の
は
し
か
く
し
の
ま

一
ま
は
か
り
を
あ
け
て
人
は
あ
る
な
る
へ
し
ち
か
き
す
い
か
い

の
つ
ら
に
よ
り
て
き
ゝ
給
へ
は
ひ
わ
は
た
ゝ
こ
の
す
の
も
と
に
て

ひ
く
な
り
け
り
し
や
う
の
こ
と
は
お
く
の
か
た
に
そ
き
こ
ゆ
る

こ
れ
や
姫
君
な
ら
ん
と
み
ゝ
と
と
め
給
へ
る
に
入
道
の
宮

の
御
こ
と
を
た
く
ひ
な
き
物
に
思
ひ
き
こ
ゆ
る
に
こ
れ

や
い
ま
す
こ
し
あ
い
き
や
う
つ
き
お
も
し
ろ
き
こ
と
は
す
く
れ

�

」（
二
五
丁
オ
（

て
や
と
ま
て
き
こ
ゆ
る
に
い
と
ゝ
御
心
と
ま
り
給
ぬ
れ

と
心
と
け
て
ひ
き
給
は
て
や
み
ぬ
る
は
あ
か
す
中
〳
〵
な
る

に
よ
ろ
つ
い
と
ゝ
ゆ
か
し
う
な
り
ぬ
れ
と
す
こ
し
物
の

け
し
き
見
ゆ
へ
き
や
う
も
な
け
れ
は
か
へ
り
い
て
給
に

西
の
か
た
に
い
と
お
さ
な
き
こ
ゑ
に
て
う
ろ
む
ろ
ほ
う
な
と

す
ん
す
る
こ
ゑ
の
い
と
う
つ
く
し
う
き
こ
ゆ
る
は
宰
相
の

お
と
う
と
の
ほ
う
し
に
な
る
へ
し
と
き
こ
ゆ
る
な
る
へ
し

か
う
し
の
ひ
ま
よ
り
火
の
か
け
見
ゆ
る
所
を
な
を
あ
か
て
や

を
ら
た
ち
よ
り
て
の
そ
き
給
へ
は
木
丁
と
も
あ
ま
た
見

ゆ
れ
と
を
し
や
ら
れ
な
む
と
し
て
お
く
ま
て
見
と
を
さ
れ

�

」（
二
五
丁
ウ
（

た
り
帳
の
ま
へ
に
け
う
そ
く
に
を
し
か
ゝ
り
て
経
よ
む
人

三
十
に
は
た
ら
ぬ
ほ
と
に
や
と
見
え
て
い
み
し
う
け
た
か
う

あ
い
き
や
う
つ
き
見
ま
ほ
し
き
さ
ま
な
と
こ
ゝ
ら
見
つ
も
る

人
に
な
ら
ふ
へ
う
も
な
し
し
ろ
き
き
ぬ
と
も
に
う
す
色

な
と
の
い
と
あ
さ
や
か
に
あ
ら
ぬ
を
き
て
か
ほ
な
と
も
つ

く
ろ
ひ
た
る
と
は
見
え
ぬ
に
心
よ
り
ほ
か
な
る
か
み
の
か
ゝ
り

い
ろ
あ
ひ
な
と
ま
こ
と
し
う
お
か
し
け
な
る
を
さ
は
ひ
め
君
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な
ら
ん
と
お
ほ
す
へ
け
れ
と
さ
す
か
に
き
く
と
し
の
ほ
と
ゝ
は

い
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
も
て
な
し
な
と
も
お
と
な
し
く
や
す

ら
か
に
て
こ
の
物
す
む
す
る
ち
こ
の
七
八
は
か
り
な
る
を

�

」（
二
六
丁
オ
（

経
を
よ
み
さ
し
つ
ゝ
い
と
う
つ
く
し
と
思
ひ
て
う
ち
ゑ
み
て

見
給
へ
る
け
し
き
な
と
も
中
将
の
は
ゝ
に
や
と
み
ゆ
る
に

あ
ま
り
わ
か
う
お
か
し
け
な
る
を
猶
い
と
あ
や
し
と
見
給

我
御
は
ゝ
う
へ
を
こ
そ
た
く
ひ
な
く
め
て
た
き
御
あ
り

さ
ま
と
見
奉
り
給
へ
る
に
さ
は
か
ゝ
る
人
も
あ
る
世
に
こ
そ

と
お
ほ
す
に
こ
れ
に
似
給
て
い
ま
す
こ
し
き
ひ
は
に
わ
か

か
ら
む
姫
君
の
御
あ
り
さ
ま
は
わ
か
お
も
ふ
こ
と
の
か
な
ふ
へ
き

に
や
と
う
れ
し
き
を
は
さ
る
物
に
て
こ
の
み
る
人
を
も
見
さ
し

て
い
つ
へ
き
心
ち
の
し
給
は
ぬ
を
あ
り
〳
〵
て
い
と
か
た

く
な
し
き
わ
さ
か
な
我
と
し
の
ほ
と
よ
り
も
お
と
な
し
き
宰
相

�
」（
二
六
丁
ウ
（

中
将
の
あ
り
さ
ま
を
な
と
お
も
ひ
あ
は
せ
給
に
そ
い
と
に
け

な
う
あ
る
ま
し
き
事
か
な
と
ひ
と
り
ゑ
み
せ
ら
れ
給
ひ
け
る

　
　

お
り
見
は
や
く
ち
木
の
さ
く
ら
ゆ
き
す
り
に
あ
か
ぬ
匂
ひ
は

さ
か
り
な
り
や
と
ひ
と
り
こ
ち
て
い
て
給
も
我
な
か
ら
物
く
る

お
し
く
そ
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
心
さ
し
給
へ
る
と
こ
ろ
は
致
仕

の
大
納
言
と
き
こ
ゆ
る
人
の
た
ゝ
独
か
し
つ
き
給
御
む

す
め
か
き
り
な
く
お
か
し
け
に
て
斎
院
に
な
む
す
こ
し
に

た
て
ま
つ
り
給
へ
る
と
う
へ
の
御
か
た
に
ふ
る
人
に
て
右
近

の
君
と
い
ふ
人
の
か
た
り
き
こ
え
た
る
を
き
ゝ
給
て
か
し
こ

に
も
さ
る
た
よ
り
あ
り
て
し
た
し
う
か
よ
へ
は
ほ
の
か
に
み
せ

�

」（
二
七
丁
オ
（

よ
と
せ
め
わ
た
り
給
を
お
や
た
ち
し
ら
て
は
さ
す
か
に

あ
り
か
た
き
に
こ
よ
ひ
は
さ
り
ぬ
へ
く
や
あ
り
つ
ら
ん

あ
な
い
き
こ
え
さ
せ
た
る
な
り
け
り
な
か
や
と
り
に
心

と
ま
り
給
て
い
と
ゝ
物
う
く
お
ほ
さ
る
れ
と
猶
ま
こ
と

に
や
と
見
あ
ら
は
さ
ま
ほ
し
き
か
た
も
あ
れ
は
え
す
き
や
り

給
は
す
つ
た
へ
人
の
も
と
に
せ
う
そ
こ
い
ひ
入
給
へ
る
に

た
ゝ
と
う
い
ら
せ
給
へ
と
き
こ
え
た
れ
は
い
り
給
ぬ
人
め
な
き

か
た
よ
り
帳
の
う
し
ろ
に
み
ち
ひ
き
い
れ
て
火
な
と
お
ほ

つ
か
な
き
ほ
と
に
は
あ
ら
す
な
し
た
る
に
け
に
お
か
し
け
な
り

と
は
い
ひ
つ
へ
か
り
け
れ
と
か
け
て
も
思
ひ
よ
そ
へ
奉
り

�

」（
二
七
丁
ウ
（

つ
へ
き
か
た
は
な
か
り
け
れ
は
い
と
す
さ
ま
し
く
て
い
て

給
に
け
り
夜
も
す
か
ら
お
も
は
す
に
あ
り
か
た
か
り
け
る
お
も
影

は
わ
す
れ
給
は
す
お
ほ
し
あ
か
し
て
も
か
う
よ
つ
か
ぬ
心
の
う
ち

を
も
け
に
し
ら
せ
ぬ
か
い
と
く
ち
お
し
け
れ
は
な
く
さ
め
か
て
ら

れ
い
の
姫
君
の
御
か
た
に
き
こ
え
給
や
う
な
れ
と
こ
と
さ
ま

の
心
も
そ
ひ
た
る
な
る
へ
し

　
　

ち
り
ま
か
ふ
花
に
心
を
そ
へ
し
よ
り
ひ
と
か
た
な
ら
す
も
の

お
も
ふ
か
な
と
か
や
う
に
て
そ
き
こ
え
給
折
し
も
宰
相
中
将

ま
い
り
給
へ
る
を
さ
ま
〳
〵
お
ほ
し
は
な
れ
か
た
き
ゆ
か
り
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な
つ
か
し
く
て
つ
ね
よ
り
も
こ
ま
や
か
に
か
た
ら
ひ
給
つ
ゐ

�

」（
二
八
丁
オ
（

て
に
も
こ
と
の
ね
き
ゝ
し
さ
ま
は
い
は
ま
ほ
し
け
れ
と

思
か
け
ぬ
ほ
と
の
あ
り
き
し
け
り
と
き
か
れ
し
い
ま
よ
り

の
ち
も
さ
る
へ
き
ひ
ま
あ
ら
は
見
さ
た
め
て
ま
こ
と
し
う

お
も
ひ
さ
た
め
ん
な
と
お
ほ
せ
は
い
ひ
も
い
て
給
は
す
中
将
の

か
た
ち
の
い
と
き
よ
け
な
る
は
ほ
か
け
に
お
ほ
え
た
る
な
り
け
り
と

お
ほ
し
い
て
ら
れ
て
う
ち
ま
も
り
給
も
い
か
て
か
は
し
ら
ん
さ
て

も
き
こ
ゆ
る
事
は
き
ゝ
給
は
て
や
み
ぬ
へ
き
か
む
す
ひ
と
ゝ

む
と
か
や
あ
り
し
ひ
と
こ
と
に
け
ふ
ま
て
な
か
ら
ふ
る
を
な
と
か

お
な
し
く
は
た
す
け
給
は
ぬ
ま
つ
こ
の
せ
む
し
か
き
中
〳
〵

心
や
ま
し
う
は
ら
た
ゝ
し
と
よ
人
の
ゆ
る
さ
ぬ
あ
た
り
に
身
の

�

」（
二
八
丁
ウ
（

ほ
と
し
ら
ぬ
文
な
と
の
お
ち
ゝ
る
は
お
こ
か
ま
し
き
こ
と
ゝ
も
思
ひ
し

か
と
身
の
う
へ
に
な
り
て
は
さ
り
と
て
え
思
ひ
や
む
ま
し

き
わ
さ
な
り
け
り
と
て
い
と
つ
ら
し
と
お
ほ
し
た
る
け

し
き
ま
こ
と
し
う
お
ほ
し
な
り
に
け
り
と
見
る
は
人
し

れ
す
う
れ
し
け
れ
と
心
ひ
と
つ
に
は
え
ま
か
せ
侍
ら
ね
は
は
ゝ
に

侍
人
に
つ
ね
に
か
や
う
に
も
の
し
侍
れ
と
あ
さ
ま
し
く
ふ
る

め
か
し
き
あ
り
さ
ま
を
な
に
事
に
つ
け
て
か
は
お
ほ
し
か
す

ま
ふ
は
か
り
は
あ
ら
む
さ
る
物
か
ら
心
つ
か
ら
の
物
思
は
い
か
は
か
り

く
や
し
く
我
心
に
も
つ
ら
き
か
た
に
思
な
し
き
こ
え
さ
せ
て
ん

ほ
い
な
う
な
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
の
み
も
の
し
侍
る
を
さ
し
も

�

」（
二
九
丁
オ
（

あ
ら
し
な
と
あ
な
か
ち
に
す
ゝ
め
侍
ら
む
こ
と
も
い
さ
や
御
心
の

わ
つ
ら
は
し
け
れ
は
こ
そ
せ
む
し
か
き
は
の
た
ま
は
せ
ぬ
さ
き
に
も

い
み
し
う
い
な
ひ
侍
れ
と
み
つ
か
ら
は
い
と
つ
ゝ
ま
し
き
こ
と

に
思
て
さ
ら
は
き
ゝ
侍
ら
ぬ
に
お
い
人
も
お
こ
な
ひ
に
い
と
ま

な
し
た
ゝ
や
か
て
き
こ
え
さ
せ
よ
と
の
み
ゆ
つ
ら
れ
侍
そ
や

い
ま
よ
り
は
さ
ら
に
〳
〵
な
と
き
こ
え
て
ま
め
や
か
に
は
女
こ
そ

人
の
も
ち
て
侍
る
ま
し
け
れ
お
や
の
心
を
み
た
る
こ
と
も
を
の
こ

は
さ
し
も
侍
ま
し
か
り
け
り
こ
宮
の
か
く
れ
給
し
お
り
や
か
て

か
た
ち
を
か
へ
て
み
や
こ
の
ほ
か
の
す
ま
ゐ
に
思
た
ち
侍

め
り
し
か
と
お
さ
な
く
侍
り
し
お
り
か
ゝ
る
か
た
ち
の
人
を
世
に

�

」（
二
九
丁
ウ
（

し
ら
す
お
ち
て
か
く
な
ん
と
き
ゝ
て
の
ち
は
た
ち
も
は
な
れ
す

な
き
く
ら
し
給
し
か
す
か
〳
〵
と
も
え
そ
む
き
や
ら
す
又
い
つ

こ
も
お
な
し
さ
ひ
し
さ
と
い
ひ
な
か
ら
も
山
の
あ
な
た
の

家
ゐ
に
も
心
く
る
し
き
さ
ま
を
ひ
き
こ
め
む
も
い
か
ゝ

な
と
思
ひ
た
ゆ
た
ひ
す
く
し
侍
て
い
ま
は
ま
た
春
宮
に

故
宮
の
け
い
し
を
き
給
け
る
こ
と
も
あ
り
な
を
さ
や
う

な
る
谷
の
し
た
水
に
は
な
さ
て
を
と
の
み
中
宮
よ
り
せ
め

の
た
ま
は
す
れ
と
う
し
ろ
見
な
き
人
の
ま
し
ら
ひ
は
お
も
ひ

た
ち
か
た
か
る
へ
き
よ
し
を
き
こ
え
さ
せ
な
か
ら
も
ま
た
け
に

さ
の
み
い
ひ
て
も
つ
ゐ
に
は
い
か
ゝ
な
と
や
う
に
た
ゝ
こ
の

�

」（
三
〇
丁
オ
（
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ひ
と
り
の
あ
り
さ
ま
を
あ
け
く
れ
の
な
け
き
に
て
す
か
〳
〵

と
も
こ
の
世
を
そ
む
き
や
り
侍
ら
ぬ
に
こ
そ
い
か
に
も
〳
〵
見

さ
た
め
て
は
や
か
て
こ
も
り
ゐ
な
む
と
を
き
て
を
き
た
る

所
も
侍
め
り
さ
り
と
も
ま
し
て
か
た
の
や
う
な
る
あ
り

さ
ま
に
見
を
き
て
む
心
や
す
く
ふ
と
見
は
な
つ
は
か
り
の

事
は
い
と
あ
り
か
た
か
る
へ
け
れ
は
な
を
な
か
き
世
の
ほ
た
し

と
は
な
る
へ
き
に
侍
ら
め
お
と
こ
に
て
侍
は
つ
か
さ
位
な
と

い
ふ
こ
と
も
め
や
す
き
さ
ま
な
ら
ね
と
た
ゝ
お
ほ
や
け
の

お
ほ
し
す
て
ぬ
を
か
し
こ
き
に
て
を
の
つ
か
ら
す
こ
し
侍
ぬ
へ

か
り
け
り
世
中
に
す
て
ら
れ
な
は
出
家
を
し
て
も
こ
の
世
に

�

」（
三
〇
丁
ウ
（

こ
そ
思
ひ
い
て
な
か
ら
仏
に
な
ら
ん
事
を
お
も
へ
は
や
す
く
侍

か
し
女
の
お
も
ひ
か
し
つ
く
人
な
く
さ
る
ま
し
き
あ
り
さ
ま
を

し
て
身
を
思
ひ
む
す
ほ
ゝ
れ
ん
を
見
侍
ら
は
い
か
は
か
り
は

や
す
か
ら
す
思
ひ
給
へ
き
と
て
涙
く
み
ぬ
へ
き
け
し
き

心
こ
と
に
お
も
ひ
を
き
て
た
る
い
も
う
と
の
君
と
見
え
て
哀

な
り
春
宮
に
な
む
と
お
ほ
し
を
き
て
ん
を
か
け
て
た
に

か
う
き
こ
え
さ
せ
ぬ
は
い
と
ひ
ん
な
き
事
に
こ
そ
侍
け
れ

さ
は
さ
れ
と
も
そ
の
お
ほ
し
た
ら
ん
み
や
こ
の
ほ
か
の
御
あ
り

さ
ま
に
ま
し
ら
ひ
に
見
は
な
ち
き
こ
え
給
ひ
て
は
あ
り
か
た

く
こ
そ
侍
ら
め
か
う
ま
心
な
る
う
し
ろ
見
ま
う
け
給
て
は

�

」（
三
一
丁
オ
（

後
の
世
の
御
つ
と
め
も
ま
き
れ
な
く
こ
そ
も
の
し
給
は
め

か
の
御
た
め
や
す
し
と
ま
て
こ
そ
お
ほ
さ
れ
さ
ら
め
た
ゝ
さ
る

か
た
に
う
し
ろ
や
す
う
心
や
す
き
か
た
に
は
な
と
て
か
は
と

こ
そ
思
ひ
侍
れ
と
そ
の
お
ほ
し
う
た
か
ふ
ら
ん
後
の
く
や
し
さ

な
と
は
い
さ
や
心
を
は
か
る
物
な
ら
ね
は
我
な
か
ら
し
り
か
た
う

侍
れ
と
人
を
も
身
を
も
か
へ
り
見
ぬ
あ
た
〳
〵
し
さ
な
と
は

な
ら
は
ぬ
事
な
れ
は
な
と
か
さ
し
も
あ
ら
む
な
と
こ
そ
思
ひ
侍
れ

ひ
か
〳
〵
し
き
ま
て
世
を
思
ひ
捨
て
き
ゝ
に
く
き
ま
て
た
れ

に
も
も
て
さ
は
か
れ
奉
る
あ
り
さ
ま
な
と
は
き
ゝ
給
ふ
ら
ん
な
ま
れ

〳
〵
か
う
心
い
れ
て
き
こ
え
そ
め
て
む
事
を
名
残
な
き
心
の

�

」（
三
一
丁
ウ
（

ほ
と
な
と
見
え
た
て
ま
つ
る
程
は
い
か
て
か
あ
ら
ん
見
ゆ
つ
る

か
た
な
く
心
く
る
し
か
ら
ん
御
あ
り
さ
ま
を
見
そ
め
は
お
し
か
ら
ぬ

命
も
あ
や
う
く
な
と
そ
お
ほ
え
め
と
こ
ま
や
か
に
か
た
ら
ひ

給
へ
は
い
て
や
ま
い
て
宮
へ
ま
い
り
給
は
ん
こ
と
は
お
も
ひ
か
け

侍
ら
さ
め
り
あ
ま
り
心
や
す
け
に
の
給
は
す
る
御
心
も

か
す
な
ら
さ
ら
む
人
は
い
て
い
か
ゝ
は
と
い
み
し
う
つ
ゝ
ま
し
う

思
ひ
給
へ
ら
る
ゝ
宮
の
御
た
め
を
ろ
か
な
る
を
た
め
し
に
い
ひ

い
つ
る
そ
あ
ち
き
な
き
や
道
し
は
の
露
は
袖
に
か
け

給
は
ぬ
ひ
ま
な
く
忘
給
は
さ
め
る
物
を
ま
こ
と
あ
り
つ
る

御
返
も
ち
て
ま
い
り
た
る
を
中
将
見
て
さ
り
や
か
う
の
み

�

」（
三
二
丁
オ
（

ひ
ま
な
か
ら
む
に
は
い
か
ゝ
と
わ
つ
ら
は
し
か
る
も
お
か
し
く
て

ひ
き
そ
は
め
て
見
給
へ
は
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ち
る
花
に
さ
の
み
こ
ゝ
ろ
を
と
ゝ
め
て
は
春
よ
り
の
ち
は

い
か
ゝ
た
の
ま
む
と
あ
る
は
よ
へ
の
ほ
か
け
の
な
る
へ
し
い
と
ゝ

つ
ゝ
ま
し
け
に
き
こ
え
な
と
は
せ
て
ひ
と
ゆ
き
に
ひ
き
わ
た

さ
れ
た
る
ふ
て
の
な
か
れ
も
し
や
う
な
と
こ
れ
を
上
す
と
は

い
ふ
へ
き
そ
か
し
と
見
え
て
い
と
め
て
た
し
な
に
事
も
世
に

す
く
れ
た
り
け
る
中
将
ほ
の
み
て
す
か
せ
給
に
こ
そ
侍
け
れ

い
と
ふ
る
め
か
し
き
せ
ん
し
か
き
は
ま
た
む
つ
か
ら
せ
給
ぬ
へ
か
め
り�

�

と
」（
三
二
丁
ウ
（

い
ふ
も
い
と
し
た
り
か
ほ
な
り
四
月
つ
い
た
ち
に
院
の
女
御

い
た
う
も
な
や
み
給
は
て
女
み
こ
う
み
た
て
ま
つ
り
給
へ
り

お
な
し
く
は
な
と
か
と
さ
か
の
院
に
は
い
と
く
ち
お
し
く
き
か

せ
給
へ
と
う
ち
に
は
い
か
に
も
〳
〵
ま
た
な
ら
は
せ
給
は
ぬ

こ
と
な
れ
は
御
は
か
し
や
な
に
や
と
あ
つ
か
は
せ
給
も
た
ゝ

い
と
め
つ
ら
し
く
う
れ
し
き
事
に
そ
お
ほ
し
め
し
た
る
御

ゆ
と
の
ゝ
き
し
き
あ
り
さ
ま
こ
ゝ
ぬ
か
の
夜
ま
て
の
御
う
ふ
や
し

な
ひ
と
も
か
き
つ
ゝ
け
す
と
も
思
ひ
や
る
へ
し
よ
ろ
つ
殿

大
将
殿
な
と
の
も
て
は
や
し
か
し
つ
き
聞
え
さ
せ
給
へ
る
御

あ
り
さ
ま
な
の
め
な
ら
ね
は
思
ふ
さ
ま
な
ら
ぬ
御
事
と
も
み
え
す

�

」（
三
三
丁
オ
（

め
て
た
き
御
す
く
せ
と
の
み
見
ゆ
う
ち
に
は
い
と
心
も
と
な
く

ゆ
か
し
く
お
ほ
し
め
し
つ
ゝ
と
く
〳
〵
と
の
み
の
給
は
す
れ
は

御
い
か
ほ
と
に
ま
い
り
給
ぬ
い
つ
し
か
と
め
つ
ら
し
き
人

見
た
て
ま
つ
ら
せ
給
に
め
な
れ
た
ら
ん
人
の
め
に
た
に
か
ゝ
る

た
く
ひ
は
あ
り
か
た
く
や
と
見
ゆ
る
御
う
つ
く
し
さ
な
れ
は

ま
い
て
時
の
ま
も
め
は
な
た
せ
給
へ
く
も
お
ほ
し
め
さ
れ
す

御
ひ
さ
の
う
へ
に
て
日
く
ら
し
ま
も
り
き
こ
え
さ
せ
給
つ
ゝ

ら
う
か
は
し
き
こ
と
を
さ
へ
も
て
あ
つ
か
は
せ
給
へ
る
御
け

し
き
か
た
し
け
な
く
め
て
た
き
に
ま
い
て
お
も
ふ
さ
ま
に
も
て

も
の
し
給
へ
ま
し
か
は
と
女
御
は
な
を
あ
か
す
く
ち
お
し
う

�

」（
三
三
丁
ウ
（

お
ほ
し
け
り
も
と
よ
り
た
に
と
り
わ
き
た
り
し
御
お
ほ
え

な
れ
は
た
ゝ
こ
の
御
か
た
に
の
み
お
は
し
ま
す
を
御
か
た
〳
〵
に
は

や
す
か
ら
ぬ
事
に
お
ほ
す
へ
し
い
ま
ゝ
て
き
さ
き
に
ゐ

給
は
さ
り
つ
る
に
女
一
の
宮
の
御
め
つ
ら
し
さ
に
い
ま
は
た
れ

か
は
お
ほ
し
き
し
ろ
は
む
と
て
つ
ゐ
に
院
の
女
御
ゐ
給
ぬ

う
ち
つ
ゝ
き
か
す
か
の
神
も
い
か
ゝ
お
ほ
さ
む
と
世
の
人
は
な
や

め
と
そ
れ
に
よ
る
へ
き
な
ら
ね
は
や
か
て
ほ
り
か
は
の
院
に

い
て
給
ぬ
御
し
つ
ら
ひ
あ
り
さ
ま
も
ひ
き
か
へ
し
宮
つ

か
さ
と
も
さ
ま
〳
〵
に
な
り
な
と
し
て
め
て
た
き
御
あ
り
さ
ま

な
と
も
つ
ね
の
こ
と
な
れ
と
め
に
ち
か
う
み
る
こ
と
に
は
な
を

�

」（
三
四
丁
オ
（

女
子
を
か
や
う
に
て
見
さ
ら
む
は
い
け
る
か
ひ
な
う
も
あ
る
へ
き

か
な
と
そ
お
ほ
え
け
る
春
宮
の
御
は
ゝ
宮
を
は
皇
后
宮
と
そ

き
こ
え
さ
せ
け
る
七
月
す
ま
い
の
こ
ろ
そ
い
ま
中
宮
き
し
き

こ
と
に
て
う
ち
に
ま
い
り
給
け
る
春
宮
に
は
御
け
む
ふ
く
の

夜
ま
い
り
給
し
右
の
お
と
ゝ
の
御
む
す
め
麗
景
殿
の
女
御
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ひ
と
り
そ
さ
ふ
ら
ひ
給
も
こ
よ
な
く
お
と
な
ひ
給
て
御
あ
そ
ひ

か
た
き
に
は
あ
ら
す
や
お
ほ
さ
る
ら
ん
大
将
殿
の
い
た
く
き
こ
え

給
ひ
め
君
の
御
こ
と
い
ま
よ
り
御
心
に
い
れ
さ
せ
給
へ
れ

と
ま
た
い
と
ま
ち
と
を
な
る
ほ
と
に
き
か
せ
給
そ
心
も
と

な
く
お
ほ
さ
れ
け
る
式
部
卿
の
ひ
め
君
を
こ
宮
の
か
な
ら
す

�

」（
三
四
丁
ウ
（

御
覧
せ
さ
せ
ん
と
申
を
き
給
て
し
を
お
と
な
ひ
さ
せ
給

ま
ゝ
に
お
ほ
し
わ
す
れ
す
な
か
ら
御
心
ひ
と
つ
に
は
え
お
と
ろ

か
さ
せ
給
は
さ
り
し
に
は
ゝ
宮
も
ち
こ
か
ほ
の
よ
に
し
ら
す
う
つ

く
し
う
も
の
し
給
し
を
い
か
や
う
に
お
ひ
な
り
給
へ
ら
ん
な
と
の

給
は
せ
い
て
ゝ
宮
に
も
き
こ
え
そ
ゝ
の
か
せ
給
て
御
文
な
と
は

つ
ね
に
た
て
ま
つ
ら
せ
給
な
り
け
り
か
の
宮
に
も
か
ゝ
る

御
せ
う
そ
こ
な
と
を
こ
と
の
外
に
も
て
た
か
へ
て
も
又
た
の

も
し
き
御
ゆ
か
り
な
と
も
な
き
御
身
な
れ
は
い
か
や
う
に
か
は

も
て
な
し
き
こ
え
む
な
と
は
お
ほ
し
な
か
ら
も
さ
て
は
我
御

ほ
い
の
む
け
に
た
か
ひ
は
て
ぬ
へ
き
を
い
か
さ
ま
に
か
は
と
お
も
ひ

�

」（
三
五
丁
オ
（

み
た
れ
つ
ゝ
を
く
り
む
か
ふ
る
年
月
の
み
す
き
つ
ゝ
姫
君
も
や
う
〳
〵

さ
か
り
に
な
り
給
ま
ゝ
に
み
か
と
春
宮
と
き
こ
え
さ
す
と
こ
の

御
あ
り
さ
ま
に
な
す
ら
ひ
な
る
へ
き
や
う
も
見
え
給
は
ぬ
を

大
将
殿
ほ
の
め
か
し
（
に
（
給
て
ほ
と
へ
ぬ
る
に
見
せ
た
て
ま
つ
り

給
へ
そ
の
御
か
た
ち
は
か
り
や
に
つ
か
は
し
か
ら
ん
と
宰
相
中
将

は
ね
に
き
こ
え
さ
せ
給
へ
と
さ
す
か
に
わ
さ
と
お
り
た
ち
た
る

御
心
さ
し
と
は
見
え
す
と
も
す
れ
は
に
し
の
山
も
と
に
心
を
か
け

給
て
よ
と
ゝ
も
に
あ
く
か
れ
給
を
き
く
〳
〵
な
を
い
と
あ
や
う
く

つ
ゝ
ま
し
き
心
ち
し
て
す
く
し
給
に
そ
の
と
し
も
過
て
夏
の

は
し
め
に
も
な
り
ぬ
ま
た
し
き
に
五
月
雨
か
ち
に
物
む
つ
か
し
き

�

」（
三
五
丁
ウ
（

ひ
る
つ
か
た
大
将
殿
春
宮
の
御
か
た
に
ま
い
り
給
へ
け
れ
は
御
て

な
ら
ひ
な
と
せ
さ
せ
給
て
色
〳
〵
の
か
み
ふ
み
な
と
と
り
ち
ら

さ
れ
た
り
か
や
う
の
物
は
な
と
か
時
〳
〵
見
さ
せ
給
は
ぬ
い
と

う
る
さ
き
こ
と
ゝ
も
に
は
め
し
ま
つ
は
し
て
と
え
む
し
き
こ
え
給
へ
は

な
ま
は
つ
か
し
と
お
ほ
し
た
る
け
し
き
に
て
中
〳
〵
ふ
と
も
と
り

か
く
さ
せ
給
は
ぬ
に
む
ら
さ
き
の
し
き
し
の
な
へ
て
な
ら
ぬ
さ

ま
し
た
る
か
む
す
ひ
め
な
と
も
た
ゝ
い
ま
の
と
見
ゆ
る
を
ゆ
か
し
か
り

申
給
へ
は
え
お
し
ま
せ
給
は
て
式
部
卿
の
宮
に
き
こ
え
よ
と
大

宮
の
ゝ
給
し
か
は
を
し
へ
つ
る
ま
ゝ
に
や
り
つ
る
と
て
た
ま
は
せ

た
り
せ
む
し
か
き
い
か
に
は
か
〳
〵
し
き
事
を
し
へ
申
つ
ら
ん
と
て

�

」（
三
六
丁
オ
（

わ
ら
ひ
給
て
見
給
へ
は

　
　

の
と
か
に
も
た
の
ま
さ
ら
な
む
庭
た
つ
み
か
け
見
ゆ
へ
く
も

あ
ら
ぬ
な
か
め
を
と
に
や
所
〳
〵
ほ
の
か
な
る
す
み
つ
き
さ
た
か

な
ら
ね
と
う
へ
の
に
い
と
よ
う
お
ほ
え
た
る
か
思
ひ
な
し
に
や

い
ま
す
こ
し
わ
か
や
か
に
ら
う
た
け
な
る
す
ち
さ
へ
そ
ひ
て
見

さ
り
け
る
こ
と
さ
へ
く
ち
お
し
う
打
を
き
か
た
う
お
ほ
さ
る
ゝ
事

か
き
り
な
し
ま
た
い
と
お
さ
な
け
な
る
御
て
な
と
も
中
〳
〵
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心
や
す
き
か
た
に
て
も
こ
と
は
り
そ
か
し
と
お
ほ
す
物
か
ら

か
は
か
り
見
と
こ
ろ
お
ほ
か
り
け
る
を
い
ま
ゝ
て
見
せ
給
は
さ
り

け
る
そ
い
と
う
ら
め
し
き
こ
れ
は
い
と
お
か
し
け
に
侍
け
る

�

」（
三
六
丁
ウ
（

物
か
な
む
す
め
の
て
ほ
ん
に
と
ら
せ
ま
ほ
し
う
侍
れ
と
あ
は
〳
〵
し
き

や
う
に
侍
と
て
ま
い
ら
せ
給
つ
か
く
な
に
こ
と
も
め
て
た
き
人
と

御
覧
し
そ
め
て
は
お
ほ
し
め
し
お
と
さ
む
と
思
ひ
給
ふ
る
こ
そ

い
と
か
ら
か
る
へ
け
れ
と
け
い
し
給
へ
は
御
か
ほ
う
ち
あ
か
め
て

こ
れ
は
ま
い
ら
せ
ん
と
も
な
か
め
る
物
を
と
て
な
ま
く
る
し
と

お
ほ
し
た
る
を
あ
な
お
さ
な
の
御
さ
ま
や
と
お
か
し
う
み
た
て

ま
つ
ら
せ
給
御
す
ゝ
り
か
み
な
と
申
給
て
ひ
き
そ
は
め
て

か
い
給
は
や
か
て
こ
の
宮
へ
な
る
へ
し

　
　

い
つ
ま
て
と
し
ら
ぬ
な
か
め
の
庭
た
つ
み
う
た
か
た
あ
は
て

我
そ
け
ぬ
へ
き
こ
と
は
り
し
ら
ぬ
を
な
く
さ
め
わ
ひ
て
な
む

�
」（
三
七
丁
オ
（

　
　

く
ち
お
し
や
を
た
え
の
は
し
は
ふ
み
ゝ
ね
と
雲
ゐ
に
か
よ
ふ

あ
と
そ
ひ
ま
な
き
な
と
か
い
給
ふ
を
い
つ
く
へ
そ
給
へ
見
む
と
は

の
給
は
す
れ
と
う
ち
さ
く
し
り
て
ひ
き
は
い
な
と
は
し
給
は
す

い
ま
よ
り
い
と
う
る
は
し
う
け
た
か
き
御
心
は
へ
な
る
に
こ
の

殿
を
は
い
と
う
ち
と
け
か
た
う
は
つ
か
し
き
物
に
思
ひ
き
こ
え

さ
せ
給
へ
る
い
と
す
け
な
く
て
世
中
の
あ
り
に
く
ゝ
の
み
思
ひ

給
へ
ら
る
れ
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
と
て
な
ま
女
の
哀
と
し
つ
へ
き
あ

な
い
し
り
て
か
た
ら
ひ
よ
り
侍
そ
と
け
い
し
給
へ
は
い
み
し
う

わ
ら
は
せ
給
か
う
ま
い
り
た
る
お
り
〳
〵
のは

さ
る
へ
き
ふ
み
と
も

と
り
い
て
さ
せ
給
つ
ゝ
学
生
と
も
な
と
の
し
と
け
な
う
な
ら
は
し

�

」（
三
七
丁
ウ
（

き
こ
え
た
る
と
こ
ろ
〳
〵
な
を
し
給
心
え
す
お
ほ
し
た
る
も
し

な
と
も
こ
ま
か
に
い
ひ
し
ら
せ
た
て
ま
つ
り
な
と
し
給
へ
は
け
ふ
も

あ
ま
た
の
文
と
も
と
り
ち
ら
し
つ
ゝ
お
も
し
ろ
う
う
ち
す
む
し

つ
ゝ
な
ら
は
し
き
こ
え
さ
せ
給
に
く
ら
人
ま
い
り
て
け
し
き

た
て
は
あ
り
つ
る
返
り
こ
と
に
や
と
お
ほ
し
て
た
ち
給

へ
る
に
そ
れ
な
り
け
れ
は
か
く
れ
の
か
た
に
て
ひ
き
ひ
ろ
け

給
へ
る
を
物
い
ひ
さ
か
な
の
権
大
納
言
ふ
と
さ
し
の
そ
き
給
へ
は

ひ
き
か
く
し
給
を
れ
い
の
め
さ
と
は
見
て
け
り
か
ゝ
れ
は
そ
か
し

と
う
め
き
か
ゝ
る
を
こ
れ
は
あ
や
め
給
へ
き
に
も
あ
ら
す

む
す
め
の
ひ
と
つ
か
き
な
れ
は
ち
ら
さ
し
と
て
の
給
ふ
を

�

」（
三
八
丁
オ
（

　
　

水
あ
さ
み
か
く
れ
も
は
て
ぬ
に
ほ
鳥
の
し
た
に
か
よ
ひ
し

そ
こ
も
み
し
か
は
物
い
ひ
の
う
し
ろ
や
す
き
は
お
ほ
し
い
つ
る

こ
と
も
あ
ら
む
を
た
ゝ
や
は
見
せ
さ
せ
給
ぬ
と
む
つ
れ
よ
り
て

せ
ち
に
さ
か
す
を
さ
て
い
ひ
ち
ら
し
て
わ
ひ
し
き
め
は
た
れ
か

見
す
る
そ
と
い
は
ま
ほ
し

　
　

と
り
あ
つ
め
ま
た
も
な
き
名
を
た
つ
る
哉
う
ら
や
の
を
か
に

か
り
せ
し
や
き
み
た
ゝ
す
の
神
に
も
う
れ
へ
ま
つ
ら
ま
ほ
し
き

物
か
な
と
て
こ
れ
は
れ
い
の
せ
ん
し
か
き
と
見
給
へ
れ
は
あ
な

か
ち
に
ゆ
か
し
か
ら
て
こ
ま
〳
〵
と
や
り
て
さ
し
や
り
給
へ
る
を
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ね
た
か
り
つ
ゝ
た
つ
さ
ま
も
ひ
と
へ
に
は
な
や
か
な
る
人
さ
ま
に
て

�

」（
三
八
丁
ウ
（

に
く
か
ら
す
庭
た
つ
み
見
給
て
の
ち
は
い
と
ゝ
ほ
か
さ
ま
に
き
ゝ

な
し
た
ら
ん
こ
と
く
ち
お
し
き
を
む
つ
ま
し
き
御
中
に
て

皇
后
宮
な
と
ま
こ
と
し
う
の
給
は
せ
は
思
ひ
つ
ゝ
む
か
た
お
ほ

か
ら
ん
我
か
た
さ
ま
に
は
よ
に
思
ひ
な
ら
し
と
お
ほ
す
も
く
ち

お
し
きか

り
け
り
イを
い
か
や
う
に
か
お
ほ
い
た
る
と
御
け
し
き
も
ゆ
か
し

け
れ
は
皇
后
の
御
か
た
に
ま
い
り
給
て
物
か
た
り
な
と
き
こ
え
さ

せ
給
つ
ゐ
て
に
宮
の
お
と
な
し
き
御
心
つ
か
せ
給
て
式
部
卿
の

姫
君
に
き
こ
え
さ
せ
給
事
な
と
け
い
し
給
へ
は
こ
宮
の

た
ゝ
こ
の
き
み
の
こ
と
を
の
み
返
〳
〵
い
ひ
を
き
給
ひ
し
か
と
よ
そ

な
か
ら
は
そ
の
心
さ
し
の
し
る
し
も
な
き
を
お
な
し
う
は
さ
や
う

�

」（
三
九
丁
オ
（

に
て
な
と
き
こ
ゆ
れ
と
か
の
は
ゝ
君
は
い
か
に
も
〳
〵
た
ゝ
う
し
ろ

や
す
か
ら
む
人
に
お
や
さ
ま
に
あ
つ
け
て
我
は
あ
と
た
え
た
る

す
み
か
に
こ
も
り
ゐ
な
む
と
の
給
な
る
は
中
〳
〵
に
お
ほ
か
た

な
ら
む
ま
し
ら
ひ
は
と
き
く
を
こ
の
ふひ

イる
人
と
も
の
た
く
ひ
な
か
り

し
ち
こ
さ
ま
い
か
に
お
ひ
な
り
て
な
と
か
た
り
き
こ
え
さ
せ

た
れ
は
わ
か
き
御
心
に
は
ゆ
か
し
う
お
ほ
し
た
る
と
こ
そ
あ
め
れ

け
に
こ
そ
さ
は
か
り
の
ち
こ
は
世
に
あ
ら
し
と
思
ひ
い
て
ら
る
れ

い
か
て
た
ゝ
む
か
へ
と
り
て
し
か
な
と
の
給
は
す
る
さ
ま
も
お
も

は
ぬ
か
た
に
な
し
き
こ
え
た
ら
ん
人
き
ゝ
も
ひ
ん
な
う
御
心
と
も

に
も
い
か
ゝ
お
ほ
さ
む
と
い
と
〳
〵
お
し
か
り
ぬ
へ
け
れ
と
か
う
の
み

�

」（
三
九
丁
ウ
（

な
の
め
な
ら
ぬ
あ
り
さ
ま
を
む
か
し
よ
り
聞
ゝ
そ
め
て
つ
ゐ
に

見
す
な
り
な
む
は
な
を
い
と
ほ
い
な
か
る
へ
け
れ
は
か
う
ね
ん

こ
ろ
に
お
ほ
し
た
る
こ
と
ゝ
見
て
の
ち
も
え
お
ほ
し
た
え
さ
り

け
る
御
ふ
み
は
わ
さ
と
の
御
つ
か
ひ
た
て
ま
つ
り
給
は
む
も

き
し
ろ
ひ
か
ほ
な
り
ぬ
へ
け
れ
は
た
ゝ
宰
相
中
将
の
も
と
に

ひ
ま
な
く
せ
め
を
こ
せ
給
つ
ゝ
そ
の
な
か
に
入
給
け
る
春
宮
よ
り

御
つ
か
ひ
ま
い
り
ぬ
と
み
を
い
た
ま
ふ
て
い
て
給
ま
ゝ
に
れ
い
の

こ
ま
や
か
に
そ
う
ら
み
つ
ゝ
け
給
へ
る
な
か
に

　
　

く
ら
へ
見
よ
浅
ま
の
山
の
け
ふ
り
に
も
た
れ
か
お
も
ひ
の

こ
か
れ
ま
さ
る
と
さ
り
と
も
た
く
ひ
あ
ら
し
と
こ
そ
思
ひ
給
へ

�

」（
四
〇
丁
オ
（

ら
る
ゝ
を
け
ふ
は
か
り
な
を
と
り
た
か
へ
て
も
給
は
せ
よ
か
し
と

あ
る
御
か
き
さ
ま
は
し
も
け
に
た
く
ひ
な
け
な
る
を
き
こ
え

か
は
し
給
へ
ら
む
も
に
け
な
か
る
ま
し
け
れ
と
さ
し
は
な
ち
か
た
き

御
返
を
ま
つ
〳
〵
と
す
ゝ
め
つ
ゝ
か
ゝ
せ
奉
り
給
程
に
又
い
か
ゝ
さ
ま

さ
ま
き
こ
え
給
は
む
と
て
れ
い
の
う
へ
そ
か
い
給
ふ

　
　

あ
さ
ま
し
や
浅
間
の
山
の
け
ふ
り
に
は
た
ち
な
ら
ふ
へ
き

思
ひ
と
も
見
す
と
そ
あ
り
け
る
宰
相
の
君
は
な
を
さ
は
れ

い
た
つ
ら
に
な
し
き
こ
え
つ
る
と
お
ほ
し
な
い
て
か
う
ま
こ
と
し
く

の
給
お
り
に
ゆ
る
し
き
こ
え
給
て
よ
春
宮
に
は
こ
の
殿
の

御
む
す
め
と
て
一
品
宮
に
お
ひ
い
て
給
ふ
ひ
め
君
い
ま
よ
り

�

」（
四
〇
丁
ウ
（
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心
こ
と
に
思
ひ
き
こ
え
給
め
る
い
ま
二
三
年
す
き
は
ま
い
り
給

な
む
な
り
そ
れ
に
は
い
み
し
う
と
も
き
し
ろ
ひ
き
こ
え

給
な
ん
や
さ
や
う
の
御
ま
し
ら
ひ
は
あ
ら
ぬ
ま
て
も
か
み
な
き

く
ら
ゐ
に
や
な
り
給
は
ん
の
た
の
み
を
か
け
て
こ
そ
う
ち
〳
〵
の

く
る
し
さ
を
な
く
さ
め
て
も
す
く
し
給
は
め
思
ひ
か
く
ま
し
く

て
は
な
に
の
か
し
こ
か
る
へ
き
そ
又
を
の
つ
か
ら
か
や
う
な
る
さ
ま

上
達
部
の
は
し
は
た
す
き
ま
な
き
や
う
に
て
も
な
を
い
と
く
ち

お
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
こ
そ
侍
め
れ
こ
の
御
あ
り
さ
ま
は
一
品
宮

お
は
す
る
に
て
も
う
ち
〳
〵
の
御
心
さ
し
な
と
を
見
侍
に
な
と

か
は
と
こ
そ
は
見
侍
れ
よ
そ
の
思
ひ
や
り
よ
り
は
物
わ
す
れ
な
と

�

」（
四
一
丁
オ
（

し
給
へ
く
も
な
き
御
心
を
た
ゝ
時
〳
〵
に
て
も
う
ち
か
よ
ひ

給
は
む
は
い
け
る
か
ひ
あ
る
わ
さ
か
な
と
き
こ
え
給
を
け
に
さ

も
や
な
と
お
ほ
し
よ
は
る
夏
か
た
よ
り
は
ゝ
う
へ
な
や
ま
し
け
に

し
給
を
れ
い
も
あ
つ
け
に
は
さ
の
み
こ
そ
は
と
見
奉
る
人
も

み
つ
か
ら
も
お
ほ
し
と
か
め
ぬ
に
う
ら
め
し
き
風
の
け
し
き
待
つ
け

給
て
し
も
い
か
ゝ
く
る
し
か
り
ま
さ
り
給
て
物
心
ほ
そ
く
お
ほ

さ
る
ゝ
ま
ゝ
に
た
ゝ
姫
君
の
御
こ
と
を
お
ほ
す
よ
り
ほ
か
の
こ
と
な
し

さ
る
へ
き
さ
ま
に
見
た
て
ま
つ
り
を
か
て
我
さ
へ
た
ち
ま
ち
に

な
う
な
り
な
は
い
か
に
し
給
は
む
と
宰
相
も
わ
か
身
ひ
と
つ

た
に
人
に
ま
か
せ
ら
れ
給
へ
り
い
み
し
う
思
ひ
き
こ
え
給
と
も

�

」（
四
一
丁
ウ
（

い
か
ゝ
は
し
給
は
む
と
お
ほ
し
つ
ゝ
く
る
か
い
と
か
な
し
け
れ
は

一
日
に
て
も
我
み
る
世
に
大
将
に
や
ゆ
る
し
き
こ
え
て
ま
し
あ
る

人
〳
〵
の
心
も
う
し
ろ
め
た
き
を
と
く
る
し
き
に
そ
へ
て
も

お
ほ
し
い
そ
く
こ
と
も
あ
る
を
し
り
給
は
て
大
将
殿
よ
り
も
御

心
ち
の
こ
と
な
と
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
て

　
　

ひ
と
か
た
に
な
り
な
は
さ
て
も
や
む
へ
き
を
な
と
二
み
ち
に

お
も
ひ
な
や
ま
す
と
あ
れ
と
く
る
し
う
し
給
ほ
と
に
て
御
か
へ
り

な
し
日
に
そ
へ
て
い
と
よ
は
う
な
り
ま
さ
り
給
へ
と
た
ゝ

こ
の
御
こ
と
を
見
を
か
む
と
よ
ろ
つ
ま
き
ら
は
し
し
の
ひ
給
て

こ
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
と
お
か
し
き
さ
ま
に
お
ほ
し
を
き
つ
れ
と
な
を

�

」（
四
二
丁
オ
（

え
ま
ち
つ
け
給
ま
し
き
に
や
か
き
り
の
さ
ま
に
見
え
給
へ
は

あ
ま
に
な
り
給
ぬ
い
と
ゝ
わ
か
う
お
か
し
け
な
る
御
あ
り
さ
ま
を

さ
ふ
ら
ふ
人
〳
〵
も
さ
か
り
御
身
や
つ
し
給
へ
ら
ん
心
ち
し
て

あ
か
す
か
な
し
き
に
姫
君
は
や
か
て
の
わ
か
れ
ま
て
も
お
ほ
し
よ
ら
ぬ

に
や
か
な
し
さ
も
た
く
ひ
な
け
に
お
ほ
し
ま
と
ひ
て
な
き
し
つ
み

給
へ
る
を
見
給
て
も
ま
い
て
あ
と
か
た
な
う
見
な
い
給
て
ん

の
ち
の
御
あ
り
さ
ま
お
ほ
し
や
ら
る
ゝ
に
猶
い
と
見
す
て
か
た
き

心
ち
し
給
大
将
殿
か
く
と
き
こ
え
給
に
も
や
つ
し
か
た
か
り
し

か
た
ち
お
ほ
し
い
て
ら
れ
て
か
は
ら
ぬ
さ
ま
を
又
見
す
成
ぬ
る

こ
と
く
ち
お
し
う
お
ほ
え
給
け
り
宰
相
の
君
の
も
と
に
あ
は
れ

�

」（
四
二
丁
ウ
（

な
る
御
と
ふ
ら
ひ
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給
て
れ
い
の
御
文
と
も

あ
れ
は
や
か
て
と
り
く
し
て
う
へ
の
御
か
た
に
ま
い
り
給
へ
り
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い
む
こ
と
の
し
る
し
に
や
け
ふ
は
す
こ
し
物
お
ほ
え
給
さ
ま
な
れ
は

か
く
な
ん
と
見
せ
奉
り
給
に
け
に
あ
く
ま
て
な
さ
け
あ
り
ぬ

へ
か
り
け
る
御
心
さ
ま
を
く
ち
お
し
う
見
奉
ら
す
な
り
な
ん
事

よ
と
よ
は
け
な
か
ら
の
給
ふ
い
ま
ひ
と
つ
の
御
文
に
は

　
　

我
の
み
そ
う
き
を
も
し
ら
て
す
く
し
け
る
お
も
ふ
人
た
に

そ
む
き
け
る
よ
に
と
そ
あ
り
け
る
か
う
つ
ね
に
の
給
を
き

こ
え
て
の
み
あ
る
も
物
お
も
ひ
し
ら
ぬ
や
う
に
お
ほ
す
ら
ん
か
し
と
て

姫
君
の
御
か
た
は
ら
に
お
な
し
さ
ま
に
て
の
み
ふ
し
し
つ
み
給
へ
る
を

�

」（
四
三
丁
オ
（

こ
の
御
返
き
こ
え
給
へ
う
し
ろ
や
す
う
見
を
き
奉
り
て
の
ち

か
た
ち
を
も
か
へ
か
き
り
の
命
も
た
え
は
て
ん
と
の
み
こ
そ

思
ひ
給
へ
れ
と
か
な
は
ぬ
わ
さ
な
れ
や
つ
ゐ
に
見
た
て
ま
つ
り

を
く
と
も
な
く
て
や
み
ぬ
へ
き
を
お
も
は
す
な
る
あ
り
さ
ま
に
て

人
に
も
あ
は
〳
〵
し
き
心
の
ほ
と
を
し
ら
れ
給
は
む
よ
り
は
侍
ら
す

な
り
ぬ
と
も
こ
の
人
の
御
も
て
な
し
に
し
た
か
ひ
給
へ
な
と
そ

お
も
ひ
侍
れ
は
か
う
見
侍
お
り
に
こ
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
も

き
こ
え
な
ら
ひ
給
へ
か
し
と
思
ふ
な
り
と
御
く
し
を
か
き

や
り
つ
ゝ
き
こ
え
し
ら
せ
給
に
い
と
ゝ
涙
の
み
な
か
れ
い
て
ゝ

お
き
も
あ
か
り
給
は
ね
は
す
ゝ
り
な
と
と
り
よ
せ
さ
せ
給
て

�

」（
四
三
丁
ウ
（

か
し
ら
も
た
け
つ
ゝ
な
を
な
と
き
こ
え
給
へ
は
な
く
〳
〵
お
き
あ

か
り
給
へ
る
つ
ら
つ
き
か
み
の
か
ゝ
り
な
と
よ
り
は
し
め
た
ゝ
よ
そ

人
に
て
た
に
見
そ
め
て
は
か
き
り
の
道
の
わ
か
れ
も
え
ゆ
き

や
る
ま
し
け
な
る
御
さ
ま
を
ま
い
て
い
か
は
か
り
か
は
う
し
ろ

め
た
う
か
な
し
く
お
ほ
さ
れ
け
む

　
　

う
き
物
と
い
ま
そ
し
り
ぬ
る
か
き
り
あ
れ
は
お
も
ひ
な
か
ら
も

そ
む
き
ぬ
る
世
を
な
と
や
う
に
か
た
の
や
う
に
て
い
た
し
給
へ
れ
は

ま
ち
見
給
と
こ
ろ
は
め
つ
ら
し
き
け
に
や
い
と
ゝ
見
て
は
え

や
む
ま
し
う
し
つ
心
な
き
ま
て
御
心
に
か
ゝ
り
ま
さ
り
け
り

又
た
ち
か
へ
り
き
こ
え
給
へ
れ
と
け
さ
は
す
こ
し
ひ
ま
あ
る

�

」（
四
四
丁
オ
（

さ
ま
に
見
え
侍
つ
れ
と
な
を
た
の
み
か
た
け
に
み
え
侍
れ

は
き
こ
え
さ
せ
し
山
て
ら
に
た
ゝ
い
ま
わ
た
し
侍
に
な
と

宰
相
そ
き
こ
え
さ
せ
給
へ
る
か
め
や
ま
の
ふ
も
と
慈
心
寺

な
と
い
ふ
わ
た
り
に
こ
宮
の
い
か
め
し
き
寺
た
て
給
て
と
も

す
れ
は
こ
も
り
つ
ゝ
ふ
た
ん
の
念
仏
な
と
お
こ
な
ひ
給
を
こ
の

秋
は
御
心
ち
く
る
し
う
て
え
わ
た
り
給
は
さ
り
つ
れ
は
九
月

に
た
に
ま
き
れ
な
う
念
仏
も
し
て
や
か
て
き
え
も
は
て
ん

な
と
お
ほ
し
て
わ
た
り
給
け
り
葛
は
ひ
か
ゝ
る
松
か
き
の

け
し
き
も
ひ
さ
し
う
見
給
は
さ
り
つ
る
ほ
と
に
い
と
ゝ
さ
ひ
し

さ
ま
さ
り
に
け
る
を
い
と
ゝ
か
れ
は
て
な
む
こ
ろ
ほ
ひ
い
か

�

」（
四
四
丁
ウ
（

や
う
に
な
か
め
す
く
し
給
は
ん
と
み
す
な
り
な
む
世
の
こ
と

の
み
心
に
か
ゝ
り
給
て
う
し
ろ
め
た
う
い
み
し
う
お
ほ
さ

る
ゝ
に
い
か
て
か
う
し
も
お
も
は
し
さ
り
と
も
む
け
に
い
た
つ
ら
に

な
り
給
へ
き
あ
り
さ
ま
に
は
あ
ら
ぬ
物
を
わ
か
身
の
ゆ
き
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ま
と
は
む
道
の
ほ
た
し
は
い
と
い
み
し
か
る
へ
き
を
と

か
つ
は
お
ほ
し
な
く
さ
め
つ
ゝ
四
十
九
日
は
し
め
給
て
日

に

哀
に
た
う
と
き
事
と
も
を
き
ゝ
給
ま
ゝ
に
な
と
て
年
比
も

た
う
と
く
か
や
う
に
な
り
て
つ
み
を
す
こ
し
も
う
し
な
は
さ
り

つ
ら
ん
と
く
や
し
け
れ
は
く
る
し
き
も
せ
ち
に
ね
む
し
つ
ゝ

お
こ
な
ひ
給
つ
ゝ
露
よ
り
も
さ
き
に
や
と
見
ゆ
る
お
り
」（
四
五
丁
オ
（

か
ち
に
な
り
ま
さ
り
給
大
将
殿
は
日
こ
と
に
ね
ん
こ
ろ
に

と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
あ
り
か
た
く
う
れ
し
き
御
こ
ゝ
ろ
と

よ
ろ
こ
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
に
み
つ
か
ら
も
し
の
ひ
て
わ
た
り

給
へ
り
宰
相
も
あ
か
ら
さ
ま
に
京
に
い
て
給
に
け
り

廿
日
な
れ
は
月
さ
へ
を
そ
く
い
つ
る
こ
ろ
に
て
こ
と
ゝ
ふ
へ
き

か
き
ね
も
お
ほ
つ
か
な
け
れ
は
こ
ゝ
か
し
こ
た
ゝ
す
み
つ
ゝ
見

め
く
り
給
に
い
と
お
ほ
き
な
る
堂
と
も
あ
ま
た
あ
り
て

三
昧
つ
と
め
お
こ
な
ふ
け
し
き
た
う
と
け
に
僧
房
と
も

あ
ま
た
つ
ゝ
き
な
と
は
せ
て
こ
ゝ
か
し
こ
竹
の
は
や
し

は
か
り
を
こ
く
ら
う
し
な
い
つ
ゝ
な
か
き
世
の
す
み
か
と
お
も
ひ

�

」（
四
五
丁
ウ
（

た
る
も
め
と
ま
り
て
哀
に
う
ら
や
ま
し
う
お
ほ
さ
る

山
よ
り
わ
つ
か
に
お
ち
く
る
水
を
を
の
〳
〵
竹
の
一
も
と
を

く
も
て
に
ま
か
せ
や
り
て
ま
ち
う
け
た
る
さ
ま
も
こ
ほ
り
の

く
さ
ひ
か
た
め
た
ら
む
こ
ろ
ほ
ひ
は
い
か
ゝ
と
心
ほ
そ
け

な
る
さ
ま
か
き
り
な
し
ゐ
給
へ
き
所
と
見
ゆ
る
は

寺
よ
り
は
す
こ
し
の
き
て
そ
あ
り
け
る
お
ひ
に
せ
る
ほ
そ
谷

河
の
を
と
さ
や
か
に
な
か
れ
て
お
な
し
き
岩
の
た
ゝ
す
ま

ゐ
も
心
あ
る
け
し
き
し
る
く
と
き
お
り
ふ
し
の
花
紅
葉

の
木
と
も
ゝ
か
す
を
つ
く
し
た
る
と
み
え
て
見
所
お
ほ
く
そ

し
な
さ
れ
た
り
け
る
さ
れ
と
あ
さ
ち
か
も
と
も
こ
と
に
」（
四
六
丁
オ
（

た
つ
ぬ
る
人
な
か
り
け
る
と
見
え
て
心
ほ
そ
け
に
色
を

つ
く
し
て
み
た
れ
あ
ひ
た
る
せ
ん
さ
い
と
も
に
露
の
し
ら
玉

の
み
所
え
て
虫
の
ね
は
外
よ
り
は
み
ゝ
の
い
と
ま
な
か
り
け
り

軒
を
あ
ら
そ
ふ
八
重
む
く
ら
も
け
に
人
こ
そ
見
え
ね
秋
の

け
し
き
は
と
て
し
ら
れ
ぬ
へ
か
り
け
り
い
な
は
の
風
も
み
ゝ

ち
か
く
は
き
く
な
ら
ひ
給
は
ぬ
に
い
な
お
ほ
せ
と
り
さ
へ
を
と

な
ふ
も
さ
ま
〳
〵
さ
ま
か
は
り
た
る
心
ち
し
て
物
心
ほ
そ
け

な
り
さ
れ
と
こ
ゝ
に
は
人
の
あ
る
け
は
ひ
も
せ
て
九
体
の

阿
弥
陀
お
は
す
る
御
た
う
に
や
か
て
お
は
す
る
な
り
け
り

堂
の
か
さ
り
な
と
も
極
楽
も
か
う
や
と
お
も
ひ
や
ら
れ
て

�

」（
四
六
丁
ウ
（

い
と
き
よ
ら
に
た
う
と
か
り
け
る
を
な
と
て
い
ま
ゝ
て
み
さ
り

さ
ら
ん
と
く
ち
お
し
は
う
と
も
に
こ
ほ
う
し
は
ら
の
も
の

す
し
な
と
す
る
こ
ゑ
〳
〵
は
か
り
ほ
の
か
に
き
こ
え
て
れ
い
な
ら

す
わ
つ
ら
ふ
人
の
あ
た
り
と
も
お
ほ
え
す
し
つ
か
に
心
ほ
そ
け

な
り
せ
ん
ほ
う
の
あ
み
た
経
な
と
の
こ
ゑ
は
か
り
そ
き
こ
ゆ
る

人
の
こ
ゑ
す
る
所
に
道
す
ゑ
よ
り
て
か
く
な
と
き
こ
え
さ
す

れ
は
お
と
ろ
き
給
て
や
か
て
ふ
し
給
へ
る
も
屋
の
み
す
の

う
へ
に
し
と
ね
さ
し
い
て
ゝ
い
れ
奉
り
給
へ
り
月
は
な
け
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れ
と
星
の
ひ
か
り
に
け
さ
や
か
な
る
に
軒
ち
か
う
て
い
た
う

た
と
〳
〵
し
き
ほ
と
に
も
な
れ
は
お
ほ
か
た
の
御
や
う
た
い

�

」（
四
七
丁
オ
（

た
ち
ふ
る
ま
ひ
給
へ
る
さ
ま
な
と
も
ふ
と
あ
な
め
て
た
と

見
え
給
へ
る
風
に
し
た
か
ひ
て
く
ゆ
り
入
た
る
に
ほ
ひ
さ
へ

け
に
こ
そ
は
な
へ
て
の
人
に
は
に
た
ま
は
さ
り
け
れ
と
よ
ろ
つ

思
ひ
や
り
き
こ
ゆ
る
よ
り
も
い
ま
す
こ
し
め
て
た
う
は
つ
か
し

け
な
る
御
あ
り
さ
ま
を
見
給
に
は
さ
も
や
な
と
お
も
ひ
よ
り

け
る
も
お
ほ
け
な
く
い
と
つ
ゝ
ま
し
う
お
ほ
え
な
ら
る
ゝ
物

か
ら
又
か
ゝ
ら
ん
人
を
こ
そ
と
し
の
わ
た
り
に
も
待
つ
け
て

見
る
へ
か
り
け
れ
あ
り
つ
る
世
に
な
と
ち
か
〳
〵
し
き
御
あ
り

さ
ま
に
も
て
な
し
き
こ
え
な
り
ぬ
ら
む
と
く
る
し
き

御
心
ち
に
も
い
と
ゝ
む
ね
さ
は
き
ま
さ
り
て
せ
ち
に
か
し
ら

�
」（
四
七
丁
ウ
（

も
た
け
て
そ
見
や
り
給
日
こ
ろ
も
い
か
て
か
と
思
ひ
給
へ

な
か
ら
も
さ
は
る
こ
と
侍
て
い
ま
ゝ
て
な
り
侍
ぬ
る
も
心
の

う
ち
よ
り
は
を
ろ
か
な
る
さ
ま
や
と
月
も
ま
た
す
い
そ
き

侍
て
あ
さ
ま
し
う
た
と
〳
〵
し
う
思
ひ
給
へ
ら
れ
つ
る
道
の

空
か
な
ゝ
と
の
給
け
は
ひ
も
か
き
り
な
き
物
に
お
も
ひ

き
こ
え
給
宰
相
の
御
あ
り
さ
ま
な
と
に
は
よ
る
へ
く
そ
な

か
り
け
る
人
つ
て
に
き
こ
え
給
は
む
も
い
と
か
た
し
け
な
き

心
ち
し
給
へ
は
せ
ち
に
た
め
ら
ひ
給
て
す
こ
し
ま
と
ひ
よ
り
て

た
ひ
〳
〵
と
は
せ
給
ふ
を
た
に
を
ろ
か
に
か
な
ら
す
思
ひ
給
ふ
る
に

わ
さ
と
た
つ
ね
い
ら
せ
給
へ
る
を
見
侍
に
こ
そ
け
ふ
ま
て
な
か

�

」（
四
八
丁
オ
（

ら
へ
侍
に
け
る
も
う
れ
し
く
と
の
給
は
す
る
御
け
は
ひ

い
と
よ
は
け
な
（
に
（
る
し
も
見
し
お
も
か
け
に
か
は
ら
す
わ
か
う
お

か
し
か
り
け
る
を
い
と
か
ゝ
ら
さ
り
つ
ら
ん
ほ
と
を
き
か
す

な
り
に
け
る
も
く
や
し
き
に
つ
ゐ
に
む
な
し
く
き
ゝ
な
し

て
む
お
し
か
り
ぬ
へ
き
さ
ま
な
れ
は
う
ち
つ
け
に
哀
も
あ
さ

か
ら
す
そ
お
ほ
さ
る
ゝ
へ
に
け
る
と
し
の
つ
も
り
に
は
こ
れ
を

は
し
め
に
思
ひ
給
へ
ら
る
へ
く
も
侍
さ
り
つ
れ
と
あ
り
〳
〵
て

か
う
た
の
も
し
け
な
き
御
け
は
ひ
を
し
も
う
け
給
こ
そ

す
き
ぬ
る
か
た
の
く
ち
お
し
さ
も
う
ら
め
し
さ
も
み
つ
か
ら

の
あ
や
ま
ち
か
ほ
に
思
ひ
給
へ
ら
る
れ
と
て
う
ち
な
け
き

�

」（
四
八
丁
ウ
（

給
へ
る
け
は
ひ
な
と
ふ
し
ま
ろ
ひ
な
き
ま
と
は
ん
人
よ
り
も

あ
さ
か
ら
ぬ
心
の
程
と
見
ゆ
る
を
か
は
か
り
ま
て
の
こ
ゝ
ろ
の

ほ
と
ゝ
し
ら
ま
し
か
は
と
う
し
ろ
め
た
う
か
な
し
き
人
の
御

こ
と
は
ま
つ
し
の
ひ
か
た
う
お
ほ
え
給
て
あ
る
は
あ
る
と
も

思
ひ
給
は
す
な
か
ら
も
い
と
か
う
き
の
ふ
け
ふ
と
は
思
ひ

侍
ら
て
す
く
し
侍
け
る
く
や
し
さ
を
さ
ま
〳
〵
お
も
ひ

給
ふ
る
な
か
に
も
露
は
か
り
も
見
ゆ
つ
る
か
た
な
き
人
の

あ
り
さ
ま
の
う
し
ろ
め
た
き
に
ゆ
き
も
や
ら
れ
侍

ら
ぬ
を
か
ゝ
る
と
を
ち
の
さ
と
を
た
つ
ね
さ
せ
給
へ

か
り
け
り
と
見
を
き
侍
ぬ
る
こ
そ
す
こ
し
た
の
も
し
う
」（
四
九
丁
オ
（
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さ
る
は
お
な
し
け
ふ
り
に
た
く
ひ
な
ま
ほ
し
け
に
そ
思
ひ

こ
か
れ
侍
め
れ
は
い
か
ゝ
と
も
つ
ゝ
け
や
ら
す
な
い
給

に
や
と
き
こ
ゆ
る
け
は
ひ
に
た
の
も
し
け
な
き
は

き
く
人
た
に
も
い
と
か
な
し
き
を
ま
い
て
か
の
御
心
の

う
ち
と
も
お
ほ
し
や
る
そ
さ
ま
〳
〵
に
い
と
し
の
ひ
か
た

き
や
こ
と
は
り
の
御
こ
と
ゝ
い
ひ
な
か
ら
あ
ま
り
さ
お
ほ
し

入
た
る
を
見
た
て
ま
つ
り
給
へ
は
御
心
ち
も
い
と
ゝ
く
る

し
う
お
ほ
さ
る
ら
ん
物
を
な
を
お
ほ
し
な
く
さ
む
へ
う

こ
そ
人
〳
〵
も
を
し
へ
き
こ
え
さ
せ
給
は
め
な
と
お
と

な
し
う
す
く
や
か
に
き
こ
え
な
い
た
ま
へ
とは

イ

」（
四
九
丁
ウ
（

　
　

我
も
ま
た
ま
す
た
の
池
の
う
き
ぬ
な
は
ひ
と
す
ち
に
や
は

く
る
し
か
り
け
る
と
い
ひ
け
ち
給
け
は
ひ
は
猶
き
ゝ
し

ら
む
人
に
き
か
せ
ま
ほ
し
き
を
ま
こ
と
な
る
御
心
の
う
ち

を
は
い
か
て
か
し
り
給
は
ん

　
　

た
え
ぬ
へ
き
心
ち
の
み
す
る
う
き
ぬ
な
は
ま
す
た
の
池
も

か
ひ
な
か
り
け
り
と
に
や
た
え
〳
〵
に
て
い
と
心
ほ
そ
け
な
る
は

中
〳
〵
見
を
き
か
た
け
れ
と
な
か
ゐ
せ
ん
も
く
る
し
う
や

お
ほ
さ
れ
ん
と
お
ほ
せ
は
い
ま
よ
り
は
た
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
心

ち
し
侍
ぬ
へ
か
め
れ
は
つ
ね
に
も
な
と
き
こ
え
を
い
給
て

い
て
給
に
や
か
て
こ
の
つ
ゝ
き
た
る
わ
た
殿
に
人
の
け
は
ひ

�

」（
五
〇
丁
オ
（

す
る
を
た
ち
と
ま
り
て
き
ゝ
給
へ
は
い
つ
ゝ
御
と
の

あ
ふ
ら
い
ま
は
ま
い
れ
と
そ
い
ふ
な
る
ほ
か
け
に
見
し
ち
こ
の

こ
ゑ
に
て
ま
ら
う
と
は
い
て
給
ぬ
い
ま
わ
た
ら
せ
給
へ
姫
君
の

お
ま
へ
こ
そ
と
い
ふ
に
こ
の
た
ち
給
へ
る
つ
ま
と
を

ひ
き
あ
け
て
い
り
ぬ
る
に
い
と
う
れ
し
く
て
や
を
ら
よ
り

て
見
給
へ
は
仏
の
御
ま
へ
の
御
あ
か
し
の
ひ
か
り
ほ
の
か
に
て

は
か
〳
〵
し
う
も
の
見
え
ぬ
に
い
ま
そ
ち
い
さ
や
か
な
る
わ
ら
は

火
と
も
し
て
き
た
る
こ
と
に
し
つ
ら
ひ
も
な
く
て
木
帳
は

か
り
あ
り
ひ
き
よ
せ
て
ふ
し
た
る
や
姫
君
な
ら
ん
す
こ
し

の
き
て
人
ふ
た
り
は
か
り
そ
ゐ
た
る
と
見
ゆ
る
ほ
と
に
」（
五
〇
丁
ウ
（

こ
の
戸
の
あ
き
た
る
よ
り
に
は
か
に
風
あ
ら
〳
〵
し
う
吹
た
る
に

火
の
き
え
ぬ
れ
は
し
そ
く
も
て
ま
い
り
給
へ
な
と
い
ふ
こ
の

わ
た
殿
は
人
〳
〵
の
う
ち
や
す
む
所
に
て
あ
る
に
し
ら
ぬ
人
の

け
ち
か
う
物
し
給
へ
る
か
つ
ゝ
ま
し
さ
は
し
は
し
よ
り

ふ
し
給
へ
る
な
る
へ
し
人
い
て
給
ぬ
と
き
ゝ
給
へ
は
わ
た
り
給

な
む
と
て
や
を
ら
お
き
あ
か
り
て
ち
こ
君
を
と
も
に
て

し
や
う
し
よ
り
こ
な
た
さ
（
に
（
ま
ゐ
さ
り
い
て
給
に
ひ
き

と
ゝ
め
き
こ
え
給
へ
れ
は
思
ひ
も
よ
ら
す
う
ち
見
か
へ
り
給

へ
る
に
星
月
夜
の
た
と
〳
〵
し
き
に
ゑ
ほ
し
の
ふ
と

見
え
た
る
に
心
ま
と
ひ
し
給
て
や
か
て
う
つ
ふ
し
臥
」（
五
一
丁
オ
（

給
て
を
と
も
し
給
は
ぬ
を
こ
の
く
し
給
へ
る
ち
こ
君
は

と
く
〳
〵
と
い
ひ
わ
ひ
て
さ
し
よ
り
て
見
る
に
お
と
こ
の

ゐ
さ
れ
は
い
み
し
く
お
と
ろ
き
た
る
け
し
き
に
て
た
ち
か
へ

り
入
ぬ
れ
は
さ
う
し
も
ひ
き
た
て
い
ま
す
こ
し
ひ
き

よ
せ
た
て
ま
つ
り
給
に
月
こ
ろ
も
の
を
お
ほ
し
て
あ
る
か
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な
き
か
な
る
御
心
ち
に
は
い
き
も
た
え
は
て
ぬ
へ
き
さ
ま

に
見
え
給
を
仏
に
お
ち
た
て
ま
つ
る
か
た
は
人
よ
り
は

ま
さ
り
て
侍
れ
は
な
め
け
な
る
心
は
よ
も
つ
か
ひ
侍
ら
し

た
ゝ
心
や
す
く
お
ほ
せ
た
ゝ
か
は
か
り
の
け
ち
か
き
は
う
へ
の

御
心
も
こ
と
の
ほ
か
に
は
侍
ら
す
う
け
給
ぬ
れ
は
さ
し
も
な
と
か

�

」（
五
一
丁
ウ
（

お
ほ
さ
む
な
と
き
こ
え
給
ほ
と
に
ち
こ
君
つ
け
ゝ
る
に
や

お
と
な
し
き
人
の
け
は
ひ
に
て
こ
の
さ
う
し
ひ
き
あ
け
て

こ
は
た
か
物
し
給
そ
仏
の
御
ま
へ
と
は
し
り
給
は
ぬ
か

い
と
ひ
ん
な
き
わ
さ
か
な
と
て
さ
く
り
よ
れ
は
う
ち
わ
ら
ひ

給
て
仏
の
み
ち
ひ
き
給
へ
れ
は
こ
そ
は
か
う
ね
か
ひ
の
ま
ゝ
に

お
も
む
き
侍
ぬ
れ
と
て
さ
う
し
く
ち
の
た
ゝ
み
に
か
り

ふ
し
に
そ
よ
り
ふ
し
給
へ
り
け
る
こ
の
殿
に
お
は
し
け
り
と

思
ふ
に
む
ね
は
お
ち
ゐ
ぬ
れ
と
お
り
あ
し
う
御
心
ち
も

い
か
に
と
い
と
ゝ
お
ほ
し
ま
と
は
る
ら
ん
と
わ
ひ
し
け
れ
と

と
か
う
き
こ
え
さ
す
へ
き
や
う
な
け
れ
は
ひ
と
所
の
」（
五
二
丁
オ
（

御
こ
と
を
見
奉
り
な
け
か
せ
給
ほ
と
に
お
な
し
さ
ま
に

の
み
し
つ
ま
せ
給
て
さ
ら
に
何
こ
と
も
き
ゝ
わ
き
給
へ
う
も

お
は
し
ま
さ
ゝ
め
る
を
な
と
な
け
く
け
は
ひ
こ
の
御
め
の
と

に
や
と
そ
き
こ
ゆ
る
た
ゝ
か
は
か
り
に
て
侍
ら
ん
か
へ
ら
む
に

い
た
う
ふ
け
ぬ
れ
は
月
ま
つ
ほ
と
か
う
て
は
へ
ら
む
と
そ

の
た
ま
ふ
さ
ら
は
こ
な
た
に
こ
そ
は
い
ら
せ
給
は
め
あ
ま
り
な
め

け
に
侍
と
き
こ
ゆ
れ
は
さ
う
し
よ
り
こ
な
た
に
女
君
を
入

奉
り
給
つ
た
う
と
く
水
の
心
ち
し
て
あ
せ
の
こ
ち
た
う

な
か
れ
給
け
は
ひ
は
た
つ
き
な
と
の
う
つ
く
し
さ
は

世
に
た
く
ひ
な
き
物
に
お
も
ひ
し
み
き
こ
え
給
へ
る
御
」（
五
二
丁
ウ
（

あ
り
さ
ま
に
お
と
り
給
ま
し
か
り
け
り
と
思
ひ
あ
は
せ
ら
れ

給
に
い
と
ゝ
の
お
り
ゆ
か
し
う
わ
り
な
し
年
比
な
と
て
心

の
と
か
に
の
み
お
も
ひ
て
す
く
し
つ
ら
ん
あ
な
か
ち
に
こ
よ
ひ

の
う
ち
に
こ
の
仏
の
御
ま
へ
を
ゐ
て
い
て
給
へ
か
め
れ
と

か
た
時
の
ほ
と
を
た
に
お
ほ
つ
か
な
く
お
も
ひ
み
た
れ
給
は
ん

御
あ
り
さ
ま
も
こ
と
は
り
に
心
く
る
し
か
る
へ
き
こ
ろ
な
れ
は

い
か
に
も
こ
の
御
心
見
さ
た
め
て
こ
そ
な
と
よ
ろ
つ
に

お
ほ
し
の
と
め
て
た
ゝ
き
し
か
た
行
末
の
心
の
う
ち
な
と
を

な
つ
か
し
う
き
こ
え
し
ら
せ
給
に
そ
御
心
ち
は
の
と
ま
り

て
と
り
あ
へ
す
こ
ほ
れ
つ
る
涙
も
せ
き
と
ゝ
め
給
へ
れ
と

�

」（
五
三
丁
オ
（

時
の
ま
も
た
ち
は
な
れ
給
は
す
見
奉
ら
せ
給
に
こ
そ
あ
な

か
ち
な
る
さ
ま
に
て
ゆ
な
と
み
い
れ
給
へ
い
か
に
も
の
し
給

ら
む
か
ゝ
る
事
を
も
い
か
に
あ
さ
ま
し
う
き
ゝ
給
ら
ん

な
と
お
ほ
し
や
ら
る
ゝ
よ
り
ほ
か
に
露
は
か
り
み
ゝ
と
ま
る

へ
き
こ
と
そ
な
か
り
け
る
あ
り
明
の
月
も
い
て
に
け
れ
は

か
う
し
の
ひ
ま
と
も
よ
り
と
こ
ろ
〳
〵
も
り
入
た
る
か
い
と
ゝ

心
つ
く
し
な
る
に
お
ほ
し
わ
ひ
て
か
う
し
の
も
と
の
か
き
り
を

は
な
ち
て
を
し
や
り
給
へ
は
の
こ
り
な
う
さ
し
い
り
た
る

を
女
君
い
と
わ
り
な
う
て
ひ
き
か
つ
き
給
へ
る
を
と
か
う
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ひ
き
あ
ら
は
し
つ
ゝ
見
奉
り
給
に
斎
院
に
そ
い
み
し
う
」（
五
三
丁
ウ
（

に
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
け
る
た
ま
の
を
の
姫
君
の

や
う
な
る
か
は
ね
の
な
か
に
て
も
か
の
御
あ
り
さ
ま
に

す
こ
し
も
お
ほ
し
た
る
玉
の
ひ
か
り
に
た
に
か
よ
は
ゝ
袖
に

つ
ゝ
み
て
も
見
ま
ほ
し
う
お
ほ
し
ね
か
ひ
つ
る
に
か
う

を
と
き
ゝ
も
の
む
つ
か
し
か
る
ま
し
き
わ
た
り
に
す
こ
し

の
な
く
さ
め
と
こ
ろ
の
あ
り
け
る
も
た
ゝ
あ
な
か
ち
な
る

心
の
中
を
あ
は
れ
と
見
給
て
か
ゝ
る
か
た
し
ろ
を

神
の
つ
く
り
い
て
給
へ
る
に
や
と
お
ほ
し
よ
る
も

あ
ち
き
な
う
な
み
た
そ
こ
ほ
る
ゝ

　
　

歎
わ
ひ
ね
ぬ
夜
の
空
に
わ
た
る
か
な
心
つ
く
し
の
」（
五
四
丁
オ
（

あ
り
明
の
月
と
き
こ
え
給
へ
と
い
ら
へ
聞
え
給
は
ぬ

そ
い
と
く
ち
お
し
か
り
け
る
い
か
に
そ
か
は
か
り
ま
て
見
た
て

ま
つ
り
そ
め
て
す
く
せ
な
と
い
ふ
な
る
物
の
こ
と
さ
ま
に
も
の

し
給
は
ゝ
い
か
ゝ
す
へ
き
さ
て
も
や
世
に
な
か
ら
へ
ん
な
と

あ
す
の
ふ
ち
せ
も
う
し
ろ
め
た
う
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
に

あ
ら
ま
し
こ
と
を
う
ち
返
し
〳
〵
き
こ
え
給
ほ
と
に
ま

こ
と
に
あ
け
行
け
し
き
な
れ
は
御
と
も
の
人
〳
〵
た
ち

や
す
ら
ひ
つ
ゝ
を
と
な
う
な
れ
と
い
ま
よ
り
の
ち
の
お
ほ

つ
か
な
さ
の
中
〳
〵
わ
り
な
か
る
へ
き
を
い
か
ゝ
す
へ
き

か
は
か
り
は
い
つ
も
か
た
う
し
も
あ
ら
し
を
へ
た
て
お
ほ
く

�

」（
五
四
丁
ウ
（

も
て
な
し
給
は
ん
こ
そ
ほ
い
な
く
心
う
か
る
へ
け
れ
さ
ら
は

霧
の
ま
よ
ひ
た
と
〳
〵
し
き
ほ
と
に
も
ろ
と
も
に
と
こ
そ

思
ひ
侍
れ
は
い
か
に
〳
〵
と
き
こ
え
給
へ
は
ま
こ
と
に
さ
も
や
と

お
ほ
す
か
あ
さ
ま
し
う
わ
ひ
し
き
に
ま
い
て
な
に
と
か
は

い
は
れ
給
は
ん
あ
な
お
ほ
つ
か
な
の
わ
さ
や
か
は
か
り
の

み
に
や
な
と
う
ち
わ
ら
ひ
給
け
は
ひ
も
い
と
ゝ
き
か
ま

ほ
し
う
め
て
た
き
を
い
つ
し
か
か
や
う
に
て
見
た
て

ま
つ
ら
は
や
こ
の
御
心
ち
の
す
こ
し
よ
ろ
し
う
た
に
な
ら
せ

給
へ
か
し
な
と
ち
か
う
よ
り
ふ
し
た
る
御
め
の
と
な
と
は

い
ひ
あ
は
す
る
に
あ
ふ
き
を
す
こ
し
な
ら
し
給
へ
は
ま
い
り
た
る

�

」（
五
五
丁
オ
（

に
夜
の
ほ
と
御
心
ち
い
か
ゝ
よ
も
す
か
ら
ね
ん
し
あ
か
し
侍
つ
る

し
る
し
は
さ
り
と
も
こ
よ
な
く
侍
な
ん
か
し
と
の
給
へ
は
御
心
ち
は

お
な
し
さ
ま
に
そ
こ
の
お
は
し
ま
し
所
の
見
く
る
さ
を
そ

く
る
し
か
り
あ
か
さ
せ
給
て
と
き
こ
ゆ
れ
は
人
〳
〵
の
あ
し
う

き
こ
え
な
し
た
ま
へ
る
に
こ
そ
あ
ら
め
物
く
る
し
お
し
う

お
も
ひ
や
り
な
き
さ
ま
に
き
か
せ
給
ら
む
こ
そ
は
つ
か
し
け
れ

と
の
給
て
夜
の
ほ
と
も
う
し
ろ
め
た
け
な
り
し
御
け
は
ひ

の
心
く
る
し
さ
に
宰
相
の
御
か
は
り
に
と
て
こ
の
す
の
ま
へ

に
て
あ
か
し
侍
つ
る
に
み
ね
の
あ
ら
し
も
は
け
し
う
て
み
た
れ

心
ち
も
な
や
ま
し
け
れ
は
そ
な
た
に
も
ま
い
ら
て
い
そ
き

�

」（
五
五
丁
ウ
（

ま
か
り
い
て
ぬ
と
き
こ
え
さ
せ
給
へ
い
ま
よ
り
は
に
う
た
う
も
ま
め

や
か
に
つ
と
め
侍
へ
け
れ
は
無
量
劫
を
へ
た
て
ゝ
も
さ
り
と
も
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ね
か
ひ
か
な
ひ
侍
な
む
と
そ
た
の
も
し
き
わ
た
く
し
の
御

心
よ
せ
も
な
を
た
す
け
は
て
給
へ
な
と
な
つ
か
し
う
か
た
ら
ひ

給
へ
る
御
け
は
ひ
た
に
よ
そ
に
見
な
い
た
て
ま
つ
ら
ん
事
は

い
と
く
ち
お
し
か
り
ぬ
へ
か
り
け
り
う
へ
は
よ
へ
も
き
ゝ
給
し

か
と
な
に
か
は
い
と
う
し
ろ
め
た
う
哀
な
る
御
あ
り
さ
ま
を

す
こ
し
も
け
ち
か
う
見
給
て
さ
り
と
も
あ
は
れ
と
は
心
と
め

給
は
さ
ら
ん
や
は
心
よ
り
ほ
か
に
あ
は
〳
〵
し
き
さ
ま
に
や
な
と

お
ほ
し
う
た
か
ふ
へ
き
所
な
ら
ね
は
な
と
お
ほ
し
な
か
ら
も
こ

�

」（
五
六
丁
オ
（

の
月
こ
ろ
は
明
く
れ
ね
を
の
み
な
き
し
つ
み
て
い
み
し
う

や
せ
そ
こ
な
は
れ
て
う
ち
と
け
給
へ
る
を
ほ
と
な
き
軒
の

月
影
も
い
か
ゝ
あ
り
つ
ら
ん
す
こ
し
も
な
の
め
な
ら
ん
こ
と
は

い
み
し
う
は
つ
か
し
け
な
る
御
あ
り
さ
ま
に
こ
そ
と
お
ほ
し
あ

か
し
つ
る
に
か
ゝ
御
せ
う
そ
こ
も
ち
か
お
と
り
し
給
は
ぬ
に
や
と

む
ね
の
う
ち
さ
は
き
て
う
れ
し
う
お
ほ
さ
る
ゝ
そ
哀
な
る
や

よ
へ
は
い
た
う
ふ
け
侍
に
し
を
あ
ら
〳
〵
し
き
風
の
け
し
き
に

つ
け
て
も
み
ち
の
程
う
し
ろ
め
た
し
う
お
も
ひ
や
り
聞
え

さ
せ
し
に
と
ま
ら
せ
給
に
け
る
も
し
ら
す
れ
い
よ
り
は
ま
と
ろ
み

入
侍
に
け
る
も
け
に
御
い
の
り
の
し
る
し
に
や
と
い
ま
よ
り
は

�

」（
五
六
丁
ウ
（

さ
ら
は
草
の
ま
く
ら
も
心
し
侍
へ
う
こ
そ
は
と
き
こ
え
さ
せ
給
へ
る
を

　
　

と
け
て
ね
ぬ
ま
ろ
か
ま
ろ
ね
の
草
ま
く
ら
ひ
と
夜
は
か
り
も

露
け
き
物
を
ほ
の
か
に
は
あ
ら
ぬ
な
ら
は
し
を
と
す
こ
し
ほ
ゝ
ゑ
み

た
る
こ
ゑ
に
て
わ
さ
と
御
返
と
も
な
く
の
給
ふ
を
ひ
と
り
き
く
は

あ
か
す
や
お
ほ
え
け
む
ま
ね
ひ
聞
え
け
れ
は

　
　

草
枕
ひ
と
夜
は
か
り
の
ま
ろ
ね
に
て
露
の
か
こ
と
を

か
け
む
と
や
お
も
ふ
と
そ
き
こ
え
給
へ
る
ま
か
き
の
霧
の

い
と
ゝ
ひ
ま
な
く
た
ち
わ
た
り
て
月
影
も
中
〳
〵
く
も
ら
は
し
う

な
り
ぬ
れ
は
い
と
ゝ
た
ち
い
て
か
た
う
お
ほ
さ
る
ゝ
に
み
ち
す
ゑ

御
く
つ
も
ち
て
ま
い
り
て
霧
は
れ
ゆ
き
侍
ら
は
京
の
う
ち
は
見

�

」（
五
七
丁
オ
（

く
る
し
う
こ
そ
な
り
侍
ぬ
へ
け
れ
御
車
い
て
ま
い
れ
と
や
お
ほ

せ
つ
か
は
す
へ
き
と
心
も
な
け
に
思
ひ
て
申
せ
は
く
は
や
い

た
う
な
に
く
み
そ
と
て
た
ち
い
て
給
ま
ゝ
に

　
　

葛
の
は
ふ
ま
か
き
の
霧
も
た
ち
こ
め
て
こ
ゝ
ろ
の
ゆ
か
ぬ

道
の
そ
ら
か
な
と
は
や
す
ら
ひ
給
へ
と
露
の
い
と
し
け
き
な
か

を
さ
し
ぬ
き
け
し
き
は
か
り
ひ
き
あ
け
て
あ
ゆ
み
い
て
給
を

人
〳
〵
の
そ
き
て
見
た
て
ま
つ
り
つ
ゝ
め
て
ま
と
ふ
さ
ま

こ
と
は
り
に
そ
あ
り
け
る
殿
に
お
は
し
つ
き
て
も
お
も
か
け
は

ま
め
や
か
に
こ
ひ
し
う
思
ひ
い
て
ら
れ
給
へ
は
ま
こ
と
し
う
む
つ

ま
し
き
あ
り
さ
ま
に
な
り
て
こ
の
ま
ゝ
の
心
ち
せ
は
思
ひ
は
な

�

」（
五
七
丁
ウ
（

る
ゝ
か
ひ
な
く
す
て
か
た
う
も
あ
る
へ
き
世
か
な
と
お
ほ
し
つ
ゝ

く
る
に
も
殿
う
へ
な
と
の
わ
れ
ら
を
ほ
た
し
に
も
思
ひ
た
ら
す

心
に
つ
く
人
い
て
き
な
は
か
ゝ
る
心
は
や
み
な
む
と
つ
ね
に

は
の
給
は
す
る
を
あ
る
ま
し
き
事
と
の
み
き
ゝ
つ
れ
と
け
に
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さ
も
あ
り
ぬ
へ
か
り
け
り
と
そ
お
ほ
し
し
ら
る
ゝ
や
か
て
ね

ら
れ
給
は
て
つ
と
め
て
も
い
と
ゝ
御
心
ち
の
お
ほ
つ
か
な
さ

な
と
聞
え
給
て
さ
て
も
け
さ
は
れ
い
な
ら
ぬ
心
ち
に
ま
と
ひ
侍
て

　
　

お
も
か
け
は
身
を
そ
は
な
れ
ぬ
う
ち
と
け
て
ね
ぬ
夜
の
夢
は

見
る
と
な
け
れ
と
な
と
や
う
に
き
こ
え
給
へ
り
け
る
御
つ

か
ひ
か
へ
り
ま
い
り
て
た
ゝ
い
ま
な
む
う
せ
給
ぬ
と
て
の
ゝ
し
り

�

」（
五
八
丁
オ
（

侍
つ
れ
は
御
返
も
き
こ
え
さ
せ
て
ま
い
り
ぬ
る
と
申
を
き
ゝ
給

は
御
心
ち
い
と
ゝ
あ
へ
な
く
あ
さ
ま
し
と
も
よ
の
つ
ね
な
り

け
に
わ
つ
ら
ひ
て
は
ほ
と
へ
給
ぬ
れ
と
露
の
か
こ
と
を
と

あ
は
め
給
へ
り
つ
る
も
た
ゝ
い
ま
の
こ
と
そ
か
し
な
と
哀
に

は
か
な
き
世
の
あ
り
さ
ま
も
お
ほ
し
し
ら
れ
て
い
と
ゝ
も
ろ
き

涙
か
こ
と
か
ま
し
う
も
り
い
て
ぬ
た
ち
ま
ち
に
お
ほ
し
い
そ
く

ひ
と
か
た
に
し
も
あ
ら
す
こ
の
ほ
と
は
あ
ま
た
た
ひ
行
か
へ
る

へ
き
道
に
お
ほ
し
つ
る
を
い
み
の
ほ
と
な
と
は
ふ
と
し
も

え
か
よ
ひ
は
や
と
お
ほ
す
も
ま
こ
と
に
い
と
ゝ
中
〳
〵
心
も
と

な
く
わ
り
な
し
は
か
な
か
り
し
花
の
た
よ
り
の
ほ
か
け
よ
り

�

」（
五
八
丁
ウ
（

は
し
め
よ
へ
の
け
は
ひ
の
哀
な
り
し
な
と
も
お
ほ
し
い
て

ら
る
ゝ
に
さ
ら
に
よ
そ
の
こ
と
ゝ
も
お
ほ
え
給
は
す
あ
か
す
あ
は
れ

に
て
中
将
の
君
の
も
と
に
こ
ま
や
か
に
と
ふ
ら
ひ
給
こ
と
を
ろ
か

な
ら
す
御
返
は
い
ま
は
か
ひ
な
き
事
を
は
さ
る
物
に
て
を
く
る

ま
し
き
さ
ま
に
侍
人
を
見
給
へ
あ
つ
か
ひ
て
な
む
う
ち
つ
ゝ
き

い
み
し
き
め
を
見
侍
ら
ん
こ
と
の
心
う
き
こ
と
ゝ
あ
る
を
見

給
に
か
ゝ
る
な
か
の
か
な
し
さ
は
い
つ
れ
も
を
ろ
か
な
る
へ
き
に
は

あ
ら
ぬ
な
か
に
も
お
な
し
け
ふ
り
に
も
と
の
給
け
し
き
も
な
へ

て
の
世
に
は
あ
ら
す
見
え
し
を
け
に
い
か
に
お
も
ふ
ら
ん
と
お
も
ひ

や
ら
る
ゝ
け
し
き
も
む
け
に
お
ほ
つ
か
な
か
ら
ま
し
か
は
い
と

�

」（
五
九
丁
オ
（

さ
し
も
お
ほ
さ
ゝ
ら
ま
し
を
ほ
の
か
な
り
し
て
あ
た
り
け
は
ひ

く
ま
な
か
り
し
月
影
な
と
す
こ
し
な
く
さ
め
よ
と
神
仏
の

ま
と
は
し
給
ふ
に
や
と
お
ほ
え
し
は
物
お
も
ひ
の
花
の
枝
さ
し

そ
ふ
へ
か
り
け
る
す
く
せ
に
や
と
こ
れ
を
さ
へ
か
ひ
な
う
き
ゝ
な
し

て
い
か
な
る
心
ち
せ
む
と
こ
の
比
は
こ
と
〳
〵
な
う
そ
お
ほ
し
な

け
き
け
る

　
　

こ
え
も
せ
ぬ
関
の
こ
な
た
に
ま
と
ひ
し
や
あ
ふ
坂
山
の

か
き
り
な
る
へ
き
と
お
ほ
し
つ
ゝ
く
る
も
い
と
ゆ
ゝ
し
う
い
か
て

か
さ
り
と
も
神
仏
よ
に
お
は
せ
は
さ
る
め
見
せ
給
は
さ
ら
ん
と

ね
ん
せ
ら
れ
給
て
れ
い
の
こ
ま
や
か
な
る
か
た
に
お
ほ
し
た
の
む

�

」（
五
九
丁
ウ
（

御
い
の
り
の
し
と
も
に
か
た
ら
ひ
給
つ
ゝ
い
の
り
と
も
な
と
せ
さ
せ

給
け
り
後
の
御
こ
と
な
と
宰
相
ひ
と
り
あ
つ
か
ひ
給
に

し
の
ひ
た
れ
と
山
を
く
り
の
人
〳
〵
も
あ
ま
た
た
て
ま
つ
れ

給
そ
の
ほ
と
の
御
あ
つ
か
ひ
お
ほ
し
い
た
ら
ぬ
こ
と
な
う
こ
ま

か
に
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
を
宰
相
は
い
と
あ
り
か
た
う
思
ひ

し
ら
れ
給
日
か
す
の
す
く
る
ま
ゝ
に
あ
り
あ
け
の
月
影
は
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お
も
か
け
に
こ
ひ
し
う
お
ほ
え
給
て
し
の
ひ
あ
り
き
も

こ
と
に
し
給
は
す
夜
の
衣
を
か
へ
し
わ
ひ
給
よ
な
〳
〵
は

さ
す
か
に
あ
や
し
う
お
ほ
さ
る
れ
は

　
　

か
た
し
き
に
か
さ
ね
ぬ
衣
う
ち
返
し
お
も
ひ
ヘ
な
に
を

�

」（
六
〇
丁
オ
（

こ
ふ
る
こ
ゝ
ろ
そ
な
と
き
こ
え
給
へ
と
さ
ら
に
日
を
ま
つ
さ
ま

に
て
な
と
の
み
き
こ
え
給
へ
は
お
ほ
し
わ
ひ
て
い
み
の
ほ
と
も

え
ま
ち
あ
へ
す
し
の
ひ
て
わ
た
り
給
へ
り
宰
相
の
君
た
い

め
む
し
て
も
つ
き
せ
す
あ
は
れ
な
る
け
し
き
に
て
か
ゝ
る
な
か
と

い
ひ
な
か
ら
も
よ
の
つ
ね
に
は
あ
ら
さ
り
つ
る
心
さ
し
の
ほ
と
を

か
た
り
つ
ゝ
露
は
か
り
は
か
〳
〵
し
う
か
ひ
あ
る
さ
ま
を
た
に

見
え
て
を
く
れ
ぬ
る
事
と
い
ひ
つ
ゝ
け
て
な
へ
て
の
さ
ま

な
ら
す
侍
り
つ
る
な
ら
は
し
の
名
残
は
こ
と
は
り
に
見
給
へ
な
か
ら

ゆ
ゝ
し
き
こ
と
ゝ
も
を
打
つ
ゝ
き
見
侍
ら
ん
こ
と
ゝ
い
ひ
て
い
と

し
の
ひ
か
た
け
な
り
い
ま
は
の
と
ち
め
に
し
も
ま
い
り
て
哀

�

」（
六
〇
丁
ウ
（

な
り
し
御
け
は
ひ
を
さ
へ
き
ゝ
侍
に
し
か
は
そ
の
お
ほ
す
ら
ん
に
も

こ
と
に
お
と
る
ま
し
き
心
ち
の
し
侍
て
い
と
は
し
う
思
ひ
侍
し

身
も
い
ま
は
い
か
て
か
な
か
ら
へ
て
な
と
思
ひ
給
へ
し
あ
ら
ま
し

こ
と
も
見
え
た
て
ま
つ
ら
て
や
み
ぬ
る
こ
そ
い
み
し
う
ほ
い

な
け
れ
な
き
み
か
け
に
も
か
ひ
な
き
物
に
は
見
え
奉
ら
し
と

お
も
ひ
侍
を
い
と
た
の
も
し
け
な
う
の
み
き
ゝ
た
て
ま
つ
る

に
こ
そ
猶
世
に
は
へ
る
ま
し
き
に
や
と
心
ほ
そ
う
と
な
け
き

給
け
し
き
あ
さ
か
ら
す
あ
な
か
ち
に
わ
か
〳
〵
し
き
ま
て

侍
し
な
ら
ひ
の
な
こ
り
な
さ
に
う
つ
し
心
も
な
き
ま
て
思
ひ

ま
と
ひ
て
侍
め
る
あ
り
さ
ま
の
さ
ら
に
な
か
ら
ふ
へ
く
も
侍
ら

�

」（
六
一
丁
オ
（

さ
め
れ
は
は
か
〳
〵
し
か
ら
ぬ
身
に
し
も
か
は
ら
ぬ
さ
ま
に
て
な
に
ゝ

か
は
し
侍
ら
ん
な
と
思
ひ
給
へ
な
り
て
な
む
と
て
い
と
い

た
う
お
も
ひ
な
け
き
た
る
を
見
給
に
い
と
ゝ
う
し
ろ
め
た
う

ゆ
か
し
け
れ
と
ま
い
て
み
つ
か
ら
な
と
の
給
へ
き
に
も
あ
ら
さ

め
れ
は
か
ひ
な
う
て
た
ち
わ
つ
ら
ひ
て
そ
か
へ
り
給
ひ
け
る
三
条

わ
た
り
に
い
と
ひ
ろ
く
お
も
し
ろ
き
所
こ
の
御
れ
う
と
て
お
ほ

と
の
ゝ
心
こ
と
に
つ
く
り
み
か
ゝ
せ
給
を
い
て
な
に
ゝ
か
せ
ん
と

御
心
に
も
い
れ
給
は
さ
り
つ
る
を
あ
り
明
の
月
す
ま
せ
給

は
む
に
か
ひ
あ
り
ぬ
や
う
見
な
い
給
て
し
の
ち
我
御
心
そ
へ
て

な
へ
て
な
ら
ぬ
さ
ま
に
い
そ
か
せ
給
け
り
皇
后
宮
な
と
の

�

」（
六
一
丁
ウ
（

き
か
せ
給
は
ん
こ
と
の
い
と
お
し
さ
そ
心
く
る
し
う
お
ほ
さ
る
れ
と

さ
り
と
て
い
ま
は
ゆ
つ
り
き
こ
え
さ
せ
ん
こ
と
は
あ
る
ま
し
け
れ

は
四
十
九
日
な
と
す
き
な
は
わ
た
し
給
は
む
こ
と
を
お
ほ
し
い

そ
く
に
女
院
御
も
の
ゝ
け
た
ち
て
い
と
を
も
く
わ
つ
ら
ひ
給
へ
は

行
幸
な
と
あ
り
て
お
ほ
か
た
の
世
の
人
た
に
心
の
い
と
ま
な
き

こ
ろ
な
れ
は
ま
い
て
大
将
殿
あ
か
ら
さ
ま
に
た
に
え
た
ち

い
て
給
は
ぬ
ま
ゝ
に
山
さ
と
の
お
ほ
つ
か
な
さ
を
い
か
に
〳
〵
と

し
つ
心
な
う
お
も
ひ
や
り
た
ま
ひ
て
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う
か
り
け
る
わ
か
な
か
や
ま
の
契
か
な
こ
え
す
は
な
に
ゝ

あ
ひ
見
そ
め
け
ん
あ
ま
り
お
ほ
つ
か
な
き
に
心
う
く
む
か
し

�

」（
六
二
丁
オ
（

の
こ
と
を
お
ほ
し
い
て
は
か
う
や
は
も
て
な
い
給
へ
き
な
と

う
ら
み
き
こ
え
給
へ
る
を
宰
相
も
け
に
い
と
あ
ま
り
物
を

お
ほ
し
し
る
ま
し
き
御
ほ
と
に
も
あ
か
す
か
は
か
り
あ
り
か
た
き

御
心
を
あ
な
か
ち
に
う
と
〳
〵
し
う
も
て
な
い
た
て
ま
つ
ら
ん
も

い
と
お
し
う
な
と
き
こ
え
給
へ
と
よ
ろ
つ
と
り
ま
か
な
ひ
つ
ゝ

き
こ
え
し
ら
せ
給
し
御
あ
り
さ
ま
の
み
お
も
影
に
お
ほ
え
給
て

ひ
と
く
た
り
も
ひ
き
わ
た
す
へ
き
心
ち
し
給
は
ね
は
い
と
ゝ

ひ
き
か
つ
き
給
て
な
き
ふ
し
給
へ
る
を
た
れ
も
き
こ
え
わ
つ

ら
ひ
ぬ
か
う
い
ふ
〳
〵
も
な
こ
り
と
ま
れ
る
心
ち
す
る
日
か
す
の

程
は
ひ
ゝ
に
あ
ら
は
れ
い
て
給
経
仏
な
と
を
か
た
み
に
み
奉
り

�
」（
六
二
丁
ウ
（

な
く
さ
め
給
を
そ
の
ほ
と
も
す
き
ぬ
れ
は
御
し
つ
ら
ひ
な
と
も

れ
い
の
や
う
に
あ
き
ら
か
に
も
て
な
さ
る
ゝ
に
つ
け
て
は
い
ま
は

い
と
ゝ
か
な
し
さ
の
か
す
そ
ふ
心
ち
し
給
て
い
と
ゝ
あ
や
う
き
ま
て

な
り
ま
さ
り
給
を
宰
相
は
た
れ
に
よ
そ
へ
て
も
か
な
し
う
い
み
し
う

思
ひ
つ
れ
給
へ
る
せ
ち
に
恋
し
う
お
ほ
え
給
夕
く
れ
に
も
し
も
や

な
く
さ
む
と
わ
た
く
し
の
御
心
さ
し
に
心
こ
と
に
つ
く
り
を
き

奉
り
給
て
つ
ね
に
む
か
ひ
給
つ
ゝ
お
こ
な
ひ
給
ひ
し
十
斎体

イ

の

仏
た
ち
を
見
た
て
ま
つ
り
給
に
も
や
く
し
に
は
た
ゝ
わ
か
御
こ
と
を

な
む
申
す
と
つ
ね
に
い
ひ
し
ら
せ
給
し
を
お
ほ
し
い
つ
る
に

甘
露
法
楽
の
く
す
り
も
い
ま
は
な
に
ゝ
す
へ
き
身
に
も
」（
六
三
丁
オ
（

あ
ら
ぬ
に
た
ゝ
お
は
し
に
け
む
か
た
に
た
に
を
く
り
給
へ
か
し
さ
は
か�

�

り

の
こ
と
は
か
た
う
し
も
あ
ら
し
を
光
明
不
絶
に
や
と
の
御
ち
か
ひ
こ
そ

か
な
ひ
か
た
か
り
け
れ
な
と
人
し
れ
す
お
ほ
し
つ
ゝ
く

　
　

夢
さ
む
る
あ
か
つ
き
た
か
を
ま
ち
し
ま
に
な
ゝ
な
ぬ
か
に
も

や
ゝ
す
き
に
け
り
な
と
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
る
ゝ
日
数
も
浅
ま
し
う

て
袖
を
か
ほ
に
を
し
あ
て
ゝ
な
き
給
い
と
く
ろ
き
御
そ
に

い
と
ゝ
も
て
は
や
さ
れ
た
る
御
か
し
ら
つ
き
か
み
の
か
ゝ
り
な
と

も
ゑ
に
か
き
と
り
て
人
に
見
せ
ま
ほ
し
か
り
け
り
大
将
殿
は
三

条
殿
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
給
は
ん
日
な
と
さ
た
め
給
て

い
ま
は
た
ゝ
む
か
へ
き
こ
え
て
む
と
お
ほ
す
に
女
院
つ
ゐ
に

�

」（
六
三
丁
ウ
（

う
せ
給
ぬ
れ
は
い
と
ゝ
た
え
こ
も
り
給
ぬ
る
も
い
と
く
ち
お
し
く

わ
ひ
し
う
お
ほ
さ
る
ゝ
こ
と
か
き
り
な
し
か
う
の
み
お
も
ふ
日
数
の

す
き
つ
ゝ
た
か
ふ
や
う
に
の
み
あ
る
は
つ
ゐ
に
い
か
な
る
へ
き
に

か
と
お
ほ
す
も
し
つ
心
な
く
う
し
ろ
め
た
き
ま
ゝ
に
御
文
は
か
り
は

日
に
二
た
ひ
三
た
ひ
も
う
ち
し
き
り
つ
ゝ
き
こ
え
給
へ
と
御
返

そ
つ
ゆ
な
か
り
け
る
宰
相
に
も
ほ
い
な
く
て
す
く
る
日
数
を

心
も
と
な
か
り
給
つ
ゝ
こ
の
御
い
み
す
く
し
て
む
か
へ
き
こ
え

さ
せ
ん
な
と
の
給
た
れ
は
け
に
何
か
は
い
ま
は
ま
か
せ
き
こ
え

て
こ
そ
は
見
め
な
と
お
ほ
せ
は
ま
つ
け
ふ
あ
す
れ
い
の
所
に

わ
た
し
侍
て
あ
り
さ
ま
に
し
た
か
ひ
侍
て
こ
そ
は
さ
や
う
に
も
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�

」（
六
四
丁
オ
（

な
と
そ
き
こ
え
給
け
る
姫
君
は
ふ
る
郷
に
た
ち
か
へ
り
給

は
む
こ
と
も
物
う
く
な
を
い
ま
し
は
し
な
こ
り
の
所
を
た
に

お
き
ふ
さ
ま
ほ
し
う
お
ほ
せ
と
中
将
は
あ
せ
ち
の
大
納
言
の

御
あ
た
り
に
こ
の
春
つ
か
た
よ
り
か
よ
ひ
給
へ
り
め
つ
ら
し
き

さ
ま
の
心
ち
に
な
や
ま
し
け
に
し
給
を
か
く
た
え
こ
も
り
て

す
く
し
給
へ
る
お
ほ
つ
か
な
さ
も
い
つ
し
か
と
お
ほ
せ
は
い
ま

さ
へ
か
う
し
つ
心
な
う
か
よ
ひ
給
は
ん
も
い
つ
か
た
も
心
く
る
し

か
る
へ
け
れ
は
大
納
言
殿
の
君
を
も
お
な
し
所
に
て
心
の
と
か

に
見
む
と
お
ほ
す
な
り
け
り
と
し
の
は
て
に
な
り
て
そ
わ
た
り

給
け
る
御
し
つ
ら
ひ
な
と
も
あ
り
し
な
か
ら
な
る
に
ひ
と
り
た
ち

�

」（
六
四
丁
ウ
（

か
へ
り
た
ま
へ
る
心
ち
か
な
し
さ
も
よ
の
つ
ね
な
ら
ん
や
は

あ
け
く
れ
さ
し
む
か
ひ
給
へ
り
し
お
も
か
け
は
か
り
は
身
に
そ
ひ

た
る
や
う
な
れ
と
お
き
ふ
し
に
つ
け
て
も
の
お
そ
ろ
し
う

心
ほ
そ
き
こ
ゝ
ち
の
み
し
給
て
さ
ら
に
な
か
ら
ふ
ま
し
う
お
ほ

い
た
る
宰
相
も
い
と
こ
と
は
り
に
心
く
る
し
け
れ
と
ひ
め
君

ま
た
わ
た
り
給
は
ね
は
夜
な
と
は
と
ま
り
給
こ
と
も
か
た
か
り

け
り
日
こ
ろ
ふ
る
雪
の
と
し
の
ゝ
こ
り
す
く
な
く
な
る
ま
ゝ
に

い
と
ふ
り
か
さ
な
り
つ
ゝ
き
え
や
る
へ
く
も
あ
ら
す
し
み
わ
た
り

た
る
を
見
い
た
し
給
て

　
　

こ
と
は
り
の
と
し
の
く
れ
と
は
み
え
な
か
ら
つ
も
る
に
消
ぬ

�

」（
六
五
丁
オ
（

雪
も
あ
り
け
り
な
と
や
う
に
は
か
な
き
こ
と
の
は
を
の
み
む

か
し
の
か
た
み
に
は
お
ほ
し
な
く
さ
め
け
る
日
の
く
る
ゝ
ま
ゝ
に

風
の
お
と
な
ひ
も
あ
ら
ま
し
く
て
よ
こ
さ
ま
に
吹
い
る
ゝ

あ
ら
れ
の
を
と
も
物
お
そ
ろ
し
う
な
り
ぬ
れ
は
御
か
う
し

と
も
ゝ
い
そ
き
ま
い
り
て
女
と
ち
さ
し
つ
と
ひ
て
物
こ
ゝ
ろ

ほ
そ
う
お
ほ
ゆ
る
に
姫
君
は
ま
い
て
た
ゝ
ひ
と
り
の
御
か
け

に
て
こ
そ
は
雨
風
の
を
と
も
ふ
せ
き
給
し
か
い
ひ
し
ら
す

心
ほ
そ
く
お
ほ
い
た
る
ゝ
も
こ
と
は
り
に
て
宰
相
の
君
を
た

れ
も
う
ら
め
し
う
思
ひ
き
こ
ゆ
大
将
か
う
わ
た
り
給
に
け
り

と
は
き
ゝ
給
へ
と
日
つ
ゐ
て
の
あ
し
う
て
あ
か
ら
さ
ま
に
も

�

」（
六
五
丁
ウ
（

も
の
し
給
は
す
心
も
と
な
う
お
ほ
す
に
院
の
御
い
み
も
は
て
ゝ

よ
ろ
し
き
日
な
り
け
れ
は
い
と
し
の
ひ
て
風
の
ま
よ
ひ
に

わ
た
り
給
に
け
り
と
か
う
た
ち
や
す
ら
ひ
給
へ
と
山
里
の

御
す
み
か
に
も
こ
と
に
か
は
る
こ
と
な
う
人
め
ま
れ
に
て
と
か

む
る
人
も
な
し
雪
は
か
り
あ
る
し
け
に
ふ
り
つ
み
た
る
庭
の

お
も
は
る
〳
〵
と
心
ほ
そ
け
な
る
を
見
わ
た
し
給
に
わ
か
き

人
の
思
ひ
は
る
く
る
か
た
な
う
な
か
め
つ
く
し
給
ら
ん
心
の
う
ち

い
か
な
ら
ん
と
哀
に
を
し
は
か
ら
れ
給
御
た
う
の
あ
つ
か
り

た
ち
た
る
僧
の
み
あ
か
し
の
消
た
る
と
も
し
つ
ゝ
と
て
わ
つ

か
に
い
て
た
る
を
よ
ひ
よ
せ
た
ま
ひ
て
宰
相
殿
は
お
は
せ
ぬ

�

」（
六
六
丁
オ
（

か
と
と
ひ
給
へ
は
き
の
ふ
い
て
さ
せ
給
し
ま
ゝ
に
お
は
し
ま
さ
す
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大
納
言
殿
の
ひ
め
君
な
や
ま
せ
給
と
て
ま
れ
に
な
ん
こ
の

と
の
に
は
お
は
し
ま
す
と
申
せ
は
弁
の
君
と
い
ふ
人
に
た
い
め
ん

せ
む
と
い
ふ
人
な
む
あ
る
と
物
せ
よ
と
の
給
へ
は
ひ
め
君
の

御
め
の
と
の
お
と
ゝ
に
こ
そ
お
は
す
な
れ
と
て
た
ち
ぬ
る

ま
ゝ
に
僧
の
い
て
つ
る
つ
ま
と
に
よ
り
て
き
ゝ
給
へ
は
か
け
さ
り

け
る
に
や
あ
き
ぬ
い
り
て
見
給
へ
は
こ
ゝ
に
も
ね
ん
す
の
く

い
と
た
う
と
く
し
を
か
れ
て
お
こ
な
ひ
つ
と
め
給
け
る
人
の
跡
と

見
ゆ
そ
れ
よ
り
や
か
て
火
の
ひ
か
り
見
ゆ
る
か
た
さ
ま
へ
す
く
〳
〵

と
お
は
す
れ
と
こ
と
さ
ら
に
な
よ
ら
か
に
し
な
し
給
へ
る
御

�

」（
六
六
丁
ウ
（

そ
の
を
と
な
れ
は
心
あ
は
た
ゝ
し
き
風
の
ま
き
れ
に
て
き
ゝ

つ
く
る
人
も
な
し
も
や
の
中
の
と
よ
り
帳
の
そ
は
な
る
屏
風

よ
り
の
そ
き
給
へ
は
こ
な
た
ま
く
ら
に
て
火
を
つ
く
〳
〵
と
な
か
め

つ
ゝ
そ
ひ
ふ
し
給
へ
る
ふ
と
見
つ
け
た
る
に
た
○た

そ
れ
か
と

ま
て
思
ひ
い
て
ら
れ
さ
せ
給
み
た
ら
し
河
の
お
も
か
け

さ
へ
た
ち
そ
ひ
て
心
さ
は
き
す
る
に
や
か
て
か
の
か
た
は
ら
に

た
ち
い
て
ま
ほ
し
き
お
と
ゝ
と
い
ひ
つ
る
人
に
や
北
お
も
て
の

か
た
よ
り
き
て
に
し
の
わ
た
と
の
に
や
む
こ
と
な
き
人
の

お
は
し
て
弁
の
君
に
あ
は
む
と
な
ん
の
給
と
こ
の
僧
し
か

た
ゝ
い
ま
い
ふ
は
た
れ
に
か
あ
ら
ん
さ
る
へ
き
人
こ
そ
お
ほ
え
ね

�

」（
六
七
丁
オ
（

も
し
大
将
殿
の
お
は
し
ま
し
た
る
に
や
と
思
へ
と
き
の
ふ
の

文御

に
も
さ
も
の
給
は
せ
さ
り
し
物
を
い
か
に
も
ま
か
り
て
た
つ

ね
侍
ら
ん
と
て
た
て
は
又
あ
る
人
も
し
さ
に
も
こ
そ
あ
れ

こ
の
御
と
な
ふ
ら
の
あ
か
ゝ
り
け
る
か
な
み
か
う
し
に
あ
な
も

あ
ら
む
物
を
と
て
す
こ
し
と
り
の
け
つ
れ
は
君
も
ち
い
さ
き

木
丁
ひ
き
よ
せ
て
ふ
し
給
ぬ
め
り
人
〳
〵
ち
か
う
さ
ふ
ら
ひ

給
へ
な
と
い
ひ
を
き
て
こ
な
た
さ
ま
に
く
る
ま
ゝ
に
人
も
ひ

さ
し
く
お
は
し
ま
さ
ぬ
か
た
に
お
ほ
え
な
き
匂
ひ
こ
そ
す
れ

あ
な
む
つ
か
し
し
そ
く
や
さ
ゝ
ま
し
い
と
く
ら
し
と
て
た
ち

か
へ
り
た
れ
は
わ
か
き
人
〳
〵
は
い
と
ゝ
さ
は
か
り
物
お
そ

�

」（
六
七
丁
ウ
（

ろ
し
け
に
お
ほ
し
め
い
た
る
に
な
と
か
う
物
く
る
お
し
う
お
は
す
ら
ん

お
に
は
く
さ
く
こ
そ
は
あ
な
れ
仏
の
御
か
ほ
り
に
も
あ
ら
む
と

い
へ
は
ま
た
か
く
れ
み
の
ゝ
中
納
言
や
お
は
す
ら
ん
な
と
く
ち
〳
〵

た
は
ふ
れ
に
い
ひ
な
せ
と
君
は
ま
こ
と
に
も
の
お
そ
ろ
し
う
て

か
ほ
な
か
ら
ひ
き
か
つ
き
て
ふ
し
給
へ
り
め
の
と
し
そ
く

さ
し
て
く
れ
は
帳
の
う
ち
に
や
を
ら
入
給
ぬ
れ
と
し
る
人

も
な
し
お
と
ゝ
に
し
お
も
て
に
い
き
て
い
つ
ら
な
と
た
つ
ぬ
れ
と

い
ら
へ
す
る
人
も
な
け
れ
は
か
へ
り
き
て
あ
や
し
き
わ
さ

か
な
あ
り
つ
る
僧
も
い
て
に
け
り
又
人
も
あ
へ
て
な
し
い
か
な
る

こ
と
な
ら
ん
つ
ま
と
は
い
と
ひ
ろ
う
あ
き
て
雪
の
み
そ
ふ
り

�

」（
六
八
丁
オ
（

入
た
る
月
は
な
け
れ
と
と
は
あ
か
て
お
か
し
き
夜
の
さ
ま
か
な

風
は
お
こ
る
と
も
女
も
す
き
ぬ
へ
か
り
け
る
物
を
い
か
な
る
け

さ
う
人
の
た
つ
ね
き
て
お
と
な
う
た
ち
か
へ
り
ぬ
る
な
ら
ん
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く
ち
お
し
き
わ
さ
か
な
と
い
ひ
て
み
な
わ
ら
ふ
に
帳
の
か
た

ひ
ら
を
や
を
ら
か
ゝ
け
て
い
と
ひ
さ
し
う
ま
ち
き
こ
え
つ
る
に

を
と
も
し
給
は
て
し
そ
く
の
み
見
え
つ
れ
は
う
ち
ま
い
る
へ
き

か
と
て
な
む
ま
こ
と
は
身
も
み
な
し
み
は
て
ゝ
こ
よ
ひ
え
か
へ
る

ま
し
き
を
と
か
く
い
ら
せ
給
ね
と
て
い
と
な
れ
か
ほ
に

女
君
を
も
ひ
き
い
れ
奉
り
給
へ
は
人
〳
〵
あ
さ
ま
し
あ
き
れ

た
る
心
ち
し
て
物
を
た
に
い
は
れ
す
ま
た
と
か
う
き
こ
ゆ

�

」（
六
八
丁
ウ
（

と
て
も
か
ひ
あ
る
へ
き
な
ら
ね
は
た
ゝ
み
つ
か
ら
の
心
さ
か
し
ら
に
や

宰
相
殿
は
お
ほ
さ
む
い
と
お
し
き
わ
さ
か
な
い
と
か
う
心
あ
は

た
ゝ
し
う
侍
ら
す
と
も
い
ま
は
こ
と
さ
ま
に
と
は
き
こ
え
さ
せ

給
は
す
は
へ
め
る
物
を
な
と
ひ
と
り
こ
て
は
宰
相
の
ゆ
る
さ
ゝ
ら
ん

に
は
い
か
て
か
な
ひ
け
し
侍
ら
ん
た
ゝ
心
や
す
う
思
ひ
給
へ
と

つ
れ
な
う
の
給
へ
は
ま
た
も
き
こ
え
さ
せ
ん
か
た
な
う
て
浅

ま
し
う
う
ち
と
け
給
へ
り
つ
る
物
を
な
と
な
け
く
〳
〵

の
き
て
う
ち
ふ
し
ぬ
あ
り
し
ま
ろ
ね
の
こ
ゝ
ろ
つ
く
し

な
り
し
を
こ
よ
ひ
は
心
や
す
く
と
き
ち
ら
し
給
て
う
ち

ふ
し
給
に
女
君
は
お
ち
ま
さ
り
給
て
な
き
い
り
給
へ
る
」（
六
九
丁
オ
（

さ
ま
の
な
の
め
な
ら
す
心
く
る
し
き
に
お
ほ
し
わ
つ
ら
ひ
ぬ

さ
れ
と
こ
よ
ひ
は
こ
け
の
さ
む
し
ろ
お
ほ
し
や
ら
れ
す
い
と

と
う
あ
け
ぬ
る
心
ち
し
て
と
り
の
ね
の
つ
ら
さ
も
け
さ
そ

お
ほ
し
し
ら
れ
け
る
弁
の
め
の
と
ま
い
り
て
あ
け
は
な
れ

ぬ
と
は
し
ら
せ
給
は
ぬ
に
や
い
と
は
し
た
な
き
ほ
と
に
な
り
ぬ

と
な
け
く
こ
ゑ
し
侍
な
り
と
き
こ
え
さ
す
れ
は
ま
た
夜
は

ふ
か
ゝ
ら
む
物
を
か
つ
ら
き
の
神
の
さ
か
し
ら
に
や
と
は
の
給

や
と
か
ら
う
し
て
お
き
給
て
さ
し
ぬ
き
の
こ
し
ひ
き
ゆ
ひ

給
も
へ
た
て
お
ほ
う
心
ほ
そ
う
お
ほ
え
給
も
い
と
か
う
あ
さ

ま
し
き
心
の
ほ
と
は
い
つ
の
ほ
と
な
ら
ひ
け
る
に
と
我
な
か
ら

�

」（
六
九
丁
ウ
（

も
と
か
し
き
ま
て
お
ほ
さ
る

　
　

と
き
わ
ひ
し
我
し
た
ひ
も
を
む
す
ふ
ま
に
や
か
て
た
え
ぬ
る

心
ち
こ
そ
す
れ
あ
ま
り
な
る
心
い
ら
れ
も
い
か
な
ら
ん
と
ゆ
か
し

け
れ
は
い
ひ
け
ち
給
へ
と
弁
の
め
の
と
は
め
て
た
し
と
そ
き
ゝ

け
る
月
こ
ろ
の
御
物
お
も
ひ
に
い
と
し
〈
ゝ
〉
き
御
心
ま
と
ひ
さ
へ

た
く
ひ
な
く
て
な
き
あ
か
し
給
へ
る
御
涙
の
ふ
ち
も
け
に

身
を
は
な
か
さ
ぬ
も
の
に
や
と
い
み
し
う
心
く
る
し
う

見
を
き
か
た
き
を
く
る
ゝ
ま
つ
ま
の
お
ほ
つ
か
な
さ
も
わ
り

な
か
る
へ
く
又
さ
り
と
て
い
つ
し
か
あ
ら
は
れ
い
て
人
に
あ
つ

か
は
れ
ん
も
な
ら
は
ぬ
御
心
ち
は
な
を
い
か
に
そ
や
つ
ゝ
ま
し
う

�

」（
七
〇
丁
オ
（

お
ほ
さ
る
ゝ
を
た
ゝ
宰
相
に
も
し
ら
せ
て
わ
た
し
て
む
明
く
れ

さ
し
む
か
ひ
て
い
ひ
な
く
さ
め
ま
き
ら
は
さ
は
を
の
つ
か
ら
心

よ
り
ほ
か
に
わ
す
れ
く
さ
の
お
ふ
る
や
う
も
あ
り
な
ん
な
と

お
ほ
し
て
そ
の
車
こ
ゝ
に
よ
せ
さ
せ
よ
心
ち
の
い
み
し
う
な
や

ま
し
け
れ
は
え
い
て
ぬ
な
り
と
の
給
へ
は
み
か
う
し
一
ま
は
か
り

あ
け
て
御
車
よ
せ
さ
す
廿
よ
日
の
月
な
れ
は
月
も
ま
た
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い
と
あ
か
き
に
雪
の
ひ
か
り
さ
へ
く
ま
な
う
て
ひ
る
の
や
う

な
る
に
お
と
こ
君
ま
く
ら
か
み
の
木
丁
を
し
や
り
て
見
い
た
し

給
へ
れ
は
い
つ
れ
を
む
め
と
わ
く
へ
く
も
あ
ら
す
ふ
り
か
ゝ
り

た
る
枝
さ
し
と
も
か
の
あ
り
し
ゆ
き
す
り
の
こ
す
ゑ
に
い
と

�

」（
七
〇
丁
ウ
（

よ
う
に
た
る
も
思
ひ
の
ほ
か
に
め
と
ま
り
し
ほ
か
け
お
ほ
し
い
て

ら
れ
て
い
み
し
う
あ
は
れ
な
れ
は
女
君
に
こ
と
の
ね
き
ゝ
し

さ
ま
な
と
か
た
り
き
こ
え
給
て
お
も
は
す
に
お
か
し
か
り
し
御

ほ
か
け
は
そ
れ
に
や
と
お
も
ひ
よ
そ
ふ
る
ま
て
あ
り
か
た
う

も
の
し
給
し
か
な
ほ
と
〳
〵
う
つ
り
ぬ
へ
か
り
し
か
と
思
ひ
そ
め

つ
る
こ
と
か
は
ら
ぬ
心
の
く
せ
な
れ
は
か
し
こ
う
こ
そ
お
も
ひ
し
の

ひ
て
や
み
に
し
か
あ
の
木
す
ゑ
と
も
は
そ
の
夜
の
心
ち
し
て

あ
は
れ
な
る
を
な
を
見
給
へ
と
せ
ち
に
お
こ
し
き
こ
え
給
て

　
　

ゆ
き
す
り
の
花
の
お
り
か
と
み
る
か
ら
に
す
き
に
し
春
そ

い
と
ゝ
恋
し
き
と
の
給
に
い
と
ゝ
ま
こ
と
か
ま
し
う
な
か
し
そ
へ

�

」（
七
一
丁
オ
（

給
物
か
ら
こ
の
御
こ
と
に
は
み
ゝ
と
ま
り
給
て
さ
ま
〳
〵
に
は
つ

か
し
う
あ
り
け
る
か
な
と
き
ゝ
給
に
も

　
　

よ
そ
な
か
ら
ち
り
け
む
花
に
た
く
ひ
な
て
な
と
ゆ
き
と
ふ
る

枝
と
な
り
け
ん
な
と
心
の
う
ち
に
く
ち
お
し
う
お
ほ
さ
る
御
車

も
た
け
た
れ
は
い
と
か
ろ
ら
か
に
か
き
い
た
き
て
の
せ
奉
り
給
へ
る

を
弁
な
を
い
と
に
は
か
に
こ
そ
侍
へ
け
れ
し
は
し
は
か
や
う
に
て

も
お
は
し
ま
し
な
む
物
を
宰
相
と
の
も
い
か
に
あ
や
し
く
お
ほ

さ
む
と
き
こ
え
さ
す
れ
は
な
ら
は
ぬ
あ
か
つ
き
お
き
も
く
る
し

か
る
へ
け
れ
は
な
り
ま
つ
た
ゝ
一
人
は
か
り
と
く
の
り
給
へ
と
い
そ

か
し
給
へ
は
い
と
ゝ
心
あ
は
た
ゝ
し
き
心
ち
し
て
と
ま
る
人
〳
〵
に

�

」（
七
一
丁
ウ
（

よ
ろ
つ
は
い
ひ
を
い
て
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
ま
い
り
ぬ
殿
に

お
は
し
て
ま
つ
我
お
り
給
て
御
木
丁
と
も
と
り
い
て
な
と
し
て

れ
い
の
お
ろ
し
た
て
ま
つ
り
給
て
弁
も
お
り
ぬ
れ
は
み
ち
す
ゑ

に
こ
の
人
あ
り
つ
か
す
思
ふ
ら
ん
つ
ほ
ね
な
と
あ
る
へ
か
し
う
し

つ
ら
へ
な
と
の
給
は
す
れ
は
な
に
か
た
ひ
と
な
お
ほ
し
め
し
そ
い
ま

い
と
よ
く
あ
り
つ
か
せ
給
な
む
と
い
ひ
て
け
に
い
と
思
ふ
さ
ま

な
る
つ
ほ
ね
し
い
て
ゝ
す
へ
な
と
し
て
あ
つ
か
ひ
あ
り
く
君
は
心

や
す
く
お
も
ふ
さ
ま
に
お
ほ
さ
れ
て
日
た
か
く
な
る
ま
て
御

と
の
こ
も
り
た
る
に
と
の
ゝ
御
か
た
よ
り
た
ゝ
い
ま
わ
た
ら
せ

給
へ
と
き
こ
え
さ
せ
給
へ
る
に
そ
か
ら
う
し
て
お
き
出
給
へ
る

�

」（
七
二
丁
オ
（

大
弐
の
め
の
と
ま
い
り
て
う
へ
も
い
つ
く
に
お
は
し
ま
す
そ
と
と
は
せ

給
に
し
り
侍
ら
ぬ
よ
し
申
侍
し
を
を
ろ
か
な
り
と
さ
い
な
み
給
し

こ
そ
わ
り
な
く
侍
し
か
な
を
あ
り
か
せ
給
は
ん
と
こ
ろ
し
ら
せ
さ
せ

給
へ
と
申
せ
は
わ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
入
と
い
り
ぬ
る
人
ま
と
ふ
な
る

山
み
ち
な
れ
は
し
ら
せ
き
こ
ゆ
と
も
た
つ
ね
給
は
ん
こ
と
か
た

く
こ
そ
あ
ら
め
お
な
し
く
は
す
い
し
ん
し
て
を
あ
り
き
た
ま
へ

な
と
い
ひ
た
は
ふ
れ
給
御
け
は
ひ
の
き
か
ま
ほ
し
う
め
て
た

け
れ
は
弁
の
め
の
と
も
ひ
と
り
ゑ
み
せ
ら
れ
て
木
丁
の
ほ
こ
ろ
ひ
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よ
り
の
そ
け
は
く
れ
な
ゐ
の
御
そ
と
も
の
わ
た
す
こ
し
ふ
く

ら
か
な
る
に
う
す
色
の
か
た
も
む
な
る
な
と
か
さ
な
り
た
る
い
ろ

�

」（
七
二
丁
ウ
（

あ
ひ
な
へ
て
な
ら
す
き
よ
ら
に
見
ゆ
る
に
よ
へ
の
雪
に
所
〳
〵

か
へ
り
し
ほ
み
た
る
さ
へ
こ
と
さ
ら
に
か
く
て
こ
そ
見
め
と
な
ま
め

か
し
く
め
て
た
し
ゑ
ほ
う
し
の
ひ
た
い
も
す
こ
し
あ
か
り
ひ
ん
く
き

し
と
け
な
け
に
て
ま
た
い
と
ね
ふ
た
け
な
る
す
み
の
い
ろ

あ
は
ひ
な
と
雪
に
い
と
ゝ
も
て
は
や
さ
れ
給
ひ
て
あ
た
り
ま
て

こ
ほ
る
ゝ
心
ち
す
る
御
に
ほ
ひ
あ
い
き
や
う
な
と
を
大
弐
の
め
の
と

か
ゆ
の
御
ま
か
な
ひ
し
て
つ
ゝ
ま
し
け
な
ら
す
さ
し
む
か
ひ
た
て

ま
つ
り
て
う
う
ち
ゑ
み
つ
ゝ
見
た
て
ま
つ
る
け
し
き
の
め
て
た
さ

こ
そ
た
に
思
こ
と
な
け
に
い
け
る
か
ひ
あ
る
人
と
そ
み
ゆ
る
や

御
て
う
つ
は
か
り
を
め
し
て
ま
つ
め
す
に
ま
い
ら
む
と
て
さ
う
そ
く

�
」（
七
三
丁
オ
（

し
と
け
な
け
に
し
な
い
て
い
て
給
を
た
い
に
ぬ
る
見
侍
り
ぬ

ま
つ
な
を
〳
〵
と
き
こ
え
さ
○す

れ
は
い
ま
さ
へ
あ
ま
り
ね
ち
け

か
ま
し
く
な
ら
は
し
給
そ
心
も
と
な
く
は
ま
つ
か
は
り
し
て
よ
と

の
給
へ
は
い
て
や
る
に
事
も
あ
し
う
な
ら
は
し
奉
り
た
り
と
も

思
ひ
侍
ら
ぬ
物
を
な
と
う
ち
わ
ら
ひ
た
る
け
し
き
も
た
に

た
け
う
め
て
た
し
か
の
き
こ
え
し
わ
た
り
の
ふ
る
郷
に
ひ
と
り
た
ち

か
へ
り
て
心
ほ
そ
け
な
れ
は
け
ふ
や
か
て
む
か
へ
た
る
そ
と
は

せ
給
は
さ
ら
ん
か
き
り
は
う
へ
な
と
に
も
な
に
か
申
さ
る
ゝ
宮
の

わ
た
り
も
い
と
お
り
あ
し
き
比
な
れ
は
よ
き
こ
と
も
の
給
は
せ
し

三
条
に
わ
た
る
ま
て
た
ゝ
し
の
ひ
や
か
に
と
思
ふ
な
り
お
ひ
人
ひ

�

」（
七
三
丁
ウ
（




